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令和元年蘭越町議会第３回定例会会議録  

 

○開会及び閉会  

 令和元年9月１７日  

  開  会   午前１０時００分  

  閉  会   午後  ５時１２分  

 

○出席及び欠席議員の氏名  

  出席（  １０名）  １番   金安  英照   ２番   田村  陽子     

３番   永井   浩   ５番   向山   博     

６番   難波  修二   ７番   赤石  勝子     

８番   中島  溢子   ９番   栁谷   要    

１０番   熊谷  雅幸  １１番   冨樫  順悦  

  欠席（   なし）   

 

○会議録署名議員  

  1番  金安  英照   １０番  熊谷  雅幸  

 

○説明のために出席した者の職氏名  

  町  長      金   秀行   副町長        山内   勲  

  教育長      首藤  一幸   総務課長       小林  俊也  

税務課長     竹内  恒雄   住民福祉課長     北川  淳一  

  健康推進課長   山下  志伸   農林水産課長     西河  修久  

建設課長     北山  誠一   商工労働観光課長   梅本  聖孝  

教育委員会次長  田縁  幸哉   会計管理者      小木  利夫  

総務課参事    渡辺   貢   農業委員会事務局長  木村  恭史    

建設課主任技師  中村  伸宏   蘭越町代表監査委員  坪田  和昭  

  

○服務のため出席した事務局職員  

  事務局長   河野  俊明     書  記   和田  慎一  

 



2 

 

○議事日程  

日程第１   会議録署名議員の指名    

日程第２   会期の決定  

日程第３   町長の行政報告及び提案理由の大綱説明  

日程第４   一般質問     熊谷  雅幸  

              難波  修二   

              中島  溢子  

              栁谷  要  

              田村  陽子  

              向山  博  

              赤石  勝子  

 

日程第５   議案第１号    土地開発公社の解散について  

日程第６   議案第２号    蘭越町森林環境譲与税基金条例  

日程第７   議案第３号    蘭越町印鑑条例の一部を改正する条例  

議案第４号    蘭越町嘱託職員の任用、勤務条件等に関  

する条例の一部を改正する条例  

日程第９   議案第５号    蘭越町臨時的任用職員の任用、勤務条件

等に関する条例の一部を改正する条例  

日程第１０  議案第６号    蘭越町一般職非常勤職員の任用、勤務条

件等に関する条例の一部を改正する条例  

日程第１１  議案第７号    工事請負契約の締結について（統合診療  

所建設地中熱設備工事）    

日程第１２  議案第８号    工事請負契約の締結についての議決の一

部変更について（御成橋橋梁補修工事）  

日程第１３  議案第９号    令和元年度蘭越町一般会計補正予算  

（第５号）   

日程第１４  議案第１０号   令和元年度蘭越町地域振興事業特別会計  

補正予算（第１号）  

日程第１５  議案第１１号   令和元年度蘭越町簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）  
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日程第１６  議案第１2号   令和元年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特

別会計補正予算（第２号）             

日程第１７  認定第１号    平成３０年度蘭越町一般会計歳入歳出決

算の認定について   

      認定第２号    平成３０年度蘭越町奨学資金特別会計歳  

入歳出決算の認定について  

      認定第３号    平成３０年度後志公平委員会特別会計歳  

入歳出決算の認定について  

      認定第４号    平成３０年度蘭越町地域振興事業特別会

計歳入歳出決算の認定について  

      認定第５号    平成３０年度蘭越町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について  

      認定第６号    平成３０年度蘭越町後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定について  

      認定第７号    平成３０年度蘭越町介護保険サービス事

業特別会計歳入歳出決算の認定について  

      認定第８号    平成３０年度蘭越町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について  

      認定第９号    平成３０年度蘭越町農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算の認定について  

      認定第１０号   平成３０年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業

特別会計歳入歳出決算の認定について  

      認定第１１号   平成３０年度蘭越町特産品開発事業特別

会計歳入歳出決算の認定について  

日程第１８  陳情第１号    「所得税法第５６条の廃止を求める意見

書」提出についての陳情書  

日程第１９  意見書案第１号  林業・木材産業の成長産業化に向けた施  

策の充実・強化を求める意見書  

日程第２０  報告第１号   健全化判断比率及び資金不足比率について  

日程第２１  報告第２号   所管事務調査の中間報告について  

（総務文教常任委員会）  
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日程第２２  報告第３号    所管事務調査の中間報告について  

（経済建設常任委員会）  

日程第２３  報告第４号    例月出納検査結果報告  

日程第２４  承認第１号    閉会中の継続調査申出書  

（議会運営委員会）  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お は よ う ご ざい ます。  

た だ い ま の 出 席 議員は １０名 で ありま す。  

 こ れ よ り 、 令 和元年 第３回 蘭 越町 議 会定例 会 を開催 いたし ま す。  

 た だ ち に 本 日 の会議 を開き ま す。  

 令 和 元 年 第 ２ 回 定 例 後 の 諸 般 の 報 告 及 び 説 明 出 席 者 に つ き ま し て

はお手 元に配 布 してお ります の で、御 了承願 い ます。  

 

○ 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ 、会 議録署 名議員 の 指名を 行いま す 。  

 会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ １ ８ 条 に よ り 、 １ ０ 番 熊 谷 議 員 、

１番金 安議員 を 指名い たしま す 。  

 

○ 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 ２ 、会 期の決 定 を議 題 といた します 。議

会運営 委員長 か らお諮 り願い ま す。  「 ７ 番 、 赤 石議 員」  

 

○ ７ 番 （ 赤 石 勝 子 ）  令 和 元 年 第 ３ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ

たりま して、 議 会運営 委員会 の 決定事 項をお 知 らせい たしま す 。  

 会 期 は 、 本 日 から１ ９日ま で の３日 間とい た します 。  

 ま た 、議 事 の 進 行によ り、付議さ れた案 件が全 部 終了し た時に は 、

閉会す ること と いたし ます。  

 日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て い ま す 日 程 表 の と お り 行

い た い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど お 願

いいた します 。 以上で ござい ま す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お 諮 り し ま す。  

 た だ い ま の 議 会 運 営 委 員 長 か ら の お 諮 り の と お り 、 本 定 例 会 の 会

期は本 日から １ ９日ま での３ 日 間とい たした い と思い ます。  

 ま た 、議 事 の 進 行によ り、付議さ れた案 件が全 部 終了し た時に は 、

閉会と いたし ま す。  

 こ れ に 御 異 議 ありま せんか 。  



5 

 

（「異議 なし 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 会 期 は３日 間とす る ことに 決定い た しまし た。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大

綱説明 を願い ま す。  「 金 町 長 」  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行）  お は よ う ご ざいま す。  

 第 ３ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 大 変 御 多 用

の 中 、 議 員 の 皆 様 方 の 御 出 席 を い た だ き ま し て 、 本 定 例 会 が 開 催 で

きます ことを 、 ま ずも ってお 礼 を申し 上げた い と存じ ます。  

第 ４ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 が 開 催 さ れ ま し た ８ 月 ２ ７ 日 以 降 ん ｐ 行

政 報 告 に つ い て は 、 お 手 元 に 資 料 と し て 御 配 り し て お り ま が 、 詳 細

をお知 らせし た い行事 等につ い て口頭 で 御報 告 申し上 げます 。  

 １ ペ ー ジ 、 ８ 月 ２ ８ 日 水 曜 日 １ ８ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 、 テ レ

ビ ・ 新 聞 で お な じ み の 長 野 県 諏 訪 中 央 病 院 名 誉 院 長 の 鎌 田 實 先 生 を

お招き し、蘭 越 町開基 １２０ 年 記念講 演会を 開 催いた しまし た 。  

鎌 田 實 氏 の 生 い 立 ち か ら 今 日 ま で の 人 生 の 振 り 返 り 、 樹 木 希 林 さ

ん な ど と の 交 流 を 通 じ て 得 た 体 験 談 や 、 健 康 寿 命 を 伸 ば す 「 鎌 田 式

健 康 体 操 」 の 実 演 な ど 、 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 を 前 向 き に 捉 え る こ と が

できる 、大変 有 意義な お話を い ただき ました 。  

講 演 会 に は 、町 内・町外から 約３ ０ ０名が 集まり 、う なずく 姿や 笑 い

声 も 聞 か れ る な ど 、 終 始 和 や か な 雰 囲 気 の 中 で 終 了 い た し た と こ ろ

でござ います 。  

 ９ 月 ２ 日 月 曜 日、８時３ ０分 か ら、この日 は 、８ 月３１ 日で蘭 越 消

防団長 を退任 さ れまし た 坪田  和 昭 前 消 防 団長 に 退任の 辞令を 、９ 月

１ 日 か ら 蘭 越 消 防 団 長 に 就 任 さ れ ま し た 佐 藤  信 衛 新 団 長 に 任 命 辞

令 を 、 羊 蹄 山 ろ く 消 防 組 合 管 理 者 に 代 わ り ま し て 、 そ れ ぞ れ 交 付 さ

せてい ただき ま した。  

 ９ 月 ６ 日 金 曜 日１３ 時００ 分 から 、この 日は 、敷島屋 、中 村社 長 外

と 面 談 し 、 新 見 温 泉 の 今 後 の 見 通 し に つ い て 、 お 話 を 伺 っ て ま い り

ました 。建 物が 崩 れたま まで 、安 全 面が心 配され て おりま したが 、新

見本館、ホテル 共 に、９月 から撤 去 作業 に 入り、１ １ 月には、基礎は

残しま すが建 物 部分は 全て撤 去 される ととい う ことで ござい ま す。    

ま た 、新 た な 施 設 の整備 につい て は、大規模 と な る ため 、もう しば

らく時 間をい た だきた いとお 話 しされ たとこ ろ でござ います 。  
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同じく、１５時 ３０分 から、Ｈ ＢＣ パ ーソナ リ ティー 斎藤  こ ず ゑ

氏 と 懇 談 い た し ま し て 、 蘭 越 町 ま ち づ く り 応 援 大 使 の 依 頼 を し た と

ころで ござい ま す。  

 斎 藤 氏 は 、ラ ジ オ、イベン ト等 で 全道的 に活躍 さ れ、本町に おい て

も フ ァ イ タ ー ズ 後 援 会 、 せ せ ら ぎ 祭 り 等 、 イ ベ ン ト に も 積 極 的 に 協

力 を い た だ い て お り ま す の で 、 今 後 も 本 町 の 魅 力 を 発 信 し て い た だ

きたい とお願 い をし、 快諾し て いただ いたと こ ろでご ざいま す 。  

２ ペ ー ジ 、９月 １ １日水 曜日、８ 時 ４０分 から、こ の 日は、昆 布小

学校の １日防 災 学校 の 授業を 参 観しま した。  

 こ の 事 業 は 、北 海道が 主催と な り、道と町 と学 校 が連携 して 、防 災

に 関 す る 教 育 の 普 及 推 進 を 図 る こ と を 目 的 に 行 わ れ 、 蘭 越 町 で は 初

め て の 開 催 と な り ま す が 、 昆 布 小 学 校 全 児 童 ３ ５ 名 の ほ か 教 職 員 、

道 職 員 、 消 防 職 員 等 関 係 機 関 の 出 席 の も と 実 施 い た し た と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 授 業 で は 、 伊 達 消 防 署 の 所 有 す る 地 震 体 験 車 両 に 乗 車 し

震 度 ３ か ら ７ の 地 震 を 体 験 、 さ ら に 防 災 か る た や 新 聞 紙 ス リ ッ パ の

作成 、車椅 子を 使 った避 難誘導 、段 ボール ベッド 体 験等 が 行われ 、児

童は 、防災 につ い て学ぶ 授業を 真 剣に受 講した と ころで ござい ま す。 

 ９ 月 １ ２ 日 木 曜 日 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 、 総 合 運 動 公 園 に お

き ま し て 、 第 １ ７ 回 蘭 越 町 営 温 泉 湯 の 旅 ゲ ー ト ボ ー ル 大 会 が 開 催 さ

れまし たので 、 開会式 で御 挨 拶 申し上 げてお り ます。  

町 内 か ら ３ チ ー ム ２ １ 名 が 参 加 し 、 皆 さ ん 楽 し く ゲ ー ム を さ れ て

お り ま し た 。 試 合 の 後 、 幽 泉 閣 に お い て 昼 食 を と り な が ら 表 彰 式 が

執り行 われた と ころで ござい ま す。  

次 に 、 仮 称 曲 子 光 男 記 念 館 整 備 に 関 す る 答 申 に つ い て 、 御 報 告 申

し上げ ます。  

平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 、 既 存 文 化 施 設 に 併 設 し た 曲 子 光 男 記 念

館 整 備 の 具 体 的 構 想 に つ い て の 諮 問 に 対 し ま し て 、 令 和 元 年 ９ 月 １

３ 日 、 仮 称 曲 子 光 男 記 念 館 検 討 委 員 会 の 池 田 委 員 長 、 小 澤 副 委 員 長

が来庁 し、答 申 をいた だきま し た。  

こ の 答 申 は 、 計 ６ 回 に 渡 る 検 討 委 員 会 を 経 て 意 見 を 取 り ま と め ら

れ た も の で ご ざ い ま し て 、 答 申 の 内 容 と し ま し て は 、 町 民 の た め に

活 用 し 、 後 世 に 伝 え る 活 動 を 展 開 す る こ と に 重 点 を 置 き 、 そ の た め

の 収 蔵 環 境 を 最 小 の 経 費 で 整 え る こ と が 重 要 で あ る と の 意 見 を い た

だいて おりま す 。  

具 体 的 に は 、 既 存 文 化 施 設 に 併 設 し た 整 備 で 諮 問 し て お り ま し た

が 、 山 村 開 発 セ ン タ ー の 改 修 に 併 せ て 整 備 す る な ど 、 既 存 文 化 施 設
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に 限 定 せ ず に 作 品 を 保 管 ・ 活 用 す る の に 適 し た 併 設 施 設 を 選 定 す る

こ と 。 花 一 会 図 書 館 や 町 民 セ ン タ ー は 、 用 地 ス ペ ー ス や 建 物 の 構 造

上、併 設は 困 難 である などの 内 容とな ってお り ます。  

ま た 、保 管 スペ ー スの確 保につ い て・活用方 法に つ いて・既存 施設

へ の 併 設 に つ い て ・ 費 用 に つ い て の ４ 点 に わ た り 、 意 見 が 付 さ れ た

答申を いただ い たとこ ろでご ざ います 。  

答 申 に 際 し て 、 池 田 委 員 長 か ら 、 今 後 も 町 民 の 声 を 聞 く 機 会 を 持

ち な が ら 、 広 く 教 育 文 化 活 動 に 活 用 し て も ら い た い と の 要 望 も あ り

ました 。  

今 後 は こ の 答 申 内 容 に 基 づ き 、 仮 称 曲 子 光 男 記 念 館 の 具 体 的 構 想

の 検 討 を 進 め た い と 考 え て お り ま す 。 以 上 で 、 仮 称 曲 子 光 男 記 念 館

整備に 関する 答 申につ いての 行 政報告 を終わ り ます。  

次 に 、主 な 農作物 の生育・出 荷状況 につい て 御報 告 申し上 げま す 。  

こ れ ま で の 気 象 概 況 で す が 、 ９ 月 に 入 り 最 高 気 温 、 平 均 気 温 と も

平 年 を 上 回 る 日 が 続 き 、 降 水 も 殆 ど な く 、 日 照 時 間 も 平 年 を 上 回 っ

て い る 状 況 で 、 収 穫 期 を 迎 え 、 農 作 業 が 順 調 に 推 移 す る こ と を 期 待

すると ころで ご ざいま す。  

主 な 農 作 物 の 生 育・出荷状 況で ご ざいま すが 、水 稲 は、穂数は 平年

並みで 籾数も や や少な い状況 で 、不稔割 合は平 年 並みと のこと で す。 

収 穫 は ８ 月 ３ ０ 日から 始まっ て おりま す。  

馬 鈴 薯 は 、 芋 数 は 平 年 よ り 多 く 、 １ 個 重 量 も や や 大 き い と の こ と

でござ いま す 。  

大 豆 は 、 生 育 は 平 年 よ り ３ 日 早 く 、 莢 数 は 平 年 並 み と の こ と で ご

ざいま す。  

小 豆 は 、 生 育 は 平 年 よ り １ 日 早 く 、 莢 数 は 平 年 よ り 少 な い と の こ

とでご ざいま す 。  

メ ロ ン は 、本町分 の受入 数 量は ９ 月９日 現在で ２ ４，６ ２８ 箱で、

前年同 期と比 較 して８ ％ の増 と なって います 。  

価 格 に つ き ま し て は 、 各 産 地 の 出 回 り 量 が 多 く 、 厳 し い 販 売 環 境

と な っ て お り ま し た が 、 お 盆 頃 か ら 各 産 地 の 出 荷 量 も 落 ち 着 い た こ

とから 、道 内 、道 外市場 とも引 き 合いは 強くな っ ており 、中 心規 格 秀

５玉で ３，５ ０ ０円か ら４， ０ ００ 円 の販売 環 境とな ってい ま す。  

ト マ ト は 、 良 好 な 気 象 条 件 か ら ７ 月 ２ ９ 日 か ら ８ 月 ５ 日 ま で 日 量

２ ０ ト ン を 超 え る ピ ー ク を 例 年 よ り 半 月 早 く 迎 え ま し た が 、 ８ 月 以

降は１ ０トン か ら１４ トン程 度 の受入 量とな っ ていま す。  

9 月 ４ 日 現 在 の 本町 分 の 受入 数 量は 約 ４ ５１ ト ンで 、 前 年同 期 と
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比較し て１１ ％ の増と なって お り ます 。  

価 格 は 、 全 国 的 に 出 荷 量 が 増 加 し 、 非 常 に 厳 し い 販 売 環 境 で し た

が 、 お 盆 明 け 以 降 は 出 回 り 量 の 減 少 な ど に よ り 、 堅 調 に 推 移 し て い

るとの ことで ご ざいま す。以上 で 、主 な農産 物の 生 育・出荷状 況 に つ

いての 行政報 告 を終わ ります 。  

次 に 、 本 日 提 案 い た し ま す 議 案 の 提 案 理 由 の 大 綱 に つ い て 、 御 説

明申し 上げま す 。  

議 案 １ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 土 地 開 発 公 社 の 解 散 を 、 公 有 地

の拡大 の推進 に 関する 法律 第 22 条 第 1 項 の 規 定 によ り議決 を お願

いする もので ご ざいま す。  

議 案 ２ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 条 例 の 制 定

につい て議決 を お願い するも の であり ます。  

こ の 条 例 は 、 国 の 森 林 環 境 譲 与 税 が 創 設 さ れ た こ と に よ り 、 森 林

整 備 を 目 的 と し た 交 付 金 が 市 町 村 へ 配 分 及 び 交 付 さ れ る こ と か ら 、

確 実 な 事 業 執 行 と 財 源 管 理 実 施 の た め に 基 金 を 設 置 す る た め 、 新 た

な条例 の制定 を お願い するも の でござ います 。  

議 案 ３ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

につい て議決 を お願い するも の であり ます。  

こ の 条 例 は 、 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に よ り 、 旧 氏 に よ

る 印 鑑 登 録 が で き る よ う に な る た め 、 町 条 例 に つ き ま し て も 所 要 の

改正が 必要で あ り、条例の 一部 改 正をお 願いす る もので ござい ま す。 

議 案 第 ４ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 嘱 託 職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て 、 議 案 第 ５ 号 は 、 蘭 越

町 臨 時 的 任 用 職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る条例 につい て 、議案第 ６号は 、蘭 越町一 般職非 常 勤 職員 の任用 、勤

務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 議

決をお 願いす る もので ござい ま す。  

こ の 条 例 は 、北海 道最低 賃金の 引 上げに 伴う月 額 報酬、日額 賃金、

時 間 額 賃 金 の 改 定 の た め 、 町 条 例 に つ き ま し て も 、 所 要 の 改 正 が 必

要であ り、条 例 の一部 改正を お 願いす るもの で ござい ます。  

議 案 第 ７ 号 に つ きまし ては 、統合 診療所 建設  地 中 熱 設 備 工事 請 負

契約の 締結に つ いて議 決をお 願 いする もので ご ざいま す。  

統 合 診 療 所 建 設 地 中 熱 設 備 工 事 は 、 ９ 月 ５ 日 午 前 ９ 時 ０ ０ 分 か ら

指 名 競 争 入 札 を 執 行 し 、 金 額 ２ 億 ９ ， ８ ０ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 で 、 有

我・長澤特 定建 設 工事共 同企業 体 、代表者 株式会 社 有我工 業所 、代 表

取 締 役 、 有 我 充 人 を 契 約 の 相 手 方 と し て 工 事 請 負 契 約 の 締 結 を い た
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したく 、議決 を お願い するも の でござ います 。  

議 案 第 ８ 号 に つ き ま し て は 、 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て の 議 決

の一部 変更に つ いて、 議決を お 願いす るもの で ござい ます。  

令 和 元 年 ６ 月 １ ７ 日 に 開 催 し ま し た 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お

きまし て、御成 橋 橋梁 補 修工事 に 係る工 事請負 契 約の締 結につ い て、

議 決 を い た だ い た と こ ろ で あ り ま す が 、 設 計 内 容 の 変 更 に 伴 い 、 先

に 議 決 い た だ き ま し た 契 約 金 額 を 、 増 額 い た し た く 、 議 決 を お 願 い

するも のでご ざ います 。  

議 案 第 ９ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 第

５号ご ざいま す が、歳入歳 出そ れ ぞれ ２ 億８ ，８ ８ ２万 円 ５，００ ０

円の追 加をお 願 いする もので ご ざいま す。  

歳 出 の 主 な 内 容 で す が 、 総 務 費 で は 、 新 蘭 越 町 史 追 補 版 作 成 業 務

委託料 ７８９ 万 ８，０００ 円 、町 有地確 定測量 委 託料 ４ ５０万 円 、土

地 購 入 費 ９ ２ ０ 万 円 、 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 １ ， ７ ５ ７ 万

円 の 追 加 、 公 共 施 設 整 備 基 金 積 立 金 ２ 億 円 の 追 加 な ど 、 合 わ せ ま し

て、２ 億５， ５ ２６万 円の追 加 。  

民 生 費 で は 、広域 保育所 入所負 担 金 ４９ ６万５ ，０ ００ 円 の追加 、

蘭 越 ひ ば り 幼 稚 園 施 設 利 用 料 等 給 付 費 ３ ９ ６ 万 円 な ど 合 わ せ ま し て

１，４ ７７万 ９ ，００ ０ 円の 追 加 。  

農 林 水 産 業 費 で は 、 農 業 用 ハ ウ ス 強 靭 化 緊 急 対 策 事 業 補 助 金 ４ ７

万５ ，００ ０ 円 の 追加 、森林 環境 譲 与税基 金積立 金 １，２７７ 万２ ，

０００ 円を合 わ せまし て、 １ ， ３２４ 万７， ０ ００ 円 の追 加 。  

商 工 費 で は 、プ レ ミアム 付商品 券 事業費 補助金 ６ ５０万 円の追 加 。 

教 育 費 で は 、 幼 稚 園 就 園 奨 励 費 ２ ０ ３ 万 円 の 減 、 町 民 セ ン タ ー ら

ぶ ち ゃ ん ホ ー ル 内 壁 塗 装 修 理 ４ １ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 な ど 、 合 わ せ ま し

て 、 １ ０ ２ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 の 減 と な り 、 歳 出 総 額 ２ 億 ８ ， ８ ８ ２ 万

５，０ ００ 円 を 追加す るもの で ござい ます。  

歳 入 に つ き ま し ては 、森林 環境 譲 与税 １ ，２ ７７ 万 ２，０００ 円、  

普 通 交 付 税 ６ ，９ ４６万 ５，００ ０ 円の追 加、プレ ミ アム付 商品券 事

業 費 補 助 金 円 、 前 年 度 繰 越 金 ２ 億 １ ， ８ ５ ８ 万 ９ ， ０ ０ ０ 千 円 の 追

加、臨時 財政 対策 債 ３，０ ５９万 6，０ ０ ０ 円の 減な ど、合わ せま し

て、歳入総 額 ２ 億 ８，８８２ 万 ５ ，０００ 円を充 当 いたす もので ご ざ

います 。  

議 案 第 １ ０ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 地 域 振 興 事 業 特 別 会 計

補 正 予 算 第 １ 号 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７ ６ 万 ８ ， ０ ０

０円の 追加を お 願いす るもの で ござい ます。  
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歳出に つきま し ては 、郵便 料 ７ ６ 万８ ，００ ０ 円 を 追加し 、歳 入に

つ き ま し て は 、 売 店 売 上 収 入 ７ ６ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 す る も の で

ござい ます。  

議 案 第 １ １ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特

別 会 計 補 正 予 算 第 ２ 号 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４ ９ ６ 万

９，０ ００円 の 追加を お願い す るもの でござ い ます。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 消 費 税 １ ３ ７ 万 円 、 渡 辺 橋 水 管 橋 工 事 ４ ６

７万５，０００ 円 など、４ ９６万 ９ ，０００ 円を追 加 し、歳入 につき

ま し て は 、 前 年 度 繰 越 金 ３ ６ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 と 目 名 地 区 簡 易

水 道 整 備 事 業 債 ４ ６ ０ 万 円 を 合 わ せ ま し て ４ ９ ６ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 を

追加す るもの で ござい ます。  

議 案 第 １ ２ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 温 泉 旅 館 幽 泉 閣

事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 第 ２ 号 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４

７万８ ，００ ０ 円の追 加をお 願 いする もので ご ざいま す。  

歳 出 に つ き ま して は 、 ク レ ジ ット カ ー ド 取 扱 手数 料 ４ ０ 万 3,0０

０ 円 の 追 加な ど 、 ４ ７ 万 8,0０ ０ 円 を 追 加す る もので ござい ま す。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 前 年 度 繰 越 金 ４ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 す

るもの でござ い ます。  

認 定 第 １ 号 か ら 第 １ １ 号 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一

般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 を は じ め 、 各 特 別 会 計 の 平 成 ３ ０ 年 度 歳 入 歳 出

決 算 に つ き ま し て 、 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り ま し

て、議 会の認 定 に付す るもの で ござい ます。  

報 告 第 １ 号 は 、 健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金 不 足 比 率 に つ い て 、 報 告

申し上 げるも の でござ います 。  

地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 に 基 づ き ま し て 、 平 成

３ ０ 年 度 決 算 に 基 づ く そ れ ぞ れ の 比 率 に つ い て 、 監 査 委 員 の 審 査 意

見とと もに 、御 報 告申し 上げる も のでご ざいま す 。 な お 、詳 細 に つ

きまし ては、 議 案説明 の時に 、 担当課 長から 説 明いた します 。    

以 上 で 、行 政 報 告 及 提案 理 由の 大 綱の説 明」を終 わ ります 。よ ろし

く御審 議をお 願 いいた します 。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由

の大綱 説明を 終 わりま す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  日 程 第 ４ 、 一般 質問を 行 います 。  

 質 問 の 通 告 が ありま すので 、 順次発 言を許 し ます。  
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 １ ０ 番 、 熊 谷 議員、 質問席 へ 着席願 います 。  

 

○ １ ０ 番 （ 熊 谷雅 幸 ）  は い 、 議 長  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  １ ０ 番 熊 谷 議員 。  

 

○ １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  私 か ら ２ 点 、 質 問 を 出 さ せ て い た だ き ま し

た。まず１ 点 、蛍 光灯器 具生産 終 了につ いて 、蛍 光 灯をは じめと す る

照明器 具は、 一 部を除 い生産 を 終了す るか終 了 予定で ありま す 。  

 水 銀 灯 に つ き ま し て は 、 ２ ０ ２ ０ 年 の 水 銀 水 俣 条 約 の 発 効 に よ っ

て２０ ２０年 に は球の 生産は 終 了し、 輸入も で きなく なりま す 。  

 こ れ ら の 情 報 は マ ス コ ミ 等 で 大 き く 取 り 上 げ ら れ て お ら ず 、 対 策

の 遅 れ が 懸 念 さ れ て い ま す 。 情 報 が 一 気 に 伝 わ っ た 時 点 で 全 道 ・ 全

国での ＬＥＤ 化 ラッシ ュが予 想 されま すので 、資 材が手 に入ら な い、

工 期 が 間 に 合 わ な い な ど と い う 事 態 に な ら な い よ う に 、 来 年 度 以 降

の 対 策 を 考 え て い か な け れ ば と 考 え ま す が 、 今 後 の 対 策 を 含 め た 対

処方法 につい て お伺い いたし ま す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  熊 谷 議 員 の 、 蛍 光 灯 器 具 生 産 終 了 に つ い て の 御

質 問 に お 答 え い た し ま す 。 は じ め に 、 町 が 管 理 す る 施 設 等 の 照 明 器

具 の 現 状 で す が 、 役 場 庁 舎 を も 含 め 、 建 設 年 度 の 古 い 建 物 の 多 く は

蛍光灯 を使用 し ており まして 、ま た、玄米バ ラ受 施 設ほか 、数 施設 に

おいて は水銀 灯 使用し ている 状 況とな ってお り ます。なお 、道路 灯、

商 店 街 街 路 灯 、 街 路 灯 組 合 に つ き ま し て は 、 順 次 計 画 的 に Ｌ Ｅ Ｄ 化

を 進 め て い る 状 況 に あ り ま す 。 照 明 器 具 の 生 産 情 報 と い た し ま し て

は 、 蛍 光 灯 器 具 に つ い て は 生 産 は 終 了 さ れ ま し た が 、 蛍 光 ラ ン プ に

つ い て は 一 部 メ ー カ ー で 生 産 が 継 続 さ れ 、 水 銀 灯 に つ い て は 、 ナ ト

リ ウ ム 灯 や メ タ ル ハ ラ イ ド 灯 で の 対 応 が 可 能 で あ る と 認 識 し て い る

ところ でござ い ます。しか しなが ら、省 エネ 対策及 び老朽 化によ り 、

安定器 の不具 合 も見ら れる箇 所 もあり ますの で 、以前から LED 化 へ

の 対 策 に つ い て は 検 討 す る よ う 、 担 当 課 へ 指 示 い た し て い る と こ ろ

でござ います 。  

 役 場 庁 舎 に つ い て は 、 い く つ か の 業 者 か ら 改 修 費 用 及 び 電 気 料 の

削 減 率 の 試 算 の 提 案 を い た だ い て お り 、 ま た 、 近 隣 町 村 に 先 行 し て
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施 設 全 体 を Ｌ Ｅ Ｄ 化 し て い る 自 治 体 も ご ざ い ま す の で 、 情 報 を 伺 い

参 考 と し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 い ず れ に い た し ま し て も 、 水

銀 灯 及 び 蛍 光 灯 の 対 策 に つ い て は 早 急 な 対 策 が 必 要 で あ る こ と は 十

分 承 知 し て お り ま す の で 、 財 政 面 も 考 慮 し な が ら 来 年 度 以 降 計 画 的

に 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、 御 理 解 を 願 い た い と 思

います 。以上 で す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  熊 谷 議 員 。  

 

○ １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  町 長 か ら 、 積 極 的 に 早 急 な 対 応 を し た い と

い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 そ れ ほ ど 心 配 は し て お り ま せ ん が 、 と

りあえ ず私の 方 の指摘 事項を 何 点か言 わせて い ただき ます。  

 こ の 情 報 は 、な かなか 伝わっ て こなか ったと い うこと があり ま す。 

 一 つ 目 に 、 マ ス コ ミ が 大 き く 取 り 上 げ ら れ る と 一 気 に 自 治 体 か ら

の 補 助 金 申 請 が 集 中 す る と い う 懸 念 で ご ざ い ま す 。 も う 一 点 は 大 幅

な 省 エ ネ に よ っ て ベ ー ス ロ ー ド 電 源 に よ る 原 発 と の あ り 方 の 問 題 点

とかあ るのか な と個人 的には 考 えてお ります 。  

 今 、 町 長 お っ し ゃ っ た よ う に 蛍 光 灯 は 当 面 生 産 さ れ ま す の で 、 な

ん と か 凌 い で い け る と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 水 銀 灯 を 使 っ て い

る街路 灯、プ ー ル、体 育館の 調 査 も十 分必要 で ないか と思い ま す。  

 こ の よ う な 現 実 が あ り ま す の で 、 も う 一 度 防 災 拠 点 、 使 用 頻 度 や

電 力 消 費 の 多 い 建 物 、 そ う い う も の に つ い て は 計 画 的 に 取 替 え を し

て い か な け れ ば な ら な い と い う ふ う に 思 い ま す の で 、 そ の 辺 に つ い

て も う 一 度 、 検 討 を 、 ど の 程 度 ま で 検 討 を し て い く の か と い う こ と

につい てお伺 い します 。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  熊 谷 議 員 の 再 質 問 に お 答 え い た し た い と 思 い ま

す 。 議 員 お っ し ゃ っ た と お り で す ね 、 ２ ０ １ ３ 年 に 水 銀 に 関 す る 水

俣条約 、こ れ 、国 際条約 が結ば れ たとい うこと で 、２０２ ０年の １ ２

月３１ 日以降、水 銀灯の 製造、輸 出 が禁止 された と。で、東日 本の大

震災以 降、政府 と しては あかり み らい計 画とい う のを閣 議決定 し て、

２ ０ ２ ０ 年 を 目 標 に 国 内 全 て の 照 明 を Ｌ Ｅ Ｄ 化 す る と い う こ と を 目

指して ると 、そ う いう報 道の中 か ら、やはり 今 、議 員の御 質問に あ っ

た よ う に 、 蛍 光 灯 そ の も の が な く な る の で は な い か と い う で す ね 、
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大 き な 新 聞 報 道 も あ っ た り 、 大 き な 問 題 に な っ た と い う ふ う に 私 も

認 識 し て お り ま す 。 そ の よ う な 中 で 今 、 ラ ン プ は ま だ あ る と い う 部

分 も あ り ま す 。 私 も Ｌ Ｅ Ｄ 化 へ の 対 応 は 推 進 し て い か な け れ ば な ら

な い と い う こ と で 御 答 弁 を さ せ て い た だ き ま し た 。 今 年 度 も 実 は 、

各 商 店 街 の 街 路 灯 、 こ れ を Ｌ Ｅ Ｄ 化 に 変 え て い く た め の 補 助 金 、 更

に は ら ぶ ち ゃ ん ホ ー ル の 、 大 き い ホ ー ル あ り ま す ね 、 あ そ こ を Ｌ Ｅ

Ｄ化に 変えま し た。このよ うな 中 で、約９７ ０万 円 程度 、ＬＥ Ｄ化 の

予算を 措置し て 今年度 実施し て いると いうと こ ろでご ざいま す 。  

今 後 の 部 分 で す が 、 実 は 私 も 、 も う 少 し 徐 々 に 推 進 を し た か っ た

と い う 考 え は あ る ん で す が 、 実 は ブ ラ ッ ク ア ウ ト 、 大 き な 関 係 も あ

っ て 、 防 災 対 策 と い う も の を 早 急 に 進 め て い か な け れ ば な ら な い と

いう観 点から 、今 年、役場の 自家 発 電設備 の事業 に 約３ ，７０ ０万 を

議 会 に 措 置 し て い た だ い て 、 今 、 役 場 の 裏 の 方 で 工 事 が 進 め て い る

と い う 状 況 で ご ざ い ま す 。 こ の 自 家 発 電 装 置 を き ち っ と す る と 、 役

場 の 防 災 対 策 と い う 部 分 の 中 で 、 ま あ ２ 日 か ３ 日 か と い う そ う い う

部 分 の 中 が き ち ん と 電 源 が 確 保 さ れ る と い う こ と も あ り ま す の で 、

そ こ の 分 を 先 行 さ せ て い た だ き な が ら 、 議 員 お っ し ゃ っ た 、 Ｌ Ｅ Ｄ

化 へ の 対 応 に つ い て は 、 街 路 灯 と か 各 地 域 の 商 店 街 の 部 分 に つ い て

は 引 き 続 き 私 は 補 助 を 通 し て い き た い と い う の と 、 役 場 庁 舎 を 含 め

た 各 公 共 施 設 、 こ の 分 に つ い て は 重 点 的 な 部 分 、 内 部 で 十 分 協 議 し

て で す ね 、 ま あ い っ ぺ ん に は ち ょ っ と で き な い か な と い う 部 分 も 考

え て お り ま す の で 、 財 源 的 な 事 も 見 通 し な が ら 、 年 次 的 に 検 討 し て

ま い り た い と い う ふ う に 、 こ れ は 前 向 き に 行 っ て い き た い と 考 え て

おりま すので 、 御理解 を願い た いと思 います 。 以上で ござい ま す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  熊 谷 議 員 。  

 

○ １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  商 店 の 街 路 灯 に つ き ま し て も 、 相 当 省 エ ネ

になっ てると い うこと で大変 あ りがた く思っ て おりま す。  

 費 用 の 件 に つ いて 、２ 、３ 、お 話させ ていた だ きたく 思って お りま

す け ど 、 私 は 交 換 す る の で あ れ ば 一 建 物 、 一 括 方 式 が い い ん じ ゃ な

い か と 思 い ま す 。 そ れ は 、 少 し ず つ 行 う と 目 先 の 費 用 は か か り ま せ

ん け ど 、 毎 年 そ う い う 工 事 が 繰 り 返 さ れ て く と い う 、 非 常 に 無 駄 な

労 力 が か か る よ う な 気 が し て お り ま す 。 そ こ で 、 １ ０ 年 の １ ２ ０ 回

払 い の 長 期 リ ー ス と い う の を 検 討 し て ほ し い と 。 ま あ 御 存 知 だ と 思

い ま す け ど 。 そ し て 地 元 の 自 治 体 、 地 元 の 工 事 業 者 に 発 注 し て ラ ン
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ニ ン グ コ ス ト を 抑 え ら れ る と い う こ と が 、 す で に 地 元 の 近 く の 町 村

で も や っ て お り ま す の で 、 例 え ば 初 期 投 資 が ５ ， ０ ０ ０ 万 か か り ま

すと 、これ をリ ー ス形式 にして 、年 間の電 気料削 減 額 約１ ，０ ００ 万

ず つ 削 減 さ れ て 、 ５ 年 で 元 を と れ る と い う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が で き

て お り ま す の で 、 ぜ ひ こ の 辺 を 考 え て 、 前 例 が な い わ け で は ご ざ い

ません ので 、初 期 投資抑 えられ ま すので 、こ うい う のも検 討、まあ 今

す ぐ に や り ま す や ら な い と い う 話 に な り ま せ ん が 、 検 討 の 土 台 に は

あげて ほしい な と思い ますの で 、この 辺につ い てはど うでし ょ う。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

町 長 （ 金 秀 行 ）  熊 谷 議 員 の 質 問にお 答えい た します 。  

今 言 っ た １ ０ 年 の リ ー ス 契 約 と い う 部 分 に つ い て は 、 実 は 業 者 か

ら提案 をいた だ いた部 分もあ り ます 。ただ 、その 部分の 中で 、や は り

初 期 投 資 が か な り か か る 、 長 期 的 に 考 え れ ば そ れ は 電 気 料 が 削 減 さ

れ て 最 終 的 に は 黒 字 化 さ れ る と い う か た ち な ん で す が 、 当 初 の 建 設

に か か る 工 事 費 と い う の が 相 当 か か る と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。 

近 隣 町 村 に お い て も 、 そ の １ ０ 年 リ ー ス で 行 っ た 所 と い う の も 聞 い

てまし て、そこ で 庁舎の 費用、委 託 で約１，４００ 万 、そして 工事費

用で 1 億 ２ ， ０ ００万 という で すね、 そのぐ ら いがま ずかか る と。  

 そ れ を 、 １ ０ 年 で リ ー ス を し た 場 合 に 最 終 的 に は そ れ が ペ イ す る

と い う こ と を 伺 っ て お り ま し た 。 内 部 で で す ね 、 将 来 的 に は そ う い

う 方 法 も い い か な と い う ふ う に 考 え て お り ま す が 、 今 早 急 に 工 事 費

を で す ね 、 捻 出 で き る か と い う 部 分 も 、 非 常 に 財 源 的 な 部 分 も あ り

ま す の で 、 議 員 お っ し ゃ っ て る 部 分 は 私 共 も 十 分 理 解 し て い る と こ

ろ は あ り ま す の で 、 そ う い う と こ ろ 、 さ ら に は 他 の 業 者 も Ｌ Ｅ Ｄ 化

に 向 け て の 提 案 と い う こ と も 頂 い て お り ま す の で 、 内 部 で 十 分 検 討

し な が ら 進 め て ま い り た い な と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 御 理

解を願 いたい と 思いま す。以 上 です。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  熊 谷 議 員 。  

 

○ １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  一 応 最 後 に な り ま す け ど 、 球 が 大 丈 夫 か ど

うか 、防災 拠点 そ の他 、十分 確認 を して下 さい 。当 然 やって るとは 思

います けど 。そ し て安易 に、一体 型 という のもあ る んです 、こ れは 後

で 使 え な く な る 可 能 性 も あ り ま す の で 、 十 分 慎 重 に 調 査 を し て 、 ど
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ういう ものを 使 えばい いか検 討 して欲 しい と 思 います 。  

 ま た 、 手 元 に 影 が で き に く い 無 電 極 ラ ン プ と い う の も 今 、 徐 々 に

出 て き て い ま す 。 い ろ ん な も の が あ り ま す 。 最 初 に 飛 び つ く の が い

い か 、 後 で や る の が い い か 、 こ れ は 私 た ち も な か な か も わ か ら な い

と こ ろ も あ り ま す 。 十 分 調 査 と 確 認 、 そ し て 点 検 を し て 欲 し い と 思

います 。この 点 につい て、最 後 になり ますけ ど お願い いたし ま す。  

 

○ 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行）  御 質 問 に お 答えい たしま す 。  

議 員 お っ し ゃ っ て る と お り 、 実 は 昨 年 度 後 半 に こ う い う 事 業 を や

っ て み な い か と い う お 話 が あ っ て で す ね 。 そ れ が あ る 程 度 、 時 間 的

な 部 分 も あ っ た ん で す ね 、 私 も 内 部 で 検 討 し た 部 分 の 中 で 断 念 し た

と。それは 何か と いうと 、初 期投 資 等含め て、今そ の 事が本 当に長 期

的 に 考 え て 安 全 な 器 具 な の か 、 そ う い う も の も 含 め た 中 で も う 少 し

内 部 で も 時 間 を か け て 検 討 し た 中 で 進 め よ う と い う こ と で 、 そ の お

話 を 頂 い た 部 分 も 含 め て 、 今 年 １ 年 か け て も う 少 し 検 討 し な い か い

うとこ ろで内 部 に指示 した部 分 があり ます。  

今 、 議 員 お っ し ゃ っ た 、 私 も ど う い う 器 具 と い う の は わ か ら な い

部 分 も あ り ま す が 、 業 者 の 方 に い ろ い ろ 説 明 も 伺 い な が ら 、 将 来 的

に は Ｌ Ｅ Ｄ 化 に す る こ と に よ っ て 、 省 電 力 と い う 部 分 の 中 で 電 気 料

も か な り 削 減 さ れ る と い う 部 分 も 考 え て お り ま す の で 、 そ の 辺 の と

ころは 十分前 向 きに捉 えて検 討 してま いりた い と考え ており ま す。  

御 理 解 願 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  そ れ で は 、 ２項 目の質 問 に移っ てくだ さ い。  

 熊 谷 議 員 。  

 

〇 １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  は い 。 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に

つ い て 、 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 の 進 展 に 伴 う 土 地 ニ ー ズ の 低 下 や 地 方 か

ら 都 市 等 へ の 人 口 移 動 を 背 景 と し た 土 地 の 所 有 意 識 の 希 薄 化 等 に よ

り 、 所 有 者 不 明 土 地 も 増 加 し 、 公 共 事 業 の 推 進 に 様 々 な 場 面 に お い

て 所 有 者 特 定 等 の た め 多 大 な コ ス ト を 要 し 、 円 滑 な 事 業 実 施 へ の 大

きな支 障とな っ ており ます。  

し か し 、令 和元 年６月 １日に 、「 所有者 不明土 地 法案」が全 面施 工

されま した 。この 事によ り一定 の 条件を 満たす と、所有者 不明土 地 、
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一 部 建 物 を 地 域 福 利 増 進 事 業 に 一 定 期 間 使 用 で き る こ と に な り ま し

た。また 、「北 海 道所有 者不明 土 地連携 協議会 」を設置 して、蘭 越町

も加入 してお り 、そこ でお伺 い します 。  

 一 つ 、連 携 協 議 会での 今まで の 進捗状 況。２番 、これか ら考え ら れ

る協議 会や法 律 の活用 の仕方 。 以上で ござい ま す  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  熊 谷 議 員 の 、 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 に

ついて の御質 問 にお答 えしま す 。  

 御 質 問 １ 点 目 の 連 携 協 議 会 で の 今 ま で の 進 捗 状 況 に つ い て ご ざ い

ま す が 、 平 成 ３ ０ 年 １ １ 月 １ ９ 日 付 け で 北 海 道 開 発 局 か ら 連 携 協 議

会 へ の 参 加 ・ 協 力 に つ い て 事 前 に 通 知 が ご ざ い ま し て 、 今 後 の 公 共

事 業 用 地 の 取 得 等 に お い て 、 協 議 会 か ら の 支 援 を い た だ け る と の こ

と で あ り ま し た の で 、 本 町 も 協 議 会 へ の 参 加 の 意 向 を 示 さ せ て い た

だいた ところ で ござい ます。  

 そ の 後 、法 務 省 札幌法 務局 、国 土 交通省 北海道 開 発局 、地方 公共 団

体 、 関 係 団 体 等 に よ り 、 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す る

特 別 措 置 法 の 円 滑 な 施 行 を 図 る こ と を 目 的 に 、 平 成 ３ １ 年 １ 月 ３ ０

日 に 北 海 道 所 有 者 不 明 土 地 連 携 協 議 会 が 設 立 さ れ た と こ ろ で ご ざ い

ま す 。 こ の 協 議 会 の こ れ ま で の 進 捗 状 況 に つ い て は 、 事 務 局 で あ り

ます北 海道開 発 局の担 当者に 確 認した ところ 、 令和元年 8 月 に 通 常

総 会 を 開 催 し て お り 、 そ の 際 、 法 制 度 に 関 す る 講 演 会 を 開 催 し た と

いうこ とでご ざ います 。  

 所 有 者 不 明 土 地 法 が 施 行 さ れ ま し て 、 ま だ 日 が 浅 い こ と も あ り 、

制 度 自 体 が 各 市 町 村 に 浸 透 し て い な い 状 況 で あ る こ と か ら 、 各 市 町

村 へ 所 有 者 不 明 土 地 以 外 で も 土 地 の 取 得 に あ た っ て の 問 題 点 や 苦 慮

し て い る 点 な ど の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 取 り ま と め を 行 っ て い る

とのこ とで ご ざ います 。  

 今 後 の 協 議 会 と し て の 活 動 に つ い て は 、 情 報 提 供 を 主 な 目 的 と し

て 、 市 町 村 の 諸 問 題 の 問 い 合 わ せ に 、 支 援 を 行 っ て い き た い と い う

ことを 確認し た ところ でござ い ます。  

２ 点 目 の 「 こ れ か ら 考 え ら れ る 協 議 会 や 法 律 の 活 用 の 仕 方 に つ い

て 」 で す が 、 平 成 ３ ０ 年 に 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す

る 特 別 措 置 法 が 成 立 し 、 公 共 的 事 業 を 実 施 す る 場 合 、 都 道 府 県 知 事

の 裁 定 に よ り 、 所 有 者 不 明 土 地 に 使 用 権 を 設 定 す る こ と を 可 能 に す
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る「地 域福利 増 進事業 」が創 設 され令 和元年 6 月 よ り 施 行さ れ てお

ります 。  

 地 域 福 利 増 進 事 業 と は 、 地 域 住 民 等 の 福 祉 や 利 便 の 増 進 の た め の

施 設 を 整 備 す る こ と が で き る 制 度 で あ り 、 所 有 者 不 明 土 地 で 一 定 規

模 以 上 の 建 築 物 （ ２ ０ 平 方 メ ー ト ル 未 満 ） が な く 使 用 さ れ て い な い

土地が 対象と な ります 。  

 土 地 使 用 権 の 取 得 に つ い て は 、 都 道 府 県 知 事 の 裁 定 を 受 け る こ と

で 最 長 で １ ０ 年 間 、 所 有 者 不 明 土 地 を 使 用 で き 、 関 係 者 の 同 意 を 得

れ ば 期 間 の 延 長 も 可 能 で 、 地 方 公 共 団 体 だ け で は な く 民 間 団 体 、 Ｎ

ＰＯ、 自治会 、 町内会 なども 事 業を行 えるこ と となっ ており ま す。  

 事 業 の 手 続 き 等 に 関 し ま し て は 、 使 用 し た い 土 地 の 所 有 者 を 検 索

し、所有者 が不 明 な場合 、都 道府 県 知事に 申 請を 行 います 。都 道府 県

知事が 内容を 確 認した うえで 、 申請内 容を 6 ケ 月 間 の 公告・ 縦 覧を

行い 、関係 者の 反 対がな い場合 、都 道府県 知事が 補 償金額 、使 用期 間

等 を 裁 定 し ま す 。 裁 定 で 定 め ら れ た 補 償 金 を 供 託 し 、 使 用 権 を 取 得

し事業 を実施 で きるこ ととな り ます。  

 な お 、 裁 定 で 定 め ら れ た 補 償 金 に つ い て は 、 不 明 の 所 有 者 等 の た

め の 土 地 の 賃 料 相 当 の 金 額 を 供 託 す る 必 要 が あ り 、 供 託 金 は 、 使 用

期間終 了後は 返 還され ないこ と となり ます。  

 本 町 に お い て は 、 こ れ ま で 施 設 整 備 を 進 め る 上 で 、 所 有 者 不 明 土

地 が 存 在 し て 、 事 業 が ス ム ー ズ に 行 わ れ な か っ た こ と は ご ざ い ま せ

ん が 、 議 員 ご 指 摘 の 通 り 、 土 地 の 所 有 意 識 の 希 薄 化 等 に よ り 、 例 え

ば 、 親 が 死 亡 し た 後 で も 相 続 登 記 を し な い ケ ー ス も 少 な く な い と 聞

いてお ります こ とから 、所有 者 不明土 地の増 加 が見込 まれま す 。  

 今 後 は 、 事 業 を 進 め る う え で 、 こ の 制 度 も 有 効 で あ る と 考 え ま す

が、一 方で 、使 用 権が最 長で 1０ 年 で 、関係 者の同 意が得 られな い 、

ま た は 所 有 者 の 判 明 時 に 、 返 還 が 求 め ら れ た 場 合 は 、 原 状 回 復 が 必

要なこ とから 、施 設等も 限定さ れ るので はない か と考え ており ま す。 

 い ず れ に い た し ま し て も 、 所 有 者 不 明 土 地 法 が 施 行 さ れ た こ と に

よ り 、 土 地 利 用 の 幅 が 広 が っ た と 思 い ま す の で 、 制 度 を 活 用 し な が

ら 、 所 有 者 不 明 土 地 が あ っ た 場 合 に は 、 関 係 法 令 等 に 基 づ い て 、 ま

た 、 北 海 道 所 有 者 不 明 土 地 連 携 協 議 会 の 支 援 を 得 な が ら 事 業 に 取 り

組 ん で い き た い と 考 え て お り ま す の で 、 御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま

す。以 上でご ざ います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  熊 谷 議 員 。  
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〇 １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  わ か り ま し た 。 蘭 越 町 で は そ れ ほ ど 心 配 は

い ら な い の か な と い う 気 が し て お り ま す 。 ８ 月 の 説 明 会 と い う 事 で

ご ざ い ま す が 、 ま だ 始 ま っ た ば か り で ご ざ い ま す の で 、 徐 々 に い ろ

ん な こ と が 出 て く る の か な と 思 い ま す 。 全 道 で 協 議 会 に は １ ０ ４ 市

町 村 が 加 入 し て お り ま し て 、 蘭 越 町 も 加 入 し て い る こ と に つ い て は

評 価 を さ せ て 頂 き た い な と 思 い ま す 。 こ れ か ら 、 ど こ で ど う い う ふ

う に 不 明 土 地 が で き る か ど う か わ か り ま せ ん の で 、 今 後 、 協 議 会 で

の 活 動 事 例 に つ い て 、 随 時 発 表 し て い く と い う 話 も あ り ま す し 、 ま

た 積 極 的 な 講 演 会 も ど ん ど ん 行 っ て い く と い う 情 報 も あ り ま す の で 、

こ の 辺 の 対 応 を ぜ ひ 町 長 主 導 で 職 員 の 派 遣 を し て い っ て ほ し い と 思

います が、こ の 辺につ いてど う でしょ うか。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  熊 谷 議 員 の 再 質 問 に お 答 え い た し ま す 。 議 員 御

指摘の とおり 、北 海道開 発局の 事 務局の 担当の 方 に確認 したと こ ろ、

こ の 体 制 が ま だ 整 っ た ば か り だ と い う こ と も あ っ て 、 今 後 ど の よ う

に 活 用 し て い く か と い う こ と を 内 部 で 今 、 十 分 検 討 、 御 意 見 等 も 頂

きなが ら進め て いきた いとい う ことで ござい ま す。  

 い ず れ に し て も 、 所 有 者 が わ か ら な い 土 地 を 地 域 へ 役 立 つ 土 地 へ

と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 私 と し て も 町 が こ れ か ら 、 い ろ ん な

公 共 事 業 で 取 得 又 は 建 設 す る 場 合 に お い て 、 こ う い う 所 有 者 が 不 明

の 土 地 を 有 効 活 用 す る と 、 し な け れ ば な ら な い と い う こ と も 予 想 さ

れます ので 、そ の 時は十 分、この 協 議会に 入って お ります ので 、い ろ

い ろ 協 議 会 と し て も 、 い ろ ん な パ タ ー ン を 、 こ う い う 場 合 に は こ う

い う ふ う に す る と か 、 作 っ て い る と い う こ と も 聞 い て お り ま す 。 職

員 を 十 分 講 習 会 等 に も 参 加 さ せ な が ら 、 有 効 活 用 で き る 、 せ っ か く

協 議 会 入 っ て お り ま す の で 、 そ の よ う な 体 制 も 含 め て 指 示 を し な が

ら、進 めてま い りたい と考え て おりま す。御 理 解を願 います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  熊 谷 議 員 。  

 

〇 １ ０ 番 （ 熊 谷 雅 幸 ）  わ か り ま し た 。 大 体 い い と こ 話 は 決 ま っ て

まいり ました け ど、今回の 法律 で 私が一 つ注 目 し たとこ ろはで す ね、

地 方 公 共 団 体 の 長 が 北 海 道 開 発 局 長 に 派 遣 要 請 で き る と 。 な ん ら か
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の 時 に こ う い う 要 請 を で き る ん だ と い う 、 こ う い う も の を き ち っ と

認識を してで す ね、対応し てほ し いと思 います 。ぜ ひ、町長言 った よ

う に 、 職 員 の 方 も ど ん ど ん 送 り 込 ん で い た だ け る と か 、 い ろ い ろ 勉

強 会 参 加 さ せ て く れ る と い う 、 い ろ ん な 積 極 的 な 話 が あ り ま し た の

で期待 をして お ります が、こ の 辺を十 分にも う 1 回 、 そ う い う 派遣

を含め る中で 情 報を得 て、十 分 に対応 して 欲 し いなと 思 いま す 。  

 こ の 辺 に つ い てぜ ひ 最後、 お 聞きし たいと 思 います 。  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  熊 谷 議 員 の 再質問 にお答 え いたし ます。  

議 員 お っ し ゃ っ て る と お り 、 私 も 制 度 的 に は ま だ 勉 強 中 で ご ざ い

まして 、全 部を 把 握して いるわ け ではご ざいま せ んが 、十分 、職員 に

も そ う い う の に 参 加 さ せ な が ら 、 町 に と っ て や は り こ れ か ら 、 事 業

や る 中 で メ リ ッ ト と い う 部 分 が あ る と 思 い ま す の で 、 十 分 そ の 辺 の

と こ ろ は 講 習 会 に 参 加 さ せ る と い う こ と と 、 こ の 概 略 を 読 ん だ と こ

ろです ね、１０ 年 間とい う事と 、さ らにそ の部分 に よって 、所 有者 が

判明し た時に 原 状復帰 しなさ い という ことに な ると 、大型 建物 と か、

な か な か 難 し い 部 分 も あ る な と 、 い う こ と も あ る と い う こ と も 実 は

考えて おりま す 。  

 た だ 、 こ れ か ら 事 業 を も う 少 し 進 め る 部 分 の 中 で お い た ら 、 い ろ

んな要 件も出 て くるか なと思 っ ており ます。  

 い ず れ に し て も 、 こ の 制 度 が で き た 中 で 十 分 に 有 効 活 用 す る た め

に は 、 職 員 も き ち っ と 勉 強 さ せ な が ら 、 こ の 事 業 推 進 に 向 け て 努 力

し て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま す 。 

 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て熊 谷議員 の 質問を 終わり ま す。  

 次 に 、 ６ 番 難 波 議 員 、 質 問 席 に 着 席 願 い ま す 。「 ６ 番 、 難 波 議 員 」 

 

〇 6 番 （ 難 波 修 二 ）  は い 。 ２ 点 、お 尋ねを い たしま す。  

 １ 点 目 、 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 に つ い て 、 現 在 、 町 内 で

は 、 町 の 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 補 助 金 を 申 請 し て ３ 地 区 で

事 業 が 進 め ら れ 、 も う １ 件 が 予 定 さ れ て お り ま す が 、 そ れ ら の 進 捗

状況等 につい て 質問い たしま す 。  

 １ 点 目 、 １ ３ 町 内 に 建 設 さ れ た 住 宅 は 、 住 民 の 方 々 か ら 町 道 除 雪

へ の 影 響 に つ い て 不 安 の 声 が 多 く 寄 せ ら れ て い ま す 。 こ れ ま で と 違
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う除雪 方法に な るのか など、 今 後の方 針をお 聞 かせ下 さい。  

 ま た 、 要 綱 で は、住宅 1 戸 に つ き 物 置及び 駐 車スペ ースが 確 保さ

れるこ ととな っ ており ますが 、 これら はどう で しょう か。  

 ２ 点 目 、 事 業 者 の 建 設 計 画 内 容 に つ い て 、 あ る い は 建 設 に 伴 う 除

雪 や じ ん 芥 収 集 業 務 な ど の 取 扱 い 、 地 域 の 町 内 会 へ の 加 入 奨 励 に 関

して、 地元町 内 会への 説明は な されて いるの で しょう か。  

 ３ 点 目 、補 助 金 交付要 綱第 3 条 第 2 項 第 3 号 に は 、法 人が従 業員

等 を 入 居 さ せ る た め の 住 宅 建 設 は 補 助 金 の 対 象 と な ら な い 旨 の 規 定

が あ り ま す 。 農 業 法 人 等 が 、 町 外 か ら 従 業 員 を 確 保 し た い が 住 宅 不

足 で 困 窮 し て い る と の 声 も あ り ま す が 、 要 件 の 見 直 し 検 討 は で き な

いでし ょうか 。  

 ４ 点 目 、 こ の ほ か に も 建 設 を 計 画 さ れ て い る 事 業 者 も あ る と 側 聞

し て お り ま す が 、 町 と し て こ の 事 業 に よ っ て 建 設 さ れ る 住 宅 戸 数 の

上限、 期間な ど の総量 をある 程 度予定 されて い るので しょう か 。  

 以 上 、 ４ 点 に ついて 御質問 い たしま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  難 波 議 員 の 、 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 に

ついて の御質 問 にお答 えしま す 。  

１ 点 目 の １ ３ 町 内 に お け る 除 雪 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 １ ３ 町

内 の 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 が 建 設 さ れ た 敷 地 は 、 民 有 地 で あ っ た こ と か

ら 、 町 道 の 雪 を 堆 雪 す る 場 所 と し て は 使 用 し て い な い と 除 雪 業 者 か

ら聞い ており ま す。  

 し か し 、住 宅 が 建設さ れたこ と により まして 、近 隣の方 々が 、今 ま

で 雪 を 寄 せ て い た 場 所 に 押 せ な く な る な ど 、 除 雪 作 業 に 影 響 が 出 る

ことが 懸念さ れ ますが 、町 道除 雪 につい ては 、雪 の 押方等 、多 少の 変

更 が あ る と 思 わ れ ま す が 、 委 託 業 者 と 十 分 打 ち 合 わ せ を 行 い 、 大 き

な影響 がない よ う進め てまい り たいと 考えて お ります 。  

 な お 、 物 置 及 び 駐 車 ス ペ ー ス に つ い て は 、 道 々 側 に 物 置 が １ ０ 世

帯分設 置され 、 併せて 駐車場 2 台 分 が 確 保さ れ ており ます。  

 ま た 、 残 り の 8 台 分 の 駐 車 場 は建物 と離れ て はおり ますが 、 ふれ

あ い 定 住 敷 地 の 空 い て い る 区 画 を 駐 車 場 と し て 貸 し て ほ し い と の 申

出 が あ り ま し た の で 、 蘭 越 町 ふ れ あ い 定 住 住 宅 地 貸 付 等 審 査 委 員 会

に諮り まして 、十 分検討 し たう え で、貸し付 けを し ており 、８ 台分 の

駐車ス ペース が 確保さ れてい る ことを 確認し て おりま す。  



21 

 

 な お 、 駐 車 場 に つ い て は 、 ふ れ あ い 定 住 宅 地 の 貸 付 申 請 が あ っ た

場 合 に は 、 契 約 を 解 除 す る こ と を 条 件 に 貸 し 付 け を 行 っ て お り ま す

の で 、 早 急 に 駐 車 場 用 地 の 確 保 を 図 る よ う 町 か ら も 要 請 い た し て い

るとこ ろでご ざ います 。  

 2 点 目 の「 建 設 計画内 容、除雪や 塵芥収 集の取 り 扱い、町内 会への

加 入 奨 励 に 関 し て 、 町 内 会 へ 説 明 は さ れ て い る か 」 と の 御 質 問 で す

が 、 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 の 目 的 は 、 個 人 ま た は 法 人 が 賃

貸 住 宅 を 建 設 す る 場 合 に お い て 、 建 設 費 用 の 一 部 を 補 助 す る 制 度 で

ござい ます。  

 町 と し て は 、 生 活 す る う え で 必 要 な 設 備 の 設 置 や 駐 車 ス ペ ー ス 確

保等 、一定 程度 要 件を付 してお り ますが 、建 設計 画 は、建て主 であ る

個 人 や 法 人 が 建 設 場 所 や 建 物 の 構 造 、 工 期 等 を 計 画 し て い る も の で

あ り 、 町 が 個 人 の 建 築 物 に つ い て 町 内 会 へ 説 明 を す る こ と は 難 し い

ことで はとい う ふうに 考えて お ります 。  

 な お 、 事 業 者 に お い て は 、 建 設 に あ た り 騒 音 問 題 や 建 設 車 両 の 出

入 り な ど が あ り ま す の で 、 近 隣 住 民 へ の 説 明 等 は 行 っ て い る と 伺 っ

ており ます。  

 ま た 、 建 物 周 辺 の 除 雪 に つ い て は 、 業 者 及 び 入 所 者 が 行 う こ と が

原 則 で ご ざ い ま す が 、 苦 情 等 が あ っ た 場 合 は 、 業 者 で 対 応 さ ら に は

指導を 行って い ただく よう考 え ている ところ で ござい ます。  

 ま た 、 塵 芥 収 集 の 取 り 扱 い に お い て も 、 収 集 日 や 分 別 方 法 等 は 転

入 手 続 き の 際 に 住 民 係 で パ ン フ レ ッ ト を 配 布 し て お り ま す が 、 既 存

の ご み ス テ ー シ ョ ン で 間 に 合 わ な い 場 合 は 、 担 当 課 に お い て 、 町 内

と 打 ち 合 わ せ し て 検 討 し て ま い り た い と 考 え ま す 。 近 年 、 町 内 会 へ

加 入 し な い 方 が 増 え て き て い る 話 も 聞 い て お り ま す が 、 町 か ら 加 入

を 強 制 で き る も の で は な い た め 、 町 内 会 か ら 声 を か け て い た だ く な

ど、地 域から の 御協力 もいた だ ければ と考え て います 。  

 ３ 点 目 の 農 業 法 人 等 の 従 業 員 の た め の 住 宅 が 不 足 し て い る こ と か

ら 要 件 の 見 直 し を 検 討 し て は ど う か で ご ざ い ま す が 、 仮 に 従 業 員 の

入 居 等 の 規 制 を 撤 廃 し た と き 、 法 人 の 従 業 員 寮 、 社 宅 と い っ た 特 定

さ れ た 方 で な け れ ば 入 居 で き な い 共 同 住 宅 に な る こ と が 懸 念 さ れ 、

当 初 の 目 的 で あ る 、 町 民 全 体 の た め の 住 環 境 整 備 と は 主 旨 が 異 な る

と 考 え て お り ま す 。 当 面 の 間 は 要 件 の 見 直 し は 行 わ ず に 、 現 行 の ま

ま取り 進めて い きたい と考え て いると ころで ご ざいま す。  

 ４ 点 目 の 事 業 に よ っ て 建 設 さ れ る 住 宅 戸 数 の 上 限 等 に つ い て で す

が、民 間賃貸 住 宅建設は 8 月 末 に １ ３ 町内に お いて１ 棟１０ 戸 の民
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間賃貸 住宅が 完 成して おり 、今 年 度は 、それ を含 め 、６ 棟４１ 戸の 民

間賃貸 住宅の 建 設が予 定され て おりま す。  

 民 間 賃 貸 住 宅 建 設 促 進 事 業 に つ い て は 、 民 間 活 力 の 導 入 に よ る 住

環 境 整 備 を 目 指 し て お り ま し て 、 民 間 が 市 場 調 査 等 を 行 っ た う え で

建 設 計 画 を 進 め て い く も の と 理 解 し て お り ま す の で 、 町 の 支 援 に つ

い て は 財 政 状 況 を 勘 案 し な が ら 、 当 面 は 継 続 し た い と 考 え て お り ま

すので 、御理 解 願いた いと思 い ます。 以上で す 。  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修 二 ）  大 体 理 解 で き た 点 も あ る ん で す け ど 、 ず っ と

早 く か ら こ の 問 題 を ど こ か で は 聞 か な け れ ば な ら な い な と 温 め て は

い た ん で す け ど 、 そ ん な こ と で 質 問 内 容 と 若 干 、 現 状 と は 異 な っ て

い る と こ ろ も あ る ん で す け ど 、 な に し ろ お 聞 き し た い 点 が た く さ ん

ありま して 、質 問 事項が 大変多 く てちょ っと恐 縮 してお ります け ど、

再質問 させて い ただき ます。  

 １ 点 目 の 町 道 除 雪 の こ と で す け ど 、 １ ３ 町 内 の 住 宅 が 建 ち 始 め て

か ら 、 ど う な る ん だ ろ う と い う こ と が 非 常 に 私 の も と に 、 ほ か の 議

員 、 同 僚 議 員 に も あ る と 思 う ん で す け ど 、 非 常 に 地 域 の 方 々 が 不 安

に思っ ている と いう声 が多く 寄 せられ ました 。  

 今 の 御 答 弁 で 、 大 体 現 状 か ら 大 き く 変 わ る こ と は な い と い う 、 そ

う い う こ と だ と い う 事 で 説 明 が あ り ま し た 。 私 が 聞 い た の は 、 あ の

建 物 を 建 て る 前 は あ そ こ に か な り 一 時 堆 積 し て い た と 。 そ れ が で き

な く な る の で 、 そ の 降 っ た 雪 を ち ょ う ど ど う い う ふ う に や っ て い く

ん だ ろ う と 、 具 体 的 な 不 安 な 声 は た く さ ん あ っ た ん で す ね 。 そ れ で

今 の 答 弁 の よ う に 、 そ れ ほ ど 大 き く 変 わ る こ と は な い と い う ふ う に

委 託 業 者 の 方 も 言 っ て る と い う こ と で し た け ど 、 そ う で あ れ ば そ う

で あ る よ う に お 伝 え す る と い う 事 を ぜ ひ 進 め て い き た い な と 思 い ま

す 。 一 般 的 に 町 民 の 方 は 、 町 道 の 除 雪 が ど う い う ふ う に な さ れ る か

に よ っ て 、 そ れ に 合 わ せ て 個 人 の 住 宅 ま わ り の 除 雪 を や る と い う の

が 一 般 的 だ と 思 う ん で す よ ね 。 で す か ら 今 後 ど う い う か た ち に な る

か と い う こ と に は 、 非 常 に 付 近 の 方 は 注 目 し て い る と 、 そ う い う ふ

う に 思 い ま す の で 、 そ う い う こ と を 町 内 会 の 方 に で す ね 、 こ う い う

こ と で す よ と い う 事 を ぜ ひ お 伝 え 頂 け れ ば 、 親 切 な 対 応 に な る の か

なと思 ってお り ますの で、よ ろ しくお 願いし た いと思 います 。  

 そ れ か ら も う 一 つ 、 駐 車 場 、 私 あ の 辺 り 見 た 時 に は 物 置 が な い な

と 思 っ た ん で す け ど 、 最 近 で き た と い う こ と が 私 も 承 知 し て お り ま
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した 。それ で 、そ のほか に駐車 場 ２台分 確保し た と、道道寄 りの ほ う

に で す ね 、 そ う い う こ と も 承 知 を し て お り ま し た 。 答 弁 あ り ま し た

ように 、8 台 分 に つ いて は、社協の 裏にあ る栗の 木 の下の 、ふ れあい

定 住 の １ 戸 分 空 い て い る 所 を 貸 付 す る と い う 、 そ う い う こ と も 伺 っ

ており ました 。今 、答 弁あり まし た ように 、審 査委 員 会の中 で議論 を

し て 、 そ の う え で 貸 付 を す る と い う 処 置 を し て い る と い う こ と で ご

ざ い ま す 。 条 例 で も 、 分 譲 あ る い は 貸 付 と い う こ と に な っ て ま す の

で、貸付に つい て はなん ら問題 な いこと なんで す けど 、ただ 、今も あ

り ま し た よ う に 、 相 当 数 の 事 業 申 請 者 が い る と い う 中 で 、 そ こ の 所

だ け 、 ま あ 言 っ て み る と 町 が 困 っ て る 業 者 に 便 宜 を は か ら う と 、 そ

う い う か た ち に な り は し な い か と い う と こ ろ が 若 干 私 は 引 っ か か る

ので 、ぜひ 今 、答 弁あり ました よ うに 、でき るだ け やっぱ り事業 者 に

おいて 、要 綱に あ るよう に、駐車 場 を確保 しなさ い と、その事 を奨 励

し な が ら 、 確 保 で き た ら 解 除 し ま す よ と 、 本 来 の か た ち に 戻 す こ と

が や っ ぱ り 普 通 の あ り 方 で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま す の で 、

そ の 駐 車 場 の 貸 付 に つ い て は そ う い う か た ち で 、 で き る だ け 業 者 の

責 任 で 駐 車 場 を 確 保 す る と い う 要 綱 に あ る よ う に 進 め て い く こ と に

努力を してい く べきで はない か と、そ ういう ふ うに思 います 。  

 そ の 際 に 、 適 地 が な い こ と は な ん と な く わ か る ん で す け ど 、 聞 い

て る と こ ろ で は 当 初 、 あ そ こ に あ っ た バ ス 会 社 の 土 地 を 使 い た い と

い う け ど 、 い ろ い ろ あ っ て 不 調 に 終 わ っ た と い う こ と も あ り ま す け

ど 、 そ の 事 業 者 が 建 て る ア パ ー ト の 近 隣 に 適 地 が な い か と い う こ と

に つ い て 、 町 も 仲 介 と い う こ と は 適 切 か ど う か わ か り ま せ ん け ど 、

適 地 が あ る か ど う か に つ い て 対 応 し て あ げ る と い う こ と も ぜ ひ 御 検

討され ること は いいの ではな い かと 、そん なふ う に考え ており ま す。 

 時 間 も あ れ で すので 、全部 、 一括し て再質 問 いたし ます。  

 ２ 点 目 で す け ど 、 私 が い ろ い ろ 地 域 の 方 々 か ら 伺 っ て い た こ と で

は 、 や っ ぱ り 町 が 補 助 金 を 出 す 事 業 な ん だ か ら と 、 非 常 に や っ ぱ り

考 え て る と い う か 、 そ の こ と を 重 要 に と ら え て る ん で す ね 。 で す か

ら 今 の 答 弁 に あ っ た よ う に 、 業 者 が 自 ら の 調 査 を し て 建 て る と い う

こ と で 、 そ れ に つ い て は 町 は 補 助 金 を 出 す だ け な ん だ と い う こ と だ

けで、 はたし て いいの かとそ う いうこ とが気 が かりで います 。  

 私 は 決 し て 町 が 直 接 説 明 会 を 開 い て と い う こ と で は な く て で す ね 、

町 が 関 わ る じ ん 芥 収 集 と か ご み 箱 の 設 置 と か 、 そ の 事 の 管 理 に 関 わ

る こ と と か 、 そ れ で ア パ ー ト が 建 つ こ と に よ っ て ゴ ミ 箱 増 設 し な け

れ ば な ら な い と か 、 様 々 な 町 が や る べ き 説 明 事 項 が あ れ ば そ れ は ぜ
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ひやっ ていく べ きだと いうこ と が一つ です。  

 も う 一 つ は 、 や っ ぱ り 町 が 補 助 金 を 出 す 以 上 は 事 業 者 が し っ か り

地域へ の説明 を やって くださ い よと 、単に 工事 内 容はこ れです よ と、

こ れ ぐ ら い の も の が こ こ に 建 ち ま す よ と い う だ け で は な く て 、 施 設

の 入 居 者 の 方 々 が し っ か り と 地 域 に 溶 け 込 ん で 生 活 を し て い く 上 で

の 、 む し ろ 逆 に 事 業 者 が 地 域 の 方 か ら 協 力 を も ら う と そ う い う 面 も

あ る と 思 う の で 、 そ う い う や っ ぱ り 事 業 者 か ら の 地 域 に 対 す る 説 明

と い う の は し っ か り 町 が 主 導 し て い く と い う 、 そ こ の と こ ろ を 、 こ

れ か た も ほ か の 地 域 に お い て も で す ね 、 続 け て い っ て 欲 し い と 、 そ

の 事 に 努 力 を し て い っ て 欲 し い と 。 そ う で な け れ ば 町 は 何 百 万 １ 千

万 か の 補 助 金 を 出 す だ け と 。 あ と は 事 業 者 と 地 域 の 方 と 勝 手 に や っ

て く だ さ い と い う 事 で は 決 し て な い だ ろ う と 、 そ う い う 風 に 感 じ ま

す の で 、 こ の ２ 点 目 に つ い て は ぜ ひ 、 町 の 直 接 的 で は な い け れ ど も

町 の 関 り と い う の を い う の を も っ て い か な け れ ば 、 な か な か 地 域 か

ら 信 頼 さ れ る 事 業 建 設 あ る い は ア パ ー ト 経 営 に は な っ て い か な い ん

じ ゃ な い か と そ ん な ふ う に 思 い ま す の で 、 こ の 点 に つ い て は ぜ ひ 今

後とも 努力を し ていた だきた い と思い ます。  

 ３ 点 目 で す 。 こ れ は た ま た ま 総 務 文 教 常 任 委 員 会 で 、 こ れ を 所 管

事 務 調 査 で 取 り 上 げ て 行 い ま し た 。 総 務 文 教 常 任 委 員 会 の 中 で 非 常

に 議 論 に な っ た 事 項 で ご ざ い ま す 。 今 答 弁 あ り ま し た よ う に 、 農 業

法 人 が や る 従 業 員 向 け の 住 宅 に つ い て は 、 要 件 を 取 り 払 う と 確 か に

従 業 員 向 け の 住 宅 で し か な く な る と 。 一 般 の 方 々 が 入 居 で き な い 住

宅にな るとい う 、そうい うこと が あると 思いま す 。ただ 、農業 法人 の

方 の 言 い 分 と い う か 要 望 も あ る と 思 う ん で す ね 。 そ う い う 声 を 聞 い

て る 議 員 の 方 も お ら れ る よ う で す の で 、 ぜ ひ こ こ は ど う い う よ う な

要 望 が あ っ て 、 ど う い う よ う な 見 直 し が で き る の か で き な い の か と

い う こ と に い つ い て 、 や っ ぱ り も う 少 し 中 身 を 深 め て い っ て も い い

ん で は な い か と 、 こ ん な ふ う に 思 い ま す 。 い き な り 要 件 を 見 直 す こ

と に な る の か ど う か も 含 め て で す ね 、 改 め て 再 考 を し て い く 点 は 多

い の で は な い か と 思 い ま す の で 、 こ の 点 に つ い て も う 一 度 お 尋 ね い

たしま す。  

 そ れ か ら 最 後 で す 。 こ こ も 非 常 に 難 し い こ と だ と は 思 う ん で す け

ど 、 答 弁 に あ り ま し た よ う に 、 建 設 し よ う と す る 事 業 者 は し っ か り

と し た マ ー ケ テ イ ン グ リ サ ー チ を し て 、 そ の う え で こ こ に こ の 規 模

の も の を 立 て て も 十 分 ペ イ で き る と 、 あ る い は 経 営 を 安 定 し て 行 っ

て い け る と い う 前 提 で や っ て い く こ と だ ろ う と 思 う ん で す け ど 、 や
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っ ぱ り 町 と し て 、 こ の 事 業 に よ る 総 量 は ど の 程 度 、 こ れ に よ っ て 住

環 境 整 え る の か と 、 あ る い は 定 住 人 口 を い か に ふ や す の か 、 そ う い

う こ と を や は り 町 と し て の 考 え 方 と い う の を あ る 程 度 考 え て い く べ

きでは ないか な と。今 、答弁 で ６棟あ るとい う ことで す。  

後 ほ ど の 補 正 予 算 に も 追 加 予 算 で あ が っ て い ま す の で 、 総 務 文 教

の調査 以降に ま た増え たんだ と そうい うふう に 思って おりま す 。  

 そ う い う こ と で 、 要 望 あ が っ て 要 件 ク リ ア で き た ら ど ん ど ん い い

で す よ と 、 言 葉 悪 い で す け ど 青 天 井 で や っ て い く ん で す か と 。 そ う

で は な く て 一 定 程 度 の 、 こ の ぐ ら い の と こ ろ で 事 業 の 初 期 の 目 的 は

達 成 で き る と い う 総 量 を 定 め て い く べ き で は な い か と 、 そ う い う ふ

うに感 じたも の ですか らこの 質 問をさ せてい た だきま した。  

 非 常 に 多 方 面 で 大 き な 質 問 事 項 が 多 い ん で す け ど 、 こ の ４ 点 に つ

いて改 めて再 質 問しま すので よ ろしく お願い い たしま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長（ 金 秀 行 ） 難 波 議 員 の 再 質問に お答え を したい と思い ま す。  

１ 点 目 の 、除雪 に 関して でござ い ます 。これ まで も ですね 、町 内会 の

中 心 市 街 地 の 中 で は 除 雪 で は い ろ ん な 部 分 で の 対 応 に 苦 慮 し て い る

と こ ろ で ご ざ い ま す 。 例 え ば 、 町 道 を 除 雪 す る と い う の が 趣 旨 な ん

で す が 、 そ の 前 に ま わ り の 雪 を 出 す ん で す よ ね 。 で す か ら そ こ の 中

で ど う し て も お 時 間 も か か っ た り と か 。 だ け ど も 、 業 者 に い ろ い ろ

お願い をして 、最 低限度 の、そう い う部分 の中で 生 活して いく 、雪 と

い う も の を 考 え れ ば な ん と か そ の 分 も 押 し て 除 雪 を し て い た だ き た

いとい うこと で お願い をして い る分で ありま す 。  

こ の 辺 の と こ ろ が や は り １ ３ 町 内 の 細 い 町 道 で す の で 、 住 民 の 方

が 除 雪 の 部 分 で 不 安 だ と い う 事 が 出 て き た の か な と 考 え ら れ る と こ

ろでご ざいま す 。この点 につい て は、町のほ うで も 業者 、それ から 入

札 を い た し ま す が 、 そ の 業 者 と 十 分 打 合 せ を し て で す ね 、 町 道 、 通

路 、 除 雪 に 支 障 が な い よ う に 努 め た い と い う ふ う に 考 え て い る と こ

ろ で ご ざ い ま す 。 除 雪 の 問 題 、 そ う い う 部 分 に つ い て も そ れ ぞ れ 町

政 懇 談 会 等 含 め て い ろ い ろ 町 の ほ う か ら 情 報 提 供 、 説 明 を し て い る

部 分 も あ り ま す の で 、 そ う い う 部 分 含 め て 御 説 明 し た い な と 考 え て

いると ころで ご ざいま す。  

 ま た あ の 、駐 車 場の確 保の問 題 でござ います 。こ れにつ いても 、物

置 と 駐 車 場 と い う の は で き る 限 り 設 置 を し て い た だ き た い と い う 事
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で お 願 い を し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た ま た ま 今 回 、 実 は 早 く

建設と いう部 分 もあっ てです ね 、１０棟 という か たちに なりま し た。

そ う な る と 駐 車 場 が で き な い と い う こ と で 、 町 の ふ れ あ い 定 住 の 一

部 を 貸 し て も ら い た い と い う こ と で 、 委 員 会 で 検 討 し て 貸 す こ と と

い た し ま し た 。 議 員 の お っ し ゃ っ て る と お り 、 こ の 辺 に つ い て は 早

急 に 業 者 の 方 で 駐 車 場 を 確 保 し て 、 そ こ か ら 移 す よ う に 努 力 を し て

いただ きたい と 伝えて るとこ ろ でござ います 。  

た ま た ま 、 同 じ こ の 業 者 で ご ざ い ま す が 、 今 建 て た と こ ろ か ら 近

く に 、 さ ら に 建 設 を 予 定 し て お り ま す 。 そ の 場 所 に つ い て は 駐 車 場

が 取 れ る と い う こ と も あ り ま す の で 、 今 こ ち ら の 方 の 貸 し て る 台 数

も 含 め て 、 出 来 上 が り 次 第 そ ち ら の 方 に 移 し て い た だ き た い と い う

ふ う に 要 請 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 御 理 解 願 い た い と 思

います 。  

 ま た 、 町 が 補 助 金 を 出 す と い う 観 点 か ら 、 き ち っ と 町 と し て も 対

応 し て い た だ き た い と い う こ と で 議 員 が お っ し ゃ っ て る 部 分 は 理 解

してい る部分 も ありま す。じん 芥 収集 、ゴミ の問 題 、環 境衛生 含め て

町 民 の 方 が 不 安 と な っ て い る 部 分 を で す ね 、 町 の 方 で き ち っ と 周 知

を す る と い う の は 必 要 な 部 分 だ と 思 っ て お り ま す 。 ど の よ う な 部 分

の 中 で 、 実 は ゴ ミ も ス テ ー シ ョ ン が ご ざ い ま す の で 、 こ の 部 分 の 中

で 今 回 １ ０ 戸 が 入 っ た 場 合 に で す ね 、 や は り 足 り な く な る と か い ろ

ん な 要 件 も 考 え ら れ ま す の で 、 こ の 辺 の と こ ろ は 十 分 担 当 課 の 方 で

も 検 討 を し て 、 そ し て 増 や す 場 合 は 町 内 等 も 含 め て 周 知 を か け て い

きたい と考え て おりま す。  

 そ れ と 、 農 業 生 産 法 人 の 部 分 に つ い て は 、 先 ほ ど 御 答 弁 申 し 上 げ

ま し た が 、 や は り こ の 賃 貸 住 宅 の 趣 旨 と い う の は 、 町 が こ れ ま で 住

環 境 の 整 備 を し て い た 部 分 に つ い て 、 こ れ を 民 間 の 力 を 借 り て 、 少

し で も そ う い う 、 こ れ ま で か け て き た 費 用 を 少 し で も 削 減 し た い と

い う 考 え 方 か ら 、 私 の ほ う で 職 員 と と も に 検 討 し な が ら 制 度 と し て

あ げ た 部 分 で ご ざ い ま す 。 当 初 な か な か 無 く て 、 非 常 に 政 策 的 な 部

分 で ど う だ っ た か と い う こ と も と ら れ た 部 分 が あ り ま し た が 、 非 常

に 急 激 に 今 、 倶 知 安 や ニ セ コ の 開 発 に 伴 っ て 、 急 激 に 蘭 越 の 方 に こ

う い う よ う な 事 業 が お し よ せ て き た 、 私 も い っ ぺ ん に こ れ だ け 来 る

と い う の は 予 想 は し て い な い 部 分 も あ り ま し た が 、 民 間 の 活 力 の 部

分 の 中 で 、 民 間 が こ れ だ け 建 て た と し て も 十 分 需 要 が あ る と い う 部

分 の 中 で 建 て て い た だ い て 、 そ し て 蘭 越 に 住 所 を 移 し た 中 で 通 勤 す

るとい うかた ち は、移住定 住対 策 、人 口減少 対策 、そうい う部分 に も
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つなが ってい く のでは ないか な と考え ている と ころで ござい ま す。  

 い ず れ に い た し ま し て も 、 私 と し て は こ の 制 度 に つ い て は も う 少

しです ね、今い ろ んな管 内、羊蹄 山 ろくで も、首 長、関係機 関も含 め

て 会 合 を す る と こ ろ が あ る ん で す が 、 倶 知 安 、 ニ セ コ 地 域 に お い て

は、非常に 住宅 が あふれ てです ね 、そして 高額で 、な かなか 建てる 場

所 も な い と い う 話 も 私 は 伺 っ て お り ま す 。 で す か ら そ の 分 、 周 辺 住

宅、周 辺地 域に住 宅建設 をして い ただい て、そして 通うの は倶知 安 、

ニ セ コ の 方 に 勤 務 す る 、 ま あ こ れ が 連 携 で な い か と 、 そ う い う よ う

な 団 体 の 部 分 の 中 で お っ し ゃ る 方 が い ま す 、 で す か ら 経 済 が ど こ ま

で つ な が る か と い う 部 分 も あ る ん で す が 、 お 話 を 伺 っ て る 中 で 当 面

は 、 今 の 経 済 は 活 気 は 続 く ん じ ゃ な い か と い う こ と は 考 え ら れ ま す

ので 、うち の方 に もまだ 、私 は 、建 設した いとい う ような 部分が 出 て

く る か な と 。 た だ 、 町 の 町 有 地 を そ う い う 方 に 提 供 す る と い う 部 分

ま で は ま だ 致 し て お り ま せ ん 。 町 と し て 、 移 住 定 住 対 策 等 も 含 め て

人 口 減 少 対 策 に 町 と し て で き る 住 環 境 の 整 備 と い う も の も 必 要 で あ

り ま す の で 、 今 後 は 民 間 の 活 力 も 活 用 し て 、 さ ら に は 町 と し て の 住

宅 建 設 含 め た 中 で 検 討 し て い か な け れ ば な ら な い と 考 え て い る と こ

ろです 。今 回 、こ の後 、補 正 等に よ って実 は公有 地 の取得 という も の

も お 願 い 、 提 案 を あ げ て い る 部 分 も あ り ま す の で 、 難 波 議 員 が お っ

し ゃ っ て る 将 来 の 見 通 し 、 ま あ い っ ぺ ん に は こ う だ と 答 弁 す る こ と

は な か な か 私 も 答 弁 し づ ら い 部 分 は あ り ま す が 、 な ん と か そ う い う

民 間 活 力 、 い ろ ん な 部 分 を 活 用 し て 町 が 活 気 あ ふ れ る と い う か 、 い

ろ ん な も の に 経 済 が 発 生 す る と い う か 、 そ う い う よ う な 施 策 に な れ

ばいい なと考 え ており ますの で 、御理 解を願 い たいと 思いま す 。  

 も し 質 問 し た 部分で 答弁漏 れ がござ いまし た ら、ま たいた し たい  

と 思 い ま す の で 御理解 を願い た いと思 います 。 以上で す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番（ 難 波 修 二） １ 番 目 の 質 問 は、地域 の方 々の 声を伺 って、あ

る い は 総 務 文 教 で の 議 論 を 、 こ う い う 課 題 が あ る よ と い う こ と を 質

問させ ていた だ きまし た。で、後 段、町長 から答 弁 あった、これか ら

の こ と 等 に つ い て は 次 の 質 問 で 議 論 し よ う と い う よ う に 思 っ て お り

ました ので、 そ れにつ いては 後 ほど質 問をい た します 。  

 ひ と つ は で す ね 、 今 回 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 で こ の 問 題 を 取 り 上

げ よ う と し た 時 に 、 こ れ は 建 設 課 が や っ て る 事 業 な ん だ と い う よ う
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に 、 総 務 課 で は な い と い う よ う に 、 ち ょ っ と こ う 事 務 局 と の 間 に い

ろいろ あった ん ですね 。私は そ うでは ないん じ ゃない かと。  

や っ ぱ り こ の 要 綱 の 目 的 に も あ る よ う に 、 一 つ は 住 環 境 の 整 備 と

い う こ と で す け ど 、 同 時 に や は り 定 住 人 口 の 増 加 を 図 る と い 大 き な

目 的 、 そ れ か ら 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 っ て い く ん だ と い う 、 そ う い

う 大 き な 目 的 が あ る わ け で す ね 。 そ う い う 目 的 に 従 っ て 、 こ の 事 業

を こ れ か ら も 拡 大 を し て い く と い う よ う な 答 弁 で し た け ど 、 そ う で

あ る な ら ば 、 こ の 事 業 に よ る 成 果 を ど う い う ふ う に こ れ か ら 形 作 っ

て い く か と い う こ と は 、 こ れ は や っ ぱ り 建 設 課 だ け の 対 応 で は 済 ま

ないだ ろうと い うのが 、私自 身 の認識 です。  

や っ ぱ り こ れ に 、今も問 題にし て るよう に、除雪 の 問題 、除雪 は建

設 で す け ど も 、 じ ん 芥 収 集 の 問 題 、 そ れ か ら 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 問

題 と い う か 、 そ こ に 住 む 人 が ど う い う ふ う に そ こ に 溶 け 込 ん で 生 活

を 送 っ て い た だ く か と い う の を 考 え て い か な け れ ば な ら な い の が 町

の 立 場 だ ろ う と い う こ と だ と す る と 、 こ れ は 建 て て 補 助 金 払 っ て は

い、終わり です よ 、で は決し て済 む 問題で はない と 、そうい う認識 を

ぜひし ていた だ きたい なとい う ふうに 思いま す 。  

ひ と つ 、 そ の 農 業 法 人 の 建 て る 住 宅 の こ と で す け ど 、 こ れ に つ い

て は 現 実 に １ 件 、 そ う い う か た ち が 出 て き て い ま す の で 、 ぜ ひ 農 業

法 人 の 方 が ど う い う 思 い で や ら れ る か と い う と こ ろ を 汲 み 取 っ て い

ただく 、そう い う作業 をぜひ や ってい ただき た いなと 。  

や っ ぱ り 、 こ う い う こ と を や っ て ほ し い と い う 思 い を 一 度 聞 い て

い た だ く べ き で は な い か な と 。 そ れ で 、 理 解 し て い た だ け れ ば 現 状

の ま ま で い い ん で す け ど 、 町 と し て や は り 改 め て 検 討 す る べ き 事 項

が あ れ ば 、 そ う い う も の を ふ ま え た 要 綱 の 見 直 し と い う の も や っ て

いただ くこと が ありが たいの で はない かと思 い ます。  

 あ の 、 あ ん ま り 喋 る と 次 の ２ 点 目 の 質 問 が か ぶ る 部 分 が あ り ま す

ので、 今、言 い ました ２点に つ いてお 尋ねい た します 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  難 波 議 員 の 再質問 にお答 え いたし ます。  

議 員 お っ し ゃ っ て る と お り で す ね 、 こ の 事 業 に も た ら す 効 果 、 た

だ 住 環 境 の 整 備 だ け で は な く 、 定 住 対 策 、 さ ら に は 地 域 の コ ミ ュ ニ

テ ィ 等 に 波 及 す る と 、 私 も そ の と お り だ と 思 っ て お り ま す 。 建 て た

ことに よって 、移 住者が 入って く る、町内も 含め て 入って くる 、そ の
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こ と に よ っ て 、 実 は 町 内 の 商 工 業 も 含 め た 部 分 の 中 で 、 や は り 人 口

が 増 え る と い う こ と は 経 済 の 活 性 化 に 、 私 は つ な が る の で は な い か

と考え ている と ころで す。  

 具 体 的 に ど う だ っ て い う の は 、 こ れ か ら 入 っ て き た 部 分 の 中 で 、

や は り い ろ ん な こ と が 出 て く る の で は な い か と い う ふ う に 思 っ て お

り ま す 。 議 員 が お っ し ゃ っ た 、 そ こ の 新 し い 人 が 入 っ て く る こ と に

よ っ て 、 既 存 に 住 ん で る 方 と の つ な が り と い う か 、 そ れ は 町 内 会 を

形 成 し て い く 部 分 の 中 で は 大 切 な 事 で ご ざ い ま す の で 、 そ の 辺 の と

こ ろ は た だ 建 設 課 だ け と い う か た ち で は な く 、 町 の 横 断 的 な 組 織 の

中 で 、 そ れ ぞ れ い ろ ん な 部 分 を お 聞 き し た 中 で 対 応 で き れ ば と 考 え

ており ますの で 、御理 解願い た いと思 います 。  

 ま た 、 農 業 生 産 法 人 の 関 係 に つ い て は 、 こ れ ま で も 定 住 対 策 と し

て、いろん な制 度 的な部 分の中 で 支援を してき た 経過に ござい ま す。 

 こ れ ま で も 新 しく入 ってき た 方々に 対して 、相 談を受 けたと き に、

今 は 公 営 住 宅 と い う 言 葉 を 一 つ で 使 っ て お り ま す が 、 昔 の 教 職 員 住

宅 と か で す ね 、 各 地 区 に あ る 空 き 住 宅 を そ う い う 方 々 に 提 供 し て き

たとい うこと も ありま す。で 、現 に、今もそ こに 住 んでい らっし ゃ る

と い う 分 も あ り ま す 。 で す か ら 、 町 と し て は 新 し い 農 業 者 で 入 っ て

く る 方 々 に な ん と か 協 力 自 体 は 、 い ろ ん な 話 を 聞 き な が ら 、 し て き

ている つもり に ありま す。今 、議 員おっ しゃっ た 、この制 度とは べ つ

な ん で す が 、 側 面 か ら は で す ね 、 そ う い う 方 々 に 対 し て 支 援 を し て

い る と い う ふ う な 部 分 で 考 え て お り ま す が 、 制 度 を 拡 大 し て と い う

か 、 農 業 振 興 施 策 と し て そ う い う よ う な こ と も 含 め て や る べ き も の

な の か 、 人 口 対 策 と し て や る べ き も の な の か 、 そ の 辺 の と こ ろ は 十

分 内 部 で も 、 こ う い う よ う な 予 想 も し な か っ た 部 分 が 徐 々 に 出 て き

て い る 部 分 も あ り ま す の で 、 そ れ に 合 わ せ て 内 部 で 対 応 し な が ら 検

討 し て ま い り た い と 思 い ま す 。 こ れ は 今 す ぐ や る と い う と こ ろ ま で

は い き ま せ ん が 、 い ろ ん な 支 援 含 め て 十 分 検 討 し て ま い り た い と 考

えてお ります 。 御理解 を願い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修 二 ）  冒 頭 言 い 忘 れ ま し た け ど 、 私 は こ の 事 業 そ の

も の に は 賛 成 し て い る 立 場 な ん で す け ど 、 よ り 良 い も の に し て い く

た め に は と い う 、 そ う い う 状 況 を 踏 ま え て で す ね 、 質 問 さ せ て い た

だ い て お り ま す 。 ぜ ひ あ の 、 こ れ か ら も こ の 事 業 が 全 く な く な る こ
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と が 無 い の だ と す れ ば で す ね 、 よ り 良 い 形 で 内 部 で も 十 分 検 討 し て

進めて いって い ただき たいと 思 います。1 点 目 の 質 問を 終わり ま す。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  答 弁 は よ ろ しい ですか ね 。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修二 ）  は い 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ こ で １ ０ 分間 、休憩 を いたし ます。  

 再 開 は １ １ 時 ３０分 としま す 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 再 開 い た し ま す。休憩 前に 引き 続き、一 般質 問

を行い ます。 難 波議員 、２項 目 めの質 問に移 っ てくだ さい。  

 6 番 、 難 波 議 員。  

 

〇 6 番（ 難 波 修 二） は い 、そ れ で は２点 目。町 内の 不動産 取引の 現

状 に つ い て 。 今 年 に 入 っ て か ら 町 内 で は 、 賃 貸 共 同 住 宅 や ゲ ス ト ハ

ウス建 設、事業 所 や店舗 改修 、個 人 住宅の 売買な ど 、経験し たこと の

ない様 相を呈 し ており ます。 そ こで次 の諸点 に ついて 伺いま す 。  

 新 た に 町 内 で 生 活 さ れ る 方 と 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と の か か わ り は 非

常 に 大 切 で す 。 個 人 情 報 保 護 の 課 題 は あ り ま す が 、 新 住 民 と な ら れ

る 方 の 情 報 を で き る 限 り 町 内 会 へ お 知 ら せ す る こ と が で き な い か 、

不動産 購入者 や 事業者 に要請 す るお考 えはな い か、所見を 伺い ま す。 

 ゲ ス ト ハ ウ ス や 事 業 所 な ど は 、 運 営 に 関 し て 物 品 購 入 や 飲 食 な ど

町 内 の 経 済 波 及 効 果 を 見 込 め る 点 も 多 い と 思 い ま す が 、 商 工 事 業 者

等と対 応につ い て協議 するお 考 えはな いでし ょ うか。  

 特 定 の 方 が 市 街 地 で 多 く の 不 動 産 を 購 入 し て い る よ う で す が 、 商

店 街 の 行 く 末 に 不 安 の 声 が 広 が っ て い ま す 。 商 工 会 等 と 早 急 に 対 策

を講ず るべき と 思いま すが、 い かがで しょう か 。  

 ４ 点 目 、 閉 校 し た 小 学 校 な ど 町 の 普 通 財 産 を 使 用 し て 事 業 展 開 を

すると の構想 が ありま したが 、 その後 の経過 に ついて 伺いま す 。  

 以 上 ４ 点 、 よ ろしく お願い し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  難 波 議 員 の 、 町 内 の 不 動 産 取 引 の 現 状 に つ い て

の 御 質 問 に お 答 え を い た し ま す 。 １ 点 目 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関
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わ り に つ い て で ご ざ い ま す が 、 新 住 民 情 報 が 町 内 会 の コ ミ ュ ニ テ ィ

活 動 を 進 め る 上 で 有 効 で あ る こ と は 十 分 理 解 で き る と こ ろ で す が 、

本 人 以 外 の 者 に 対 し て 、 行 政 か ら 町 内 会 等 に 対 し て 情 報 提 供 す る こ

とは非 常に困 難 ではな いかと 思 ってお ります 。た だし 、現在 、市街 地

の 住 宅 等 を 購 入 し て い る 業 者 に つ い て は 、 町 に 計 画 内 容 の 説 明 が あ

り 次 第 、 商 工 会 等 に も 説 明 す る よ う 要 請 い た し た い と 考 え て お り ま

すので 、御理 解 を 願い たいと 思 います 。  

 ２ 点 目 の 、 蘭 越 町 に 進 出 し て き た 事 業 者 が 物 品 購 入 や 飲 食 店 な ど

で 町 内 業 者 と の 取 引 が 増 え る こ と で 経 済 的 効 果 も あ る と 見 込 め る と

の こ と で は な い か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 私 も 従 来 か ら 機 会 あ

るごと に、町内 で の消費 促進に つ いて 、それ らの 業 者はも ちろん 、出

入 り す る イ ベ ン ト の 主 催 者 に も 要 請 を し て き て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。今後 も、そ れら事 業者が 円 滑に町 内の業 者 と取引 できる よ う、

役 場 で ニ ー ズ を 把 握 し た 際 に は 、 商 工 会 と 担 当 者 連 携 会 議 な ど の 場

を 通 じ て 情 報 共 有 し 、 商 機 を 生 か し て い け る よ う な 機 会 を 増 や し て

いきた いと考 え ており ます 。ま た 、既 存事業 者が 、それら の機会 を 活

か し て い く た め に 新 た な 設 備 投 資 を す る 場 合 に は 、 町 で も 商 工 会 と

共同で 支援し て いく枠 組みを 検 討した いと考 え ており ます 。  

 ３ 点 目 の 、 特 定 の 方 が 市 街 地 で 多 く の 不 動 産 を 購 入 し て い る こ と

か ら 、 商 工 会 と 対 策 を 講 ず る べ き と の こ と で す が 、 商 工 会 で は 平 成

２ ９ 年 度 か ら 発 達 支 援 計 画 を 策 定 し 、 各 商 店 や 事 業 者 が 現 在 抱 え て

い る 問 題 を 把 握 す る た め の ア ン ケ ー ト を 行 っ た ほ か 、 勉 強 会 を 開 催

するな ど、相 談 、支援 体制を と ってい ると お 聞 きして おりま す 。  

 ま た 、 普 段 か ら 経 営 指 導 な ど を 通 じ て 、 会 員 と の 意 思 疎 通 を 行 っ

ている とも聞 い ており ます。  

 し か し 、 こ れ ら に つ き ま し て は 、 商 工 会 の 会 員 に 限 ら れ て お り ま

す。こ れで 御指摘 の問題 が解決 す るわけ ではな い ので、町と しては 、

引 き 続 き ま ち づ く り 全 体 の 問 題 と と ら え 、 中 心 市 街 地 を ど う し て い

くか 、平成 １５ 年 ６月に 策定し た「 中心市 街地活 性 化基本 計画 」等 の

見 直 や 統 合 診 療 所 建 設 を 含 め ま し て 、 商 工 会 や 事 業 者 の 意 見 も 伺 い

ながら 、検討 し てまい りたい と 考えて おりま す 。  

 ４ 点 目 に な り ま す が 、 閉 校 し た 小 学 校 な ど の 事 業 展 開 の 経 過 に つ

き ま し て は 、 ６ 月 ３ 日 議 員 協 議 会 に お い て 説 明 後 、 地 域 へ の 情 報 提

供 及 び 理 解 が 必 要 と い う こ と か ら 、 ７ 月 ２ ９ 日 、 ８ 月 ９ 日 に 名 駒 振

興会へ 、ま た、8 月 １ ８ 日 、御成地 区連合 町内会 へ 説明さ せてい た だ

い て お り ま す 。 現 時 点 で 構 想 し て い る 事 業 内 容 は 、 フ ィ ッ シ ュ ア ン
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ド名駒 は、事務所 やイベ ント会 場 の企画 の場と し、旧名駒 小学校 は 、

新 し い 技 術 開 発 の ビ ジ ネ ス キ ャ ン パ ス 、 研 修 の 場 と し て 、 旧 御 成 小

学 校 は 、 日 本 酒 の 醸 造 の 場 と し て 活 用 で き な い か 構 想 さ れ て い る と

のこと です。現 在 は、地域 から い た だいた 意見を 整 理し、ま た、より

具 体 的 な 実 効 性 の あ る 計 画 や 資 金 繰 り 等 の 資 料 の 提 出 を 事 業 者 に 求

め て お り ま す 。 今 後 も 地 域 へ 十 分 な 説 明 を 行 い な が ら 、 議 員 の 皆 様

に も 説 明 を し 、 慎 重 に 施 設 の 貸 与 を 判 断 し て い き た い と 考 え て お り

ますの で、御 理 解願い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番（ 難 波 修 二） １ 点 目 で す け ど、確か に自 由契 約です し、個 人

情 報 保 護 と い う こ と も あ り ま す し 、 町 が 直 接 町 内 会 等 に す る こ と に

つ い て は 非 常 に で き な い こ と も あ り ま す し 、 難 し い こ と も 多 い だ ろ

うと分 かりな が ら聞い ている ん ですけ ど、やっ ぱ り町が 直接と い う、

私 個 人 が 言 っ て る の は 、 町 が 直 接 説 明 を す る か と い う こ と で は な く

て 、 先 ほ ど の ア パ ー ト 経 営 を す る と い う 事 業 者 、 そ れ か ら 不 動 産 購

入 者 、 ま あ 一 人 で は な い と 思 い ま す け ど 、 そ う い う 町 内 に 不 動 産 を

購 入 し た よ と い う 方 、 特 に 町 場 で す け ど ね 、 そ う い う 方 が こ ち ら で

わ か る 場 合 に は そ の 事 業 者 な り 購 入 者 な り 、 こ う い う こ と を 地 域 の

方 に 提 供 し て も い い で す か と 了 解 を 得 た 上 で お 知 ら せ す る と い う こ

と を 、 し っ か り と か た ち と し て 作 っ て い っ た 方 が い い ん じ ゃ な い か

と 、 そ う い う 気 が 実 は す る わ け で す 。 や っ ぱ り 、 誤 っ た 情 報 が で す

ね 、 い ろ い ろ こ う 伝 わ っ た り 、 隣 の 家 は 売 れ て 外 国 の 人 が 来 る み た

いよ、とか ですね 、そう いう ことが 非常に いろい ろ 聞くん ですけ ど 、

そ う い う こ と に つ い て も 町 と し て 静 観 し て い る だ け で は な く て 、 や

れ る こ と は や っ て い く と い う 体 制 を 作 っ て い く べ き で は な い か と そ

う い う 風 に 思 い ま し た の で 、 こ こ に つ い て は そ う い う お 話 を 、 質 問

をさせ ていた だ きまし た。  

 ま た 、 な ぜ 町 内 会 に こ だ わ る か と い う と 、 私 も ２ ５ 年 く ら い 町 内

会 長 や っ て お り ま す け ど 、 私 の 町 内 に も 独 身 者 用 の 住 宅 を 町 で 建 て

て い た だ き ま し た 。 本 当 に そ こ に 住 ま わ っ て る 方 は 、 顔 も 名 前 も わ

か ら な い ん で す け ど 、 い ろ い ろ や っ ぱ り そ の 、 行 政 か ら の 回 覧 板 を

ど う 回 す か と か で す ね 、 ゴ ミ 出 し で い ろ ん な こ と が あ っ た り と か 、

そ う い う こ と が 様 々 あ る ん で す ね 。 そ う い う こ と を 一 番 大 切 に し て

い か な け れ ば な ら な い の で は な い か と 私 自 身 は 感 ず る も の で す か ら 、
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ぜ ひ こ こ に つ い て は 可 能 な こ と を し っ か り と や っ て い く と い う こ と

に つ い て 町 の ほ う の 事 務 の 取 り 進 め に つ い て 検 討 し て い っ て ほ し い

とそう いうふ う に思っ ており ま す。  

 そ の 事 業 者 、不 動産購 入者 、土 地 購入者 に対し て 、そうい うこと を

要 請 し て い く と い う こ と を ル ー ル 作 っ て い く と い い ま す か 、 そ う い

うこと につい て もう一 度お尋 ね をした いと思 い ます。  

 ２ 点 目 で す け ど、こ れは 、これ もいろ いろあ る と思う んです け ど、

ま あ 一 般 的 に 考 え て 、 特 定 の 人 が た く さ ん 物 件 を 購 入 し て い る と い

う こ と を お 聞 き し て ま す 、 単 純 に 考 え て 一 人 の 人 が そ こ で 何 を す る

のかと 、まあ 1 件 は 住 む 家と し て、そ れ以外 の 所は何 か事業 を やる

のかと かです ね、よくわ からな い ですね 。や っぱり そうい うこと を 、

な ん と か ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス と 捉 え て や っ て い こ う と い う 動 き が あ っ

て も い い の で は な い か と 、 そ う い う こ と を 思 う ん で す け ど 、 そ う い

う こ と に つ い て の 取 組 み と い う の が さ っ ぱ り 目 に 見 え な い と い う ん

で す か ね 、 そ う い う こ と に ち ょ っ と 非 常 に 不 安 と い う か 、 残 念 な 気

持ちが いっぱ い なんで すけど 。そ の、例えば 新し い ゲスト ハウス 、１

７町内 にあり ま す、撤去し たよ う ですけ ど、一部 、そのゲ ストハ ウ ス

の 方 で す と か 、 そ れ か ら そ の 今 質 問 し た 民 間 の ア パ ー ト に つ い て 、

そ れ を 運 営 し て い く 方 が 、 町 の 商 工 業 者 の 人 に こ う い う こ と を お 願

い し た い と か こ う い う こ と を や っ て ほ し い と か い う 向 こ う 側 の 要 望

が あ る と 思 う ん で す よ 。 そ れ を 受 け 付 け る と い う か 受 け い れ る 体 制

と い う の が 本 当 に あ る ん だ ろ う か と い う の が 、 こ れ 町 で や ろ う い う

こ と で は な い で す け ど 、 私 は そ う い う 仕 組 み を 作 っ て い く た め に 町

が そ こ に 関 わ っ て い く と い う こ と が 大 事 で は な い か と 思 っ て い る わ

け な ん で す け ど 、 そ う い う こ と に つ い て 商 工 事 業 者 へ の 要 請 あ る い

は そ の 商 店 と か 、 商 工 会 で も い い で す け ど 、 な に か そ う い う 動 き を

し て い る か と 、 動 向 に つ い て も し 把 握 し て い る こ と が あ れ ば 、 お 聞

か せ い た だ き た い と 。 そ れ が な け れ ば 、 町 が そ う い う こ と を 積 極 的

に や っ て は と い う こ と を 奨 励 、 主 導 し て い く こ と が 大 事 で は と 感 じ

ました ので、 こ の質問 をさせ て いただ きまし た 。  

 ３ 点 目 で す け ど 、 こ れ に つ い て は 町 長 が 今 お っ し ゃ っ た と お り な

ん で す け ど 、 や っ ぱ り 商 店 街 活 性 化 、 あ る い は 統 合 診 療 所 を 建 て て

い て 、 そ こ を 核 と し た 商 店 街 の 活 性 化 と い う の も 現 に 今 は あ る わ け

で す ね 。 そ う い う こ と と 、 も う 一 つ は や っ ぱ り 現 在 策 定 し て い る 総

合 計 画 に も 商 店 街 振 興 と い う の は 大 き く 関 わ る と 思 う ん で す け ど 、

そ う い う こ と に つ い て 商 工 会 が ど う い う ふ う に 捉 え て 、 ど う い う こ
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と を 考 え て い る か と い う こ と に つ い て 、 町 と し て 商 工 会 に お 尋 ね を

す る べ き で は な い か と 思 い ま す の で 、 そ の 点 に つ い て 、 も う 一 度 お

尋ねし ます。  

 4 点 目 で す 。な んか今 、答 弁で 、フィッ シュア ン ド名駒 と名駒 小 学

校と御 成小学 校 、それぞ れその 構 想を持 ってい る という ことで し た。 

 私 、初 め て 聞 く ことも ありま し たけど 、聞 く限り ではも のすご い 、

町 内 に 、 数 の 不 動 産 を 取 得 し て る と 。 ど う い う こ と を 考 え て る の か

と 、 個 人 攻 撃 す る つ も り は 全 く あ り ま せ ん け ど 、 私 ど も の よ う な 人

間 が そ れ だ け の 不 動 産 を ど う 活 用 す る の か 、 や っ ぱ り 御 本 人 に 一 度

お 尋 ね し て み る べ き で は な い か な と 思 う ん で す 。 そ う い う こ と を や

る べ き だ と い う こ と と 同 時 に 、 今 の フ ィ ッ シ ュ ア ン ド 名 駒 、 名 駒 小

学 校 、 御 成 小 学 校 の で そ う い う 構 想 を 持 っ て い る と い う こ と で す け

ど 、 私 は 町 長 お っ し ゃ っ た よ う に 、 慎 重 に 対 応 し て い く べ き で は な

い か と 思 っ て お り ま す 。 巧 言 令 色 鮮 し 仁 、 と い う 言 葉 が あ り ま す け

ど 、 や は り 巧 み な 言 葉 と か 、 見 た 目 の 華 や か さ と い う も の に は 気 を

つ け た 方 が い い よ と い う 故 事 で す け ど 、 十 分 に 計 画 を 吟 味 す べ き だ

と 思 い ま す 。 町 内 で 、 様 々 な 地 域 で 不 動 産 を た く さ ん 購 入 し て い る

方 が 、 そ れ に 加 え て 町 の 普 通 財 産 ３ ヶ 所 を そ う い う こ と で 活 用 し て

い き た い と い う 構 想 を し て い る と い う こ と で す か ら 、 私 自 身 は 、 失

礼 で す け ど 眉 に 唾 を つ け て か か る こ と が 必 要 で は な い か と 思 っ て お

り ま す 。 ま た そ の 内 容 に つ い て 、 こ れ は い け る ぞ と い う こ と で あ れ

ば で す ね 、 そ れ は 町 と し て の 相 応 の 支 援 、 協 力 も あ る と 思 う ん で す

け ど 、 今 の お 話 だ け で は 必 ず し も ど う な ん だ ろ う と い う こ と は 大 変

心 配 さ れ ま す 。 ４ 点 目 に つ い て は 、 そ の 町 の 普 通 財 産 を 使 う 契 約 に

ついて は、これ は 町の問 題です か ら、しっか りと 中 身を 、その 構想 を

ど う 具 体 的 に 構 想 し て い く ん だ と い う こ と は や っ ぱ り 町 と し て し っ

か り 対 応 し て い く べ き だ と 、 そ う い う ふ う に 思 い ま す の で 、 そ の ４

点につ いて再 質 問させ ていた だ きます 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  難 波 議 員 か ら の 質 問 に お 答 え い た し ま す 。 ま あ

１ 点 目 か ら ３ 点 目 と い う の は 非 常 に 共 通 し て い る 部 分 が あ る の か な

と 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 前 段 の 質 問 と 重 複 す る 部 分 も ご

ざいま すけど 、非 常に町 の中で は 、これま でにな い 、いろん な新し い

事 業 等 も 含 め て 、 町 の 中 が 動 い て い る と い う 現 状 に あ り ま す 。 一 つ
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は 、 民 間 の 業 者 が ア パ ー ト を 建 て な が ら 新 し い 人 が 入 っ て く る 、 更

に は 外 国 資 本 の 方 含 め て 、 町 内 の 空 き 店 舗 、 そ う い う も の を 購 入 し

て 、 今 、 ど こ で 誰 が 買 っ て ど う い う こ と を し て い く の か と い う こ と

が 、 き ち っ と 情 報 が 確 立 さ れ て い な い 中 で い ろ ん な 噂 が 飛 び 交 っ て

ですね 、非 常に 町 内含め て、実は 私 どもも そうな ん ですが 、ど うい う

ふ う に な っ て い る の か と 不 安 に 思 っ て い る 、 そ う い う よ う な 状 況 も

ござい ます。  

 そ の よ う な 中 で、まずア パー ト 関係 、そう いう 部 分を含 めて 、私 は

ま ず 業 者 が 行 政 の 方 に き ち っ と ど う い う 目 的 で ど う い う い う ふ う に

す る の か と い う 計 画 を 含 め て 提 出 を し て く だ さ い と い う 要 請 を し て

お り ま す 。 と く に 中 心 市 街 地 、 町 の 中 の 部 分 に つ い て は ど う い う 計

画 、 ど こ を 買 っ て こ れ は 何 の た め に 使 う 、 実 は そ う い う 計 画 を だ し

て く だ さ い と い う の は で す ね 、 先 般 、 こ れ ま で い ろ ん な 憶 測 が 飛 ん

で お り ま す の で 、 ど う い う 実 態 に あ る の か と い う の を 外 国 資 本 の

方 々 の 日 本 人 の 役 員 の 方 が 役 場 の ほ う に い ら っ し ゃ い ま し た の で 、

わ た し の ほ う か ら そ れ は 伝 え ま し た 。 そ れ で 、 そ の 計 画 を き ち っ と

出 し て い た だ い て 、 私 は 個 人 と か そ う い う 部 分 じ ゃ な く 、 役 場 で も

き ち っ と 把 握 し て 、 中 心 市 街 地 は 特 に 商 工 会 の ほ う に そ う い う 事 業

計 画 含 め て 説 明 を し て い た だ き た い と 要 請 を し ま し た 。 そ の こ と に

よ っ て 商 工 会 で も い ろ ん な 商 店 の 活 性 化 を 含 め て 、 い ろ ん な 部 分 も

要 請 で き る だ ろ う と い う こ と も 考 え て お り ま す 。 ま あ こ の 事 を 、 い

ろ ん な 大 き な そ う い う 部 分 も あ る 場 合 は 、 私 は 議 会 の 方 に も 説 明 を

し て も ら い た い な と い う こ と も 考 え て い る と こ ろ で す 。 い ず れ に し

て も 、 今 こ う い う よ う な 事 業 と な っ て い る 部 分 を き ち っ と 整 理 を し

て 、 町 の 方 で 把 握 す る こ と が 大 切 か な と い う こ と で 、 そ れ を 進 め て

いると ころで す 。    

そ れ と ア パ ー ト 、 そ う い う 部 分 に つ い て は 町 の 中 で 大 き く ３ ヶ 所

く ら い で 、 本 当 に 中 心 市 街 地 の ３ ヶ 所 く ら い で ア パ ー ト 建 設 が 始 ま

る、それと 昆布 と もう少 し町の 中 から外 れた所 と いう部 分です の で、

そ の 町 の 中 の 建 設 、 今 始 ま っ て る と こ ろ も あ り ま す の で 、 議 員 お っ

し ゃ っ て る 部 分 も 町 内 会 と い う よ り は 商 工 会 と か 団 体 と か そ う い う

部 分 の 中 で 説 明 で き る よ う な 、 そ う い う 体 制 を ぜ ひ と っ て い た だ き

た い と い う 話 は 、 来 た 場 合 私 と し て 業 者 の 方 と か オ ー ナ ー と か に は

できる のでは な いかと 考えて い るとこ ろでご ざ います 。  

 そ の よ う な こ と で 、 町 と し て は 外 国 資 本 が い ろ い ろ 物 件 を 買 っ て

い る と こ ろ を き ち っ と 整 理 し て 、 そ れ を ど う い う ふ う な 活 用 を し て
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い く か と 、 商 工 会 等 含 め て 説 明 で き る よ う な 体 制 を と っ て い る と こ

ろでご ざいま す 。  

 そ れ と ４ 点 目 の 、 今 後 の 町 の 公 共 施 設 の 在 り 方 で ご ざ い ま す が 、

こ れ に つ い て は 、 私 は 名 駒 、 そ れ と 旧 御 成 小 学 校 と フ ィ ッ シ ュ ア ン

ド 名 駒 の 活 用 に つ い て 、 民 間 活 力 を 導 入 し な が ら 、 そ う い う 中 で 地

域の活 性化が 図 られれ ば非常 に 素晴ら しいな と 考えて おりま す 。  

 た だ し 、 こ の 部 分 に つ い て も 相 当 慎 重 に 、 こ の 計 画 が ど う い う 計

画 で 、 採 算 も 取 れ て 地 域 の 方 々 も 含 め て 活 用 で き る も の な の か と い

う の は か な り 説 明 を 聞 い て 時 間 を 要 し て い か な い と 、 簡 単 に 公 共 施

設を貸 し出す と いうこ とには な らない と考え て ます。  

そ う い う 意 味 で、計画が あがっ て きて、既存 の地域 の意見 も聞く 、

そ し て そ う い う 計 画 が で き た ら ま た 議 会 に も 案 と し て こ う い う の が

ありま すとい う のを説 明も含 め て実施 するこ と が可能 か なと 。  

で す か ら 、 こ れ を 貸 し 出 す と い う 分 の 中 で は 、 業 者 の 方 と し て は

急 い で い る 部 分 も あ り ま す が 、 内 部 の 方 で 十 分 検 討 し て 、 条 件 が 整

わ な け れ ば そ れ は 貸 し 出 せ な い よ と い う こ と は 伝 え て お り ま す の で 、

答 弁 で も 申 し 上 げ た と お り 慎 重 に し て い き た い と 思 っ て お り ま す 。

い ず れ に し て も 、 難 波 議 員 お っ し ゃ っ て る 部 分 は 私 も 非 常 に 理 解 を

してお ります 。  

 今 、こ れ ま で に ない違 う風と い うか、そう いう部 分も入 ってき て 、

町 と し て は そ れ を 、 あ る 反 面 活 か し て い く よ う な 、 定 住 対 策 も 含 め

て   商 工 業 の 発 展 に 活 か し て い け る の で あ れ ば 、 十 分 活 か し て い

き た い と 考 え て お り ま す 。 外 国 資 本 と か そ う い う 部 分 の 中 で き ち っ

と計画 が出 て き て、議会と して 話 を聞き たいと い うかた ちがあ れ ば、

私 は 業 者 の ほ う に も 話 を し て 、 議 会 と し て そ の そ う い う 場 を 持 つ と

か 、 そ う い う 部 分 に つ い て は 要 請 は で き る と 思 い ま す の で 、 十 分 検

討して いただ け ればと いうふ う に考え ており ま す。  

 全 体 的 な 部 分 に つ い て 答 弁 さ せ て い た だ き ま し た の で 、 個 々 の 部

分 に つ い て 対 応 し た か 、 ち ょ っ と 難 波 議 員 の 再 質 問 に 答 え ら れ た か

ど う か と い う こ と も ご ざ い ま す が 、 答 弁 と さ せ て い た だ き た い と 思

います ので御 理 解を願 いたい と 思いま す。以 上 でござ います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 6 番 （ 難 波 修 二 ）  ２ 点 、 質 問 を いた しま す 。前 段の 部分 で すけ

ど 、 そ の 町 中 で 購 入 を し て い る 相 手 方 に し っ か り と し た 中 身 を 練 っ
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て 提 出 を し て く だ さ い と い う こ と を 伝 え た と い う こ と で 、 そ れ に つ

い て は 理 解 を い た し ま し た 。 や っ ぱ り こ の 問 題 は 、 町 中 の 大 関 心 事

で あ る こ と は 間 違 い な い わ け で す 。 町 中 で 会 う と 、 ど う な っ て る ん

だろう ね、あそこ も売れ たらし い よ、そ うい う話が 飛び交 ってま す 。

非 常 に そ こ は 関 心 を 持 っ て る と い う こ と は 間 違 い な い こ と で す け ど 、

や っ ぱ り そ れ だ け 仮 に 自 由 契 約 で 、 ど な た が 買 っ た か 町 で 捕 捉 す る

こ と は で き な い 部 分 あ る と 思 う ん で す け ど 、 は っ き り と 名 前 を あ げ

て 誰 々 さ ん に 売 っ た と そ う い う こ と が わ か っ て い る ん で あ れ ば 、 こ

う い う ふ う に 町 で 今 や ら れ て 相 手 に 伝 え た と い う こ と に つ い て は 、

そ れ は 評 価 を し た い な と い う ふ う に 思 い ま す 。 そ の 中 で 、 ど う い う

ふうに 活用し て いくの か、ある 1 件 は 自 分 が住 む という ことな の か、

あ る い は そ れ 以 外 は 新 し い 商 売 を や る の か 、 ど な た か に 貸 す の か 、

い ろ い ろ あ る と 思 う ん で す ね 、 そ れ を 活 用 し て い く と い う こ と に つ

いては 。  

そ こ を 町 も 商 工 団 体 も 、 そ こ を し っ か り 議 論 し て い く こ と は こ れ

か ら 努 め な け れ ば な ら な い と こ ろ だ と 思 い ま す の で 、 ぜ ひ そ れ に つ

いては 作業を 進 めても らいた い なと、 そんな ふ うに思 います 。  

 そ れ を 各 町 内 会 に お 知 ら せ す る と い う こ と ま で は 私 は 言 っ て る つ

も り な い ん で す け ど 、 必 要 な 場 面 に つ い て は そ う い う こ と 伝 え る と

い う こ と も 大 事 だ ろ う と 、 そ う い う ふ う に 思 い ま す 。 例 え ば 行 政 文

書 を ど う 配 っ て い く の か と か 、 も ろ に 町 内 会 の 仕 事 と し て 関 わ っ て

く る こ と で す ね 、 そ う い う こ と に つ い て は ぜ ひ 進 め て い っ て ほ し い

なと思 います 。  

 そ れ か ら 後 段 の 、 町 の 普 通 財 産 を 活 用 し た 構 想 で す け ど 、 ぜ ひ こ

れ は こ れ ま で の 数 々 の 構 想 を 聞 い て き た 記 憶 が あ り ま す け ど 、 現 状

は そ う い う こ と を 本 当 に や っ て い く ん で す か と い う こ と を 詰 め て い

く 必 要 が あ る だ ろ う な と 思 い ま す 。 日 本 酒 を 作 る 、 そ れ は い い 話 だ

な と 思 い ま す け ど 、 実 現 可 能 な ん で す か と い う こ と は や は り 考 え て

いくべ きだと 思 います 。今 朝 、ニ ュース で見ま し たら 、サウ ジア ラ ビ

アの油 田爆発 し たのは ドロー ン だそう です 。ド ロ ーンの 戦闘爆 破 機、

無 人 の 、 と い う こ と で し た 。 ド ロ ー ン の 技 術 講 習 す る と い う の も ど

こ ま で ど う や る の か と い う こ と も 大 事 だ な と 思 い ま す 。 そ う い う こ

と を 、 単 に 夢 物 語 じ ゃ な く て 、 本 当 に 町 の 財 産 を 貸 し う る よ う な 事

業 計 画 に で き る の か と い う こ と ま で し っ か り 、 相 手 方 に 伝 え る と い

う こ と 、 中 身 を し っ か り 吟 味 し て い く と い う こ と に つ い て は ぜ ひ や

っ て い た だ き た い な と 思 い ま す の で 、 そ の ２ 点 に つ い て 改 め て 伺 い
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たいと 思いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  難 波 議 員 の 再 質 問 に お 答 え い た し ま す 。 本 当 に

難 波 議 員 お っ し ゃ っ て る と お り 、 中 心 市 街 地 の 中 で 、 こ こ が 買 わ れ

た 、 そ し て 一 部 手 を か け た ん だ け ど そ こ か ら 一 向 に 進 ん で な い 、 ど

う い う ふ う に な っ て い る ん だ と い う こ と の 不 安 が 相 当 あ る こ と は 私

も 承 知 を し て い る 部 分 で ご ざ い ま す 。 そ う い う 部 分 が あ り ま し た の

で 、 私 と し て は 先 週 の 木 曜 日 に そ の 方 々 が 来 ま し た の で 、 町 と し て

の 考 え 方 を お 伝 え し ま し た 。 そ れ は 今 購 入 し た 部 分 の 中 で 、 ど こ で

ど う い う ふ う に 購 入 し て 、 そ れ を ど う い う ふ う に 活 用 し た い か と い

う 計 画 を 含 め て 出 し て い た だ き た い と い う と こ ろ で す 。 そ こ の 部 分

か ら い く と 、 議 員 お っ し ゃ っ て る と お り 、 町 内 の 方 々 も 不 安 を 持 っ

て る と い う 部 分 が あ り ま す 。 特 に 、 町 民 の 代 表 で ご ざ い ま す 議 員 の

皆 さ ん 方 に も 非 常 に 関 心 が あ る ん で な い か と い う ふ う に も 考 え て い

る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 そ の 資 料 は ど こ ま で 提 出 で き る か ど う

か と い う 部 分 も あ り ま す が 、 そ の 事 は 業 者 に も 十 分 伝 え な が ら 、 議

会 に も 資 料 と し て そ う い う も の が 提 出 で き る か ど う か 、 そ れ も 十 分

業 者 と 詰 め な が ら 、 そ の 概 略 程 度 で す ね 、 今 こ う い う ふ う に な っ て

い る と 、 で き る か ど う か は 確 認 し た 部 分 の 中 で 進 め ら れ れ ば と 思 っ

ており ます。  

 い ず れ に し て も 町 民 の 方 々 が そ う い う 部 分 の 中 で 、 町 の 中 心 地 が

変 わ っ て し ま う と い う そ の 部 分 を 少 し で も こ う い う こ と で こ う い う

こ と に な る ん だ と い う こ と を 理 解 を さ れ る と い う か 、 少 し で も 安 心

で き る と い う か そ う い う よ う な 方 向 性 に 持 っ て い け る よ う に 努 力 し

てまい りたい と 考えて おりま す ので、 御理解 願 いたい と思い ま す。  

 そ れ と 普 通 財 産 の 部 分 に つ い て で す 。 こ れ に つ い て も 、 ど う い う

目 的 で ど う い う こ と を 行 う の か と い う 計 画 を 出 し て も ら う こ と に つ

い て は 今 行 っ て い る と こ ろ で す 。 た だ し 、 そ れ を や る た め の 条 件 と

いうの はある と 思いま す。先 ほ ど日本 酒とい う 部分も ありま し た。  

 そ う い う ふ う に な る と 、 施 設 な り 、 水 の 問 題 と か い ろ ん な そ う い

う 部 分 が あ る と 思 い ま す 。 そ れ を 業 者 と し て 、 ど こ ま で 検 討 し た 部

分 の 中 で 計 画 を 立 て て い る の か と い う こ と も 、 い ま だ そ こ ま で は き

ち っ と 私 も 承 知 し て い な い 部 分 は あ り ま す 。 こ う い う 計 画 が あ り ま

す 、 そ し た ら 水 の 問 題 は ど う す る ん で す か 、 施 設 は ど う い う ふ う に
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使 う ん で す か な り 、 そ う い う も の も き ち っ と 町 の 立 場 と し て ク リ ア

で き て 、 そ し て こ れ が 町 の 人 に も 経 済 に 発 展 す る と か 地 域 の 活 力 に

発展す るとか 、そ ういう 部分と い うもの が見 込 ま れまし たら 、私は 、

公 共 施 設 で す か ら 議 会 に も こ う い う 方 向 が 、 計 画 が あ る と い う こ と

を き ち っ と 説 明 し た 部 分 の 中 で 進 め て い き た い と か ん が え て お り ま

す の で 、 こ の 点 に つ い て は 今 す ぐ 早 急 に と い う わ け で は な く 、 少 し

時 間 を か け な が ら 慎 重 に 、 た だ 使 っ て い な い 施 設 を 有 効 活 用 し て も

ら う こ と に 関 し て は 、 私 は そ の こ と に よ っ て 経 済 、 い ろ ん な 部 分 の

中 で 活 力 が 湧 く と い う か た ち で あ れ ば 進 め て ま い り た い と い う ふ う

に考え ており ま すので 、御理 解 を願い たいと 思 います 。  

 以 上 で ご ざ い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修 二 ）  最 後 で す 。 さ っ き の 質 問 と こ の ２ 点 目 と 非 常

に い ろ い ろ 考 え て で す ね 、 お 聞 き し た い 部 分 も あ っ た し 、 で す か ら

結 果 的 に な か な か 質 問 が ま と ま ら な か っ た ん で す け ど 、 御 答 弁 を 考

え る に も 大 変 ま と ま ら な か っ た な と 大 変 恐 縮 を し て お り ま す け ど 、

私はそ の、今ま さ に蘭越 町に 、ニ セ コ・倶知安 地域 の 不動産 登記の 矛

先 が 向 か っ て き て る と 。 前 兆 で は な く そ う い う 時 代 に な っ て き た ん

だ と 、 そ う い う ふ う に 感 じ て お り ま し て 、 そ こ に つ い て ど う 対 応 し

て い く か と い う こ と を こ れ か ら や っ ぱ り 町 と し て 考 え て い く 、 そ う

い う 時 代 に な っ た ん だ と 考 え て お り ま す 。 そ れ だ け に 慎 重 な 対 応 を

取 っ て い く べ き だ と 思 っ て い る ん で す け ど 、 先 ほ ど 御 答 弁 に あ り ま

し た よ う に 、 じ ゃ あ 実 情 ふ ま え た こ れ か ら の 蘭 越 の ビ ジ ョ ン ど う 考

え て い く か と い う こ と に つ い て は 、 や っ ぱ り 関 係 機 関 や 先 進 町 村 の

事 例 は や っ ぱ り 、 指 導 助 言 を い た だ い て 研 究 し て い く こ と は や っ ぱ

り 大 事 だ と 思 い ま す の で 、 先 ほ ど 答 弁 あ り ま し た と お り 、 ぜ ひ そ う

いうこ とにつ い て道な り、倶知 安・ニセコの です ね 、ど う対応 して い

っ た か と い う こ と に つ い て 十 分 協 議 を し て 取 り 進 め て い っ て ほ し い

と思い ますの で 、その 点につ い て、最 後にお 聞 きしま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  難 波 議 員 の 質 問 に お 答 え い た し ま す 。 実 は 今 の

状 況 と い う の は 非 常 に で す ね 、 平 成 ２ 年 ３ 年 く ら い に あ っ た バ ブ ル
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の、そうい うよ う な状況 に来て る かな 、土地 をど ん どん買 って 、あ の

時 は ３ 点 セ ッ ト 、 ホ テ ル と ス キ ー 場 と ゴ ル フ 場 と い う か た ち で 蘭 越

の 町 内 の 開 発 が さ れ た と 。 そ れ と ち ょ っ と 違 い ま す が 、 不 動 産 の 取

得 と か そ う い う も の が ど ん ど ん ど ん ど ん な さ れ て い っ て 、 そ れ に 町

が ど う 対 応 し て い く か と い う こ と で す 。 い ず れ に し て も 、 こ こ に 町

民 の 方 が 住 ん で い て 、 安 心 安 全 に 生 活 が で き る と い う こ と が 一 番 大

事な事 だと思 い ます。そ れと、移 住定住、さらに は 各 地域 の活力、そ

う い う も の が だ ん だ ん 薄 れ て き て い る 部 分 の 中 で 、 そ う い う き ち っ

と し た も の を 起 爆 剤 と し て や っ て い け る こ と が 、 町 の 活 力 に も 十 分

発 展 で き る も の だ と 思 っ て お り ま す 。 こ れ に つ い て は 町 行 政 だ け で

は な く 、 先 ほ ど 議 員 か ら お っ し ゃ っ た 総 合 計 画 、 そ う い う 部 分 の 中

に も 各 審 議 員 と し て は 商 工 会 長 さ ん を は じ め 様 々 な 各 関 係 機 関 の

方々に も入っ て い る部 分もあ り ますの で、そう い う現状 等も含 め て、

今 年 作 成 し て い る 部 分 が ご ざ い ま す の で 、 そ う い う 情 報 も 入 れ な が

ら十分 意見を 聞 いて進 めてま い りたい と。  

や は り こ れ か ら、５年 、１ ０年、２ ０年 、３ ０年と 蘭 越をつ くって

い く 、 そ う い う 部 分 の 中 で は 非 常 に 今 来 て る 波 と い う の は 一 部 、 や

は り き ち っ と 対 応 す る こ と に よ っ て 大 き な 部 分 に も な る の で は な い

かと考 えてお り ます。  

 慎 重 慎 重 に い き す ぎ て 、 後 か ら 前 に 行 け な か っ た と い う こ と も あ

ります ので 、そ の 辺は内 部で十 分 検討し て、職員 共 々、議員の 皆様 に

も 相 談 し て 進 め て ま い り た い と い う こ と で 御 答 弁 と さ せ て い た だ き

たいと 思いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て難 波議員 の 質問を 終わり ま す。  

 こ こ で 、昼 食 の ため休 憩いた し ます。再開 は１３ 時とい たしま す 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 再 開 い た し ま す。休憩 前に 引き 続き、一 般質 問

を行い ます。 ８ 番中島 議員、 質 問席へ 着席願 い ます。  

「 ８ 番 、 中 島 議 員」  

 

〇 8 番 （ 中 島溢子 ）  私 か ら ２ 点 につ いてお 伺 いいた します 。  

 １ 点 目 で ご ざ い ま す 。 蘭 越 高 校 の こ れ か ら に つ い て 、 高 校 の 将 来

に つ い て の 検 討 委 員 会 を 設 立 さ れ る と の こ と で す が 、 今 後 の 進 め 方

につい てお伺 い いたし ます。  

 ２ 点 目 で ご ざ い ま す 。 今 、 全 国 的 に 取 り 組 ん で い る コ ミ ュ ニ テ ィ
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スクー ルにつ い て、本 町も検 討 する考 えはあ り ません か。  

 以 上 で ご ざ い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  中 島 議 員 の 、 蘭 越 高 校 の こ れ か ら に つ い て の 御

質問に お答え い たしま す。  

 高 校 の 将 来 に つ い て の 検 討 委 員 会 の 設 立 に つ い て は 、 令 和 元 年 第

２ 回 定 例 会 に お い て 、 永 井 議 員 か ら の 道 立 蘭 越 高 等 学 校 の 今 後 に つ

い て の 御 質 問 に 対 し 、 私 か ら 入 学 者 確 保 の 大 変 厳 し い 中 で 、 い つ ま

で 存 続 さ せ て い け る の か と い う 現 実 も 見 据 え て 、 蘭 越 高 校 の 今 後 の

方 向 性 を 見 通 し て の 検 討 も 必 要 で あ り 、 来 年 度 の 入 学 者 確 保 に 全 力

で取り 組みな が ら、並行 して 蘭 越高校 の今後 の 方向性 につい て、「検

討 委 員 会 」 を 立 ち 上 げ て 議 論 し て ま い り た い と 答 弁 い た し た と こ ろ

であり ます。  

 検 討 委 員 会 の 進 め 方 等 に つ い て の 御 質 問 で あ り ま す が 、 検 討 委 員

会 の 設 立 に つ い て は 、 今 後 の 蘭 越 高 校 の 方 向 性 を 考 え る 重 要 な 課 題

で あ り 、 検 討 委 員 会 の 構 成 員 や 資 料 収 集 に つ い て 、 現 在 作 業 を 進 め

て お り ま す が 、 今 年 １ ０ 月 下 旬 頃 の 設 立 に 向 け て 、 現 在 準 備 を し て

い る 段 階 で ご ざ い ま す 。 検 討 委 員 会 設 立 後 、 検 討 の 内 容 を 議 会 に も

報 告 し な が ら 、 今 後 の 方 向 性 も 含 め て 協 議 し て ま い り た い と 考 え て

おりま すので 、 御理解 願いま す 。  

 ２ 点 目 の 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル を 本 町 も 検 討 す る 考 え は な い か

と の ご 質 問 で す が 、 議 員 ご 承 知 の よ う に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル と

は、地域 住民が 学校運 営に参 画 できる ように す る .仕 組 み や 考 え 方を

有 す る 形 態 の 学 校 の こ と で ご ざ い ま す 。 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、

全国の 小中学 校 では 、全体 の１ ６ ．３ パーセ ント に あたる ４，７５ ７

校が導 入して お り、後志 管内で は 、小樽市 の一部 の 学校、寿 都町、ニ

セコ町 など５ 市 町村が 導入し て いると 伺って お ります 。  

 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル は 、 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 の 法 律 の 改 正 に よ り 、

学 校 運 営 協 議 会 の 設 置 が 努 力 義 務 化 さ れ て お り 、 本 町 に お い て も コ

ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の 導 入 に つ い て 検 討 し て ま い り た い と 教 育 委 員

会 よ り 伺 っ て お り ま す 。 具 体 的 に は 、 年 内 に 教 育 委 員 が 道 内 に お い

て 先 進 的 な 活 動 を し て い る 市 町 村 へ の 視 察 を 予 定 お り 、 導 入 の メ リ

ッ ト ・ デ メ リ ッ ト を よ く 見 極 め て 検 討 し て い き た い と の 考 え で ご ざ

います 。ま た 、高 校にお けるコ ミ ュニテ ィスク ー ルにつ いては 、全 国
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で は １ ０ ． ７ パ ー セ ン ト に あ た る ３ ８ ２ 校 が 導 入 さ れ て い ま す が 、

設 置 者 が 北 海 道 教 育 委 員 会 で あ る こ と か ら 、 指 定 に つ い て は 道 教 委

が 指 定 す る こ と や 、 地 域 の 高 校 に つ い て は 小 中 学 校 の 指 定 も 影 響 す

る こ と か ら 道 教 委 と も 十 分 に 連 携 し 進 め な け れ ば な ら な い と 考 え て

おりま す。なお 、当面は 、蘭 越高 校 の存続 が大き な 課題で ござい ま す

の で 、 今 年 度 の 入 学 者 が 六 名 で あ っ た こ と か ら 、 来 年 度 募 集 停 止 に

な ら な い よ う １ ０ 名 以 上 の 入 学 者 確 保 に 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま

すので 、御理 解 願いた いと思 い ます。 以上で す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  中 島 議 員 。  

 

〇 ８ 番 （ 中 島 溢 子 ）  今 の 説 明 で だ い た い 理 解 で き ま し た け ど 、 回

覧 板 等 な ど で 町 長 は 住 民 の 声 を 聞 き た い と 申 し て お り ま し た の で 私

は 住 民 の 一 人 と し て こ の コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の こ と に つ い て 意 見

を 述 べ さ せ て い た だ き ま し た 。 ま あ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ス ク ー

ルとい うのは 、今 、町 長がお っし ゃ ったよ うに 、学 校 と地域 の連携 を

深 め な が ら 、 学 校 運 営 に 保 護 者 や 地 域 住 民 か ら も 参 加 す る 仕 組 み 、

学 校 の 運 営 、 協 議 会 で 学 校 の 運 営 方 針 や 教 職 員 の 運 営 に つ い て 意 見

を 述 べ る こ と が で き る と な っ て い る よ う で ご ざ い ま す 。 昨 年 ４ 月 、

今 町 長 が お し ゃ っ た と お り 、 普 通 高 校 で は ３ ８ ２ 校 が 導 入 さ れ て い

ると伺 ってお り ます。  

 今 、 国 全 体 が 動 い て る と 思 い ま す が 、 北 海 道 も ち ょ っ と 遅 れ て い

る か な と そ う 思 っ て お り ま す 。 廃 校 に す る の か 存 続 に な る の か 、 二

つ に 一 つ の 判 断 で ご ざ い ま す け ど 、 本 当 に 難 し い こ と か と 思 っ て お

り ま す 。 こ の コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル と い う の は 、 も っ と も っ と 深 め

にもっ ともっ と あれし ました ら 、６人 、１０ 人に な らなく ても 、地 域

住 民 を 巻 き 込 ん だ 、 そ う い う こ と で も っ て 、 学 校 は 存 続 で き る ん だ

と い う こ と を 聞 い て お り ま し た け ど 、 費 用 対 効 果 も 含 め て 判 断 す る

た め に 検 討 委 員 会 を ぜ ひ 深 め て い た だ き た い な と そ う い う ふ う に 思

っ て お り ま す 。 も う 一 度 、 １ ０ 月 に 設 立 を 進 め て い く 予 定 だ と 聞 い

ており ました の で 、も う一度 お 聞きし ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長（ 金 秀 行 ） 中 島 議 員 の 再 質問に お答え さ せてい ただき ま す。

議 員 お っ し ゃ る と お り で す ね 、 ま ず 蘭 越 高 校 の こ れ か ら に つ い て と
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い う こ と で 、 ま ず 私 は 存 続 さ せ る こ と に 全 力 を 尽 く し て ま い り た い

と い う の は 申 し 上 げ て い る と お り で ご ざ い ま す 。 た だ 、 そ の 存 続 と

い う 部 分 の 中 で も 、 少 子 高 齢 化 に よ っ て こ れ か ら ど こ ま で 蘭 越 高 校

が 存 続 で き る か と い う こ と も 含 め て 、 平 行 し て 今 後 の 蘭 越 高 校 の あ

り 方 に つ い て 検 討 委 員 会 を 設 置 を し な が ら 進 め て ま い り た い と い う

答 弁 を も う し あ げ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ の 点 に つ い て は 、 現 在

教 育 委 員 会 の 方 で 検 討 委 員 会 設 立 に 向 け て 検 討 を 進 め て い る と こ ろ

でござ います 。  

 そ の 中 で 、 先 ほ ど 中 島 議 員 お っ し ゃ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル に

つ い て は 、 小 中 学 校 に つ い て は 教 育 委 員 会 と し て 前 向 き に 進 め て い

る と い う こ と で 、 教 育 委 員 が 全 道 の 優 良 町 村 に い っ て 視 察 を し な が

ら 、 ど う い う 進 め 方 が い い の か と い う こ と を き ち っ と 勉 強 を し て 、

町 の ほ う に ど う い う か た ち で も っ て い く か と い う こ と を 検 討 す る と

いう段 階です 。た だし高 校につ い ては 、道立 高校 に ついて は、これ は

道 教 委 の 管 轄 だ と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 こ の 辺 の と こ ろ は 道

教委と 十分に 協 議しな かった ら と考え ており ま す。  

 先 ほ ど 議 員 お っ し ゃ っ た 、 ち ょ っ と 私 も 勉 強 不 足 で す の で 、 あ く

ま で も 道 立 高 校 と し て は 地 域 キ ャ ン パ ス 校 の 蘭 越 高 校 が 道 教 委 の 緩

和 さ れ た 部 分 の 中 で 、 １ ０ 名 を き る と い う ふ う に な っ た 場 合 は 募 集

停 止 だ と い う こ と を 言 わ れ て お り ま す の で 、 今 議 員 お っ し ゃ っ た 、

コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル に し て そ れ が １ ０ 名 以 下 で も 大 丈 夫 だ と い う

の は 、 ち ょ っ と 私 も 勉 強 不 足 で 答 弁 は で き ま せ ん が 、 い ず れ に し て

も こ の コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の 進 め 方 に つ い て は 内 部 で 十 分 検 討 し

な が ら 進 め て い き た い の と 、 ま ず は 存 続 を 目 指 し て い ろ ん な と こ ろ

で努力 してま い りたい と思い ま すので 御理解 願 いたい と思い ま す。  

 あ と 、 補 足 に ついて は教育 長 から答 弁をさ せ ていた だきま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  首 藤 教 育 長 。  

 

〇 教 育 長 （ 首 藤 一 幸 ）  私 の 方 か ら も 御 答 弁 さ せ て い た だ き ま す 。

た だ 今 、 町 長 か ら も 説 明 い た し ま し た と お り 、 今 年 度 ６ 名 だ っ た も

の で す か ら 、 ２ 年 連 続 し て 入 学 者 が １ ０ 名 を 切 る と で す ね 、 募 集 停

止 に な る と い う こ と で ま ず 来 年 度 １ ０ 名 以 上 の 入 学 者 を 確 保 し な け

ればな らない 。そ のため に 、現在 全 力で募 集活動 を してお りまし て 、

大 ま か に 言 い ま す と 、 町 長 と 私 に つ い て は 中 央 児 童 相 談 所 と か い ろ

い ろ な 児 童 相 談 所 、 ま た 余 市 福 祉 会 と か 愛 星 学 園 と も 面 談 を し た り
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で す ね 、 ま た 高 校 の 校 長 と 私 に つ い て は 私 と 、 黒 松 内 中 学 校 だ け で

はなく てニセ コ 、真狩 、京 極、留 寿都、喜 茂別 、共 和、岩 内、岩内第

一 中 学 校 と も 訪 問 し て お り ま し て 、 今 後 に つ き ま し て も 引 き 続 き 学

校訪問 続けた い と考え ており ま す。  

 ま た 高 校 に つ き ま し て は 、 さ ら に 子 供 た ち が 蘭 越 高 校 に き て い た

だ き た い と い う お 話 を し て 、 ニ セ コ 中 学 校 や 蘭 越 中 学 校 で 学 校 説 明

を し た り 、 母 校 で の 学 校 説 明 会 を し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す が 、

そ の よ う に 来 年 度 １ ０ 名 確 保 す る た め に 全 力 で 取 り 組 ん で い る と こ

ろ で あ り ま す 。 ま た 一 方 、 平 行 し て 高 校 の 将 来 に つ い て の 検 討 委 員

会 設 立 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど の 町 長 の 御 説 明 の と お り 、 前 回 の 永

井 議 員 の 一 般 質 問 に 対 し ま し て 今 後 の 方 向 性 に つ い て 、 存 続 が で き

な く な っ た 場 合 の こ と も 考 え な が ら 、 今 後 、 蘭 越 高 校 を ど の よ う に

考 え て い っ た ら よ い の か と い う こ と を 考 え る 検 討 委 員 会 も 設 立 し な

が ら 平 行 し て い き た い と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ で あ り ま す 。

ま た 、 今 、 議 員 が お っ し ゃ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル に つ き ま し て

は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル と い う 制 度 が あ る ん で す け ど 、 学 校 と 地

域 が 連 携 し て 地 域 の 協 力 を 得 な が ら 学 校 運 営 を し て い く と い う も の

に な り ま す け ど 、 こ れ は コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル に な っ て も な ら な く

て も 、 １ ０ 名 確 保 と い う こ と が 大 前 提 で ご ざ い ま す の で 、 そ の よ う

な こ と で 現 在 取 り 組 ん で い る と い う こ と で 御 理 解 願 い た い と 思 い ま

す。以 上です 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  中 島 議 員 。  

 

〇 ８ 番 （ 中 島 溢 子 ）  町 長 さ ん の お 話 も 、 教 育 長 さ ん の お 話 も お 聞

き し た ら 存 続 と い う 気 持 ち が あ る と い う こ と で 、 こ れ か ら は 住 民 も

町 民 の 皆 様 も 巻 き 込 ん で 、 そ し て 存 続 に 向 け て 頑 張 っ て も ら い た い

なと、 そうい う ふうに 思って お ります 。以上 で す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長（ 金 秀 行 ） 今 の 中 島 議 員 の御質 問に対 し てでご ざいま す が、

まず存 続に向 け て、春に「蘭 越高 校を地 域と共 に 考える 会」で現 状 を

説 明 し て 、 そ し て 地 域 と 共 に 考 え る 会 の リ ー フ レ ッ ト を 全 校 に 配 布

してお ります 。こ れをも とに 、議 員 がおっ しゃっ た とおり 、私 も町 民

も も っ と こ う い う 現 状 と 、 も う 少 し 何 か す る こ と に よ っ て 、 蘭 越 高
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校 が 魅 力 あ る 高 校 に 、 と い う こ と も お 話 で き る 、 そ う い う 体 制 も 必

要だと 考えて お ります 。  

 い ず れ に し て も 、 そ の 総 会 終 わ っ た か ら チ ラ シ を 配 り ま し た 、 と

い う だ け で は な く 、 で き れ ば ま た 秋 に 向 け て 町 民 の 方 々 に も こ う い

う か た ち で 募 集 活 動 を 行 っ て い る と い う Ｐ Ｒ を 含 め な が ら 存 続 に 向

け て 努 力 を し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 、 御 理

解願い たいと 思 います 。  

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  そ れ で は 、 1 項 目 の 中 島 議員 の質 問を 終 わり

ます。 ２項目 の 質問に 移って く ださい 。  「 中 島 議 員 」  

 

〇 ８ 番（ 中 島 溢 子） は い 、２ 点 目 でござ います 、補 聴器の 公費助 成

に つ い て 。 蘭 越 町 で は 、 高 齢 者 で 補 聴 器 の 必 要 な 方 が た く さ ん お ら

れ る と 聞 い て お り ま す 。 高 齢 者 の 中 に は 、 そ の 経 済 的 な 負 担 が 大 き

い こ と か ら 、 年 金 受 給 者 も 補 聴 器 を 買 う こ と が で き る よ う 、 公 費 助

成を考 えるべ き と思い ますが 、 お伺い いたし ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  中 島 議 員 の 、 補 聴 器 の 公 費 助 成 に つ い て の 御 質

問にお 答えし ま す。  

 現 在 、 補 聴 器 を 含 む 補 装 具 の 公 費 助 成 に つ い て は 、 身 体 障 害 者 手

帳 保 有 者 を 対 象 と し て お り ま す 。 こ の う ち 補 聴 器 に つ い て は 、 聴 覚

障害認 定者を 対 象とし ており 、助 成割合 は、通常 は 基準額 の９割 、住

民 税 非 課 税 世 帯 及 び 生 活 保 護 受 給 世 帯 は 基 準 額 の １ ０ 割 と し て お り

ます。  

 次 に 、 高 齢 者 におけ る補聴 器 の必要 性につ い て申し 上げま す 。  

 加 齢 に 伴 う 認 知 症 に つ い て は 、 特 に 高 齢 に な る に つ れ て 、 人 と 会

話をし たり 、外 へ 出かけ ること が 少なく なるこ と 、つまり「閉 じこ も

り」が大き な要 因 と いわ れてお り ます 。一般 に 、聴 力が低 下する と 、

人の話 が聞こ え にくく なり 、会 話が疎 遠とな り、「閉じ こも り」を 助

長 す る こ と も 考 え ら れ 、 認 知 症 の 予 防 、 さ ら に は 社 会 活 動 を 助 長 す

る観点 から、 高 齢者の 補聴器 の 必要性 を感じ て おりま す。  

 さ て 、 補 聴 器 を 必 要 と す る 高 齢 者 の 中 に は 、 聴 覚 障 害 を 認 定 さ れ

て い る 方 も い ら っ し ゃ る と 思 い ま す の で 、 ま ず は 先 ほ ど 申 し 上 げ ま

した助 成制度 を 利用し ていた だ きたい と考え ま す。  

 ま た 、 他 方 で 、 聴 覚 障 害 認 定 に 至 ら な い ま で も 補 聴 器 を 必 要 と す
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る ほ ど の 機 能 低 下 が 所 見 さ れ る 方 に つ い て は 、 助 成 対 象 の 拡 大 に つ

いて検 討して ま いりた いと考 え ます。  

そ の 場 合 に は 、 医 師 の 診 断 に よ る 機 能 低 下 レ ベ ル に よ り 対 象 基 準

を 設 け る と と も に 、 所 得 区 分 に 応 じ た 助 成 割 合 の 設 定 が 必 要 で は な

い か と 考 え て お り ま す の で 、 内 部 で 十 分 検 討 し 取 り 進 め て ま い り ま

すので 、御理 解 願いま す。以 上 です。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  中 島 議 員 。  

 

〇 8 番 （ 中 島 溢 子 ）  耳 が 遠 く な る とい うこ と は認 知症 にな る 傾向

が 強 く な る と い う ふ う に 言 わ れ て お り ま す 。 今 、 町 長 が お っ し ゃ っ

た と お り だ と 思 い ま す 。 結 果 的 に 医 療 費 の 負 担 が 増 え る と 介 護 の 負

担 に つ な が る と 考 え て お り ま す の で 、 ぜ ひ 検 討 し て い た だ き た い と

思いま すので よ ろしく お願い い たしま す。終 わ ります 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  答 弁 い い で すか 。  

 

〇 ８ 番 （ 中 島 溢子 ）  答 弁 い た だ きた いと思 い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  再 質 問 に お 答 え い た し ま す 。 議 員 お っ し ゃ る と

お り 、 私 も い ろ ん な 所 の 会 合 と か 、 そ う い う ふ う な 所 に 出 さ せ て い

い た だ い た 時 に 、 聴 力 が 低 下 す る こ と に よ っ て 人 と の 会 話 を 避 け た

り、「閉じ こも り 」という よう な 部分が 出てく る という ところ は 非常

に 私 も 感 じ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の 点 に つ い て は 内 部 で も

十 分 、 担 当 の 方 と 協 議 を し て で す ね 、 ま ず 補 聴 器 の 購 入 に あ た っ て

は 、 そ の 中 で 障 害 者 総 合 支 援 法 と い う 部 分 の 中 で 補 助 が 受 け ら れ る

と い う こ と で す か ら 、 そ こ で ま ず 該 当 に な ら な い か ど う か と い う こ

と を 、 き ち っ と 役 場 の 方 含 め て 相 談 し て い た だ け れ ば あ り が た い と

思って おりま す 。  

 先 ほ ど 答 弁 し た と お り 、 そ こ で も 該 当 に な ら な い 、 け れ ど も 生 活

に 不 便 が あ る と い う 方 に 対 し て 、 ど こ ま で そ う い う 補 助 が で き る の

か と い う こ と が ご ざ い ま す が 、 そ の 点 に つ い て は 内 部 で 十 分 検 討 し

ながら 進めて ま いりた いとい う ふうに 考えて お ります 。  

 現 在 の と こ ろ 、 補 聴 器 と い う と 、 数 万 か ら 数 十 万 ま で と か な り の
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規 模 が あ る と 思 い ま す の で 、 他 町 村 の 支 援 制 度 、 そ う い う も の も 内

部 で 検 討 し な が ら 方 向 性 を 出 し て い き た い 、 そ う い う ふ う に 考 え て

おりま すので 御 理解願 います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て中 島議員 の 質問を 終わり ま す。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 次 に 、９ 番 栁 谷議員、質問 席へ 着席願 います 。  

 「 ９ 番 、 栁 谷 議員」  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  私 か ら は 二 つ の 点 に つ い て そ れ ぞ れ お 尋 ね し た

い と 思 い ま す 。 ま ず 、 幌 別 岳 山 系 の 目 名 川 上 流 水 系 の 土 砂 崩 れ に つ

いて伺 います 。近 年、目視さ れた だ けで 、数十 ヶ所 の 土砂崩 れが確 認

さ れ て お り ま す 。 黒 松 内 低 位 帯 の 北 側 に 位 置 す る こ の 山 系 は 、 ブ ナ

の山地 北限と し ても学 術的に 貴 重な地 位を占 め ており ます。  

地 域 の 人 々 に よ る と 夏 で も 少 し の 雨 で 沢 水 が 濁 っ て サ ク ラ マ ス の

影 響 を 心 配 す る 声 も 聞 か れ ま す 。 関 係 方 面 へ の 現 地 調 査 の 要 請 と 対

策を求 めるべ き と思い ますが 、 伺いま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  栁 谷 議 員 の 、 幌 別 岳 山 系 の 目 名 川 水 系 上 流 の 土

砂崩れ につい て の御質 問にお 答 えしま す。  

 幌 別 岳 山 系 は 、蘭越町 と寿都 町 の境界 に位置 し、また、清 水・三笠

地 区 の 西 側 に 位 置 す る 、 標 高 ８ ９ ２ メ ー ト ル の 長 い 稜 線 で 連 な る 山

系でご ざいま す 。  

 議 員 か ら の 御 質 問 を 受 け 、 担 当 職 員 に 現 地 調 査 を さ せ た と こ ろ 、

議員 、御指 摘の と おり 、山腹 部分 の 複数の 斜面で 山 肌が露 出し 、荒 廃

が進ん でいる こ と、また 、山 頂か ら山腹 部分の 所 有は 、北海 道が 管 理

する、 道有林 で あるこ とを確 認 いたし ました 。  

 担 当 職 員 か ら 後 志 総 合 振 興 局 森 林 室 へ 問 い 合 わ せ た と こ ろ 、 道 で

は 、 今 年 ５ 月 に 現 地 へ 出 向 き 、 ド ロ ー ン 等 で 現 状 を 調 査 し た よ う で

ご ざ い ま す が 、 山 腹 部 分 は 砂 地 で 全 体 が 急 勾 配 で あ り 、 荒 廃 の 要 因

として は、雨水 、融雪 、雪崩 等に よ り斜面 の土砂 が 崩落し たもの と 認

識 し て お り 、 今 後 の 状 況 を 注 視 す る と と も に 、 具 体 的 な 対 策 の 検 討

が必要 である と の解答 を受け た ところ でござ い ます。  

 ま た 、こ の 山 系 の下流 には 、幌 別 岳山系 を源流 に する 、ツバ メの 沢
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川、クスリ の沢 川 、三 之助川 、貝殻 沢川な どの道 や 町が管 理する 河 川

が ご ざ い ま す の で 、 こ れ ら の 河 川 付 近 に は 、 道 で 指 定 す る 土 砂 災 害

警戒区 域とし て 基礎調 査を終 え ている 区域も あ り、町とし まし て も、

土 砂 災 害 の お そ れ が あ る 場 合 は 、 適 切 な 警 戒 避 難 体 制 を と る な ど 、

住民の 生命を 守 る総合 的な土 砂 災害対 策を進 め ており ます。  

 議 員 御 指 摘 の と お り 、 こ の 上 に 位 置 す る 、 幌 別 岳 山 系 を こ の ま ま

放置し ておく と 、サクラ マスの 遡 上等の 生態系 へ の影響 や環境 破 壊、

ま た 、 集 中 豪 雨 の 際 に は 、 下 流 に 位 置 す る 町 や 道 河 川 へ の 影 響 も 危

惧され るとこ ろ です。  

 い ず れ に い た し ま し て も 、 人 と 自 然 が 共 生 で き る 治 山 ・ 防 災 対 策

が 望 ま し い こ と で あ り 、 ま た 、 土 砂 災 害 等 に よ り 人 的 被 害 や 生 態 系

への影 響が考 え られま すので、ま ずは、治 山・治水 対策を 含め、山 林

を 所 管 し て い る 北 海 道 へ 対 策 を 講 じ て い た だ く よ う 、 要 望 し て ま い

り た い と 考 え て お り ま す 。 併 せ て 、 地 域 住 民 の 方 々 か ら 情 報 提 供 を

いただ きなが ら 、河川へ の被害 に ついて は、北海 道 そして 、町 にて 要

望及び 対策を 講 じてま いりま す ので、 御理解 願 います 。以上 で す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  実 は こ の 質 問 を 準 備 す る 段 階 で カ メ ラ で 写 真 を

撮って いただ き まして 、日 常 、我 々目視 するこ と によっ て、事の 重 大

さ を 気 が つ か な け れ ば な ら な い わ け で す け ど 、 山 肌 が 大 き く 数 十 ヶ

所 に わ た っ て え ぐ ら れ て い る と い う 状 況 は 雪 崩 が 主 な 原 因 と 、 ま あ

大 水 は 近 年 あ り ま せ ん の で 、 こ の よ う に 認 識 し て お り ま し た 。 し か

し 、 カ メ ラ の 目 で 捉 え た 山 肌 は ご ま 塩 状 に 、 胆 振 の 地 震 の 山 肌 が 崩

落 し た 状 況 の 小 型 版 と し て 、 私 は ご ま 塩 状 の こ の 雪 崩 を 捉 え た わ け

で す 。 御 存 知 の よ う に 自 然 保 護 上 も 大 変 大 事 な こ と で ご ざ い ま す 。

気 づ き が 、 私 を は じ め 、 な ぜ 今 ま で 話 題 に な ら な か っ た か と い う の

が不思 議でな ら ない気 がする わ けです けど 、自 然 保護上 はもと よ り、

サ ク ラ マ ス の 保 護 区 域 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 北 海 道 で は 人 工 ふ

化がサ ロマ湾 含 めて２ ヶ所し か やって おりま せ ん。  

目 名 川 で は 世 界 で 一 番 の 捕 獲 量 が 記 録 さ れ て い る 、 ほ と ん ど が 国

際 的 に は 北 半 球 で 自 然 産 卵 に よ っ て 確 保 さ れ て い る 、 非 常 に 重 要 な

漁 業 資 源 で あ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 私 が こ れ を 議 会 で 取 り 上

げなけ ればな ら ない と 、か られ た もの は なんで あ るかと いいま す と、

昭 和 初 期 と 戦 後 ま も な く の ダ ム 建 設 、 こ れ は 直 近 で は 昆 布 と 、 そ れ
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から蘭 越のダ ム 建設 、それ から 戦 後まも なくの 王 子の発 電所の 建 設、

こ の 後 に 極 端 に 漁 獲 が 減 っ て い る と 。 産 卵 が 減 っ て い る と い う 記 録

が ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 昭 和 ３ ６ 年 と ３ ７ 年 の 大 洪 水 、 こ れ の 後 数

年にわ たって 捕 獲量が 激減し て るとい うデー タ がある んです 。  

 そ れ で 、下 流 水 域のツ バメの 沢、クスリ の沢、赤 ハ ゲの沢、三之助

沢 、 貝 殻 沢 、 ほ と ん ど 私 は 流 域 に 生 活 を し て い る 皆 さ ん に 聞 き 取 り

を し た ん で す が 、 わ ず か な 雨 で 川 水 が 濁 る よ う に な っ た と 。 な ん で

上 流 で 工 事 を や っ て 泥 水 を 寄 越 す の か 、 工 夫 が 必 要 な ん で な い か と

言 っ て み た け ど そ の 気 配 が な い と 。 い う の が 共 通 し た 意 見 で ご ざ い

ました 。  

 大 工 事 と な ら な い ま で も 、 全 面 禁 漁 に し て サ ク ラ マ ス 資 源 を 守 ら

な け れ ば な ら な い 意 義 は ど こ に あ り ま す か と い い ま す と 、 実 は 回 遊

魚では あるけ れ ど、稚魚 の 段階 か らその 海に出 る までの 間の１ 年 間、

１ ０ セ ン チ 前 後 の ス モ ル ト 状 態 で 目 名 川 で 生 活 す る と 。 外 敵 か ら 身

を 守 る た め に 自 分 の 体 を 大 き く す る 、 そ う い う 期 間 が 必 要 だ と 。 そ

の 間 釣 ら れ て し ま う こ と が な い よ う に 、 実 は 禁 漁 に し て い る と い う

ことで ござい ま すね 。全面 禁漁 、地域 の 人の協 力 と、それか ら 河 川 監

視含め て、道 で もお金 をかけ て るとい うこと で ござい ます。  

 そ れ か ら も う 一つ、 ブナの 北 限につ いてで ご ざいま す。  

 黒 松 内 町 は 平 地 の ブ ナ の 北 限 で あ る の に 対 し て 数 十 キ ロ 北 側 に 位

置 す る 山 地 の 北 限 と し て 、 こ れ は 道 の 林 務 部 の 資 料 や 北 大 の 農 学 部

の資料 に も載 っ ている という こ とであ ります 。  

 小 径 木 も 含 め て 数 百 本 の ブ ナ の 群 生 地 が ツ バ メ の 沢 の 奥 の 平 地 に

群 生 し て る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 学 術 的 に も 非 常 に 貴 重 な も の

で あ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 今 、 こ の 幌 別 岳 の 北 側 の 斜 面 を 実

は 南 側 か ら 俯 瞰 す る と 目 名 駅 の 前 、 そ れ か ら 北 側 か ら 俯 瞰 す る に は

町 道 の 上 里 線 、 そ れ か ら 南 東 方 面 か ら 俯 瞰 す る に は 道 道 の 逆 川 の 付

近 、 大 谷 の 逆 川 の 付 近 、 こ れ は 双 眼 鏡 及 び カ メ ラ に よ っ て か な り 詳

細に見 ること が できる という こ とがわ かって い ます。  

今 必 要 な こ と は 全 面 的 な 調 査 活 動 と 、 治 山 計 画 を 道 に 立 て て も ら

っ て 、 こ れ ら の 資 源 を 守 り な が ら 下 流 域 の 治 水 工 事 に 役 立 て る と 思

い ま す の で 。 私 が 把 握 し て い る 記 録 に つ い て は 以 上 で ご ざ い ま す 。

な お 、 ど の く ら い の 雨 で ど の く ら い 濁 る か と い う の は 、 本 人 の 了 解

も得て ますの で 名前を あげま す 。  

 高 田 勝 美 さ ん 、彼はク スリの 沢 、今村末 広 さん も そう で した 、そ れ

か ら 向 田 正 幸 さ ん は ツ バ メ の 沢 で ご ざ い ま す 。 赤 ハ ゲ 沢 に つ き ま し
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て は 今 村 政 義 さ ん 、 そ れ か 貝 殻 沢 に つ き ま し て は 今 野 正 さ ん 、 と い

う 方 々 に 了 解 を 得 て い ま す の で 、 町 で も 積 極 的 に 保 護 の た め に そ の

地 な ら し を し て い た だ き た い と い う ふ う に 思 い ま す 。 こ れ ら に つ い

てもう 一回、 町 長から お願い し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  栁 谷 委 員 の 再質問 にお答 え します 。  

議 員 御 指 摘 の と お り 、 こ の 質 問 を 受 け て 、 す ぐ 担 当 者 の ほ う に 現 地

調査を させま し た。  

 先 ほ ど 議 員 お っしゃ ったと お り、これが 目名 駅 から見 た写真 で す。 

 本 当 に こ う い う ふ う に 崩 れ て い る と 。 で 、 こ れ が 道 営 の 農 免 農 道

から撮 った写 真 と。まあ私 も確 認 した部 分の中 で 、やはり これ 、山 肌

が 非 常 に 出 て 非 常 に 危 険 な 状 態 だ な あ と い う 認 識 を し た と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 そ の よ う な 部 分 の 中 で 北 海 道 の ほ う に こ の 事 に つ い て お

聞 き を し て 、 道 の ほ う で も ５ 月 に 調 査 を し た と 。 非 常 に 勾 配 が ４ ５

度 以 上 あ っ て 、 ほ と ん ど 垂 直 な 状 況 だ と い う こ と で 、 更 に は 砂 地 だ

から 、そこ に植 林 をして きちっ と 対応で きるか ど うかと いうこ と が、

非 常 に 北 海 道 と し て も 今 、 検 討 し な け れ ば な ら な い と い う 回 答 を い

た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た だ し 、 私 ど も と し て は こ の ま ま 放

っ て お く と い う わ け に は い き ま せ ん の で 、 き ち っ と 北 海 道 の ほ う と

し て こ の 調 査 を 含 め て 、 対 策 を し て も ら い た い と 。 い ろ ん な 部 分 の

中 で こ れ か ら 町 と し て の 要 望 活 動 、 そ う い う 中 に 入 れ た 部 分 の 中 で

対 応 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。 こ れ か ら 秋 の い ろ ん な 要 望 、

さ ら に は 春 の 後 志 総 合 開 発 期 成 会 、 い ろ ん な 要 望 が あ り ま す 。 そ の

中 に こ の 項 目 を 入 れ た 部 分 の 中 で 対 応 し て い く と い う こ と が 最 初 に

一番早 く でき る ことだ と考え て おりま すので 御 理解を 願いま す 。  

 さ ら に 状 況 に ついて は、今議 員 おっし ゃった と おり 、川が 濁る 、そ

う い う 部 分 に つ い て は 、 も し 本 当 に 危 険 だ と い う 場 合 に つ い て は 応

急 的 な 、 そ う い う 対 応 も 取 る こ と が で き る の か 、 そ の 辺 の と こ ろ は

町 河 川 に つ い て は 内 部 で 検 討 し ま す し 、 道 河 川 に つ い て は そ う い う

分 も 含 め て 道 に 要 望 し て い き た い と い う よ う な 対 応 を 取 り た い と 考

えてお ります 。 御理解 を願い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  
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〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  じ つ は 羊 蹄 山 の 治 山 工 事 、 国 の 直 轄 で や っ て お

ります ね。開発 局 で 。これは 、真狩 方面と か京極 方 面とか 比較的 急 斜

面 の 所 を 治 山 工 事 で 崩 落 を 防 い で い る と い う が 大 々 的 に さ れ て い る

と 。 今 回 の 程 が い さ さ か な も の か 私 は わ か り ま せ ん け ど 、 国 が そ の

気 に な れ ば 予 算 も 、 道 に 応 援 し て 十 分 可 能 だ と 。 褶 曲 （ し ゅ う き ょ

く）によっ てで き た山で すので 、貝 殻沢の 名前の と おり 、ホタ テの 殻

が洪水 になる と 流れて くるの が 貝殻沢 でござ い ます。  

 私 は 相 当 将 来 の 話 で す け ど 、 学 術 的 に こ の 山 の 価 値 と い う の は 相

当 な 意 味 で 学 術 的 に 評 価 さ れ る べ き と い う の は 来 る ん じ ゃ な い か と

思って おりま す 。  

 私 ど も は 大 体 的 な 治 山 工 事 を や っ て く れ と い う こ と で は な く て 、

現 状 を ど れ だ け き ち ん と 把 握 で き る か と 。 林 野 庁 も 含 め て 国 の 機 関

で ヘ リ コ プ タ ー を 飛 ば す な り な ん な り 、 き ち っ と し た 調 査 を 、 将 来

の変象 に耐え う る調査 活動を す べきだ と、いう ふ うにぜ ひとも 町 長、

開発期 成会を 通 じてで も説得 し ていた だきた い と。  

 突 き 当 た る の は道の 財政難 で すよね 、あり とあ らゆる 、この 後 の J 

Ｒ も そ う で す け ど 、 財 政 難 で す 。 こ の 財 政 難 の 中 で も や ら な け れ ば

な ら な い こ と と し て 、 や っ ぱ り 目 名 川 の 現 状 を 守 る と い う 運 動 を 、

町 民 運 動 と し て 町 長 が 常 に 頭 の 中 に 入 れ て い た だ く と い う こ と が 大

事では ないか と 思いま す。一 言 だけ。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

〇 町 長 （ 金 秀 行）  栁 谷 議 員 の 再質問 にお答 え します 。  

非 常 に あ の 、 蘭 越 町 の 町 民 の 方 が 安 心 し て 安 全 に 生 活 で き る 体 制

を 取 る と い う の は 私 は 常 日 頃 か ら 申 し 述 べ て る と お り で ご ざ い ま す 。 

特 に 自 然 を 大 切 に し な が ら 町 民 の 方 を 大 切 に し て い く と い う 中 の 一

部 分 が こ の よ う な か た ち で 脅 か さ れ る と い う こ と に つ い て は 、 非 常

に 町 で す ぐ 対 応 で き る 部 分 だ け の 規 模 で は な い と い う 事 で す の で 、

こ れ に つ い て は き ち っ と 、 写 真 も 撮 り ま し た し 、 私 も 目 視 を し て お

り ま す の で 、 現 状 を き ち っ と 上 の 方 に 伝 え な が ら で す ね 、 対 応 を と

っ て い た だ く 、 そ の た め に 努 力 し て ま い り た い と 考 え て お り ま す の

で御理 解を願 い たいと 思いま す 。  

 そ う い う 中 か ら 町 民 の 声 と か そ う い う も の も 後 押 し を し て い た だ

ければ 非常に あ りがた いと考 え てると ころで ご ざいま す。  

 以 上 で ご ざ い ます。  
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〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 の １項 目の質 問 を終わ ります 。  

 2 項 目 の 質 問 に移っ てくだ さ い。  「 栁 谷 議 員 」  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要）  次 の 質 問 を 行いま す。   

 新 幹 線 札 幌 延 伸 に 伴 う 並 行 在 来 線 対 策 協 議 会 の 議 論 と 町 長 の 立 場

につい てお伺 い したい と思い ま す。  

行 政 報 告 に も あ り ま し た よ う に 、 ７ 月 の 対 策 協 議 会 で は 、 １ 延 伸

時の交 通確保 の 手段 の 決定を 前 倒しに して早 め るんだ と。  

 そ れ か ら ２ 、 そ の 時 期 を 早 め る ん だ と い う 結 論 で 協 議 を し た と あ

り ま す 。 改 め て そ の 詳 細 と 確 認 事 項 へ の 町 長 の 所 見 を 伺 い た い と 思

います 。  

 会 議 に は 、 道 の 交 通 担 当 者 が 出 席 し た よ う で す が 、 鉄 路 の 存 否 の

経 費 に つ い て ど ん な 財 政 支 援 が あ る の か 言 及 が あ っ た の か 伺 い ま す 。 

 ま た 、 国 へ の 支 援 、 要 請 に つ い て 道 の 見 解 が 語 ら れ た か ど う か 伺

い た い と 思 い ま す 。 こ れ は 知 事 が 変 わ っ て 間 も な い の で 改 め て 伺 い

た い と 思 い ま す 。 並 行 在 来 線 の 存 廃 は 公 共 交 通 、 と り わ け 住 民 の 日

常 の 足 を 国 や 道 、 町 が ど う 守 る か 鮮 明 で な け れ ば な ら な い と 思 い ま

す。町 長の所 見 を求め たいと 思 います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  栁 谷 議 員 の 、 新 幹 線 札 幌 延 伸 に 伴 う 並 行 在 来 線

対策協 議会の 議 論 と町 長の立 場 につい ての御 質 問にお 答えし ま す。  

 ７ 月 ２ ２ 日 に 倶 知 安 町 で 開 催 さ れ た 「 北 海 道 新 幹 線 並 行 在 来 線 対

策協議 会、第６ 回 ブロッ ク会議 」の 内容に つきま し ては 、８月 臨時 会

に お い て 御 報 告 さ せ て い た だ い て お り ま す の で 詳 細 に つ い て は 控 え

させて いただ き ますが 、会 議は主 に、今 後の 協議の 進め方 につい て 、

２ ０ ３ ０ 年 度 予 定 の 新 幹 線 の 札 幌 延 伸 時 に 、 Ｊ Ｒ 北 海 道 か ら 経 営 分

離 さ れ る 並 行 在 来 線 、 函 館 線 小 樽 か ら 長 万 部 に つ い て 、 具 体 的 な 検

討をス タート す ること 、ま た 、鉄 路の存 廃の判 断 を、延伸の ５年 前 か

ら 前 倒 し を 目 指 し 、 ス ピ ー ド 感 を も っ て 取 り 組 ん で い く こ と 、 さ ら

に 、 沿 線 自 治 体 の 首 長 か ら 様 々 な 意 見 ・ 要 望 が 述 べ ら れ た と こ ろ で

ござい ます。  

 議 員 御 質 問 の 、 鉄 路 の 存 否 に つ い て の 財 政 支 援 、 ま た 、 国 へ の 支

援 ・ 要 請 に つ い て の 道 の 見 解 に つ い て は 、 道 の 担 当 者 か ら の こ れ ら

に つ い て の 言 及 は ご ざ い ま せ ん で し た が 、 こ れ ま で の 、 札 幌 開 業 の
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五 年 前 ま で に 方 向 性 を 決 定 す る と い う 考 え 方 に と ら わ れ ず 、 決 定 時

期の前 倒しを 目 指すこ とを沿 線 自治体 と合意 し、交通の 手段や 、国・

道と沿 線自治 体 の役割 分担 、財 源 措置な どを含 め 、今後 、検討 を進 め

ていく という も のでご ざいま し た。  

 経 営 分 離 後 の 鉄 路 の 存 廃 や 地 域 交 通 の あ り 方 に つ い て は 、 こ の 並

行在来 線を、存 続 する、廃 止する、という のが、一 つ の大き な論点 で

ありま すが 、5 年 、１ ０ 年先 ではな く、５ ０年 後の地 域の公 共交通 の

あり方 を見据 え ての議 論が必 要 と考え ており 、そ こには 、当 然 、膨 大

な町の 財政負 担 が生じ ること も 考えら れます 。  

 現 在 、協 議 会 で は、主に 調査・研 究を重 ね、スピ ー ド感を もって 論

点 を 整 理 し て い る 途 上 に あ り ま す の で 、 そ れ が 一 定 程 度 な さ れ た 後

には 、議員 や町 民 の皆さ んに 、適 宜 情報を 提供し 、課 題の共 有を図 っ

てまい りたい と 考えて おりま す 。  

 い ず れ に い た し ま し て も 、 北 海 道 が 中 心 と な っ て 沿 線 自 治 体 が 一

つ に な る こ と が 前 提 と な り ま す が 、 私 は 、 日 常 の 町 民 の 足 を 守 る 行

政 の 長 と し て 、 あ ら ゆ る 可 能 性 を 探 り な が ら 、 町 の 将 来 を 見 据 え て

議論を 重ねて ま いりた いと考 え ており ますの で 、御理 解願い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  在 来 線 の 存 続 を 願 う 住 民 の 会 の メ ン バ ー で も ご

ざ い ま す の で 、 私 は 在 来 線 を 存 続 し て ほ し い と い う 立 場 で の 質 問 に

な り ま す の で 、 公 平 さ を 欠 か な い よ う に ２ 、 ３ の 質 問 を し た い と 思

います 。  

 ま ず 、 鉄 路 存 続 の 意 味 に つ い て で す ね 、 公 共 交 通 を ど の よ う に 町

長は捉 えて い ら っしゃ るか 、そ の ことを 第１点 伺 いたい と思い ま す。 

 第 ２ 点 、 経 済 効 率 の み で バ ス 展 開 を し た 場 合 、 バ ス の 路 線 は 町 村

間のバ ス は町 村 で充実 してお り ますが 、あ 、町村 内です ね、町村 間 の

交通が 、例 えば 今 、南 後志で ニセ コ バスが 黒松内 間 、寿都間 を縮小 、

長 万 部 間 も 縮 小 、 な く し た の か な 、 そ れ か ら 島 牧 も 路 線 廃 止 と い う

状況で すね 。で 、行政は 、消 防組 合 など沿 岸を一 つ の組合 として 活 動

し て お り ま す 。 住 民 の 足 が 経 済 圏 も 含 め て 、 医 療 関 係 も 含 め て 岩 内

に 集 中 し て い る 状 況 が 分 断 さ れ る と い う 状 況 が 生 ま れ て き て い る わ

けです ね。これ は 北見方 面でも 同 じ 状況 が、旧雄 武 町など でも 、端 野

町 な ど で も 町 の 中 は 町 村 の バ ス が 走 っ て い る け れ ど も 、 町 村 間 を 結

ぶ 路 線 と い う の は な く な っ て き て い る と 。 つ ま り 、 当 初 は こ の 町 村
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間 を 結 ぶ 路 線 と い う の は 確 保 し な け れ ば な ら な い 、 利 用 者 も あ る 、

と こ ろ が 利 用 者 が 少 な く て 赤 字 経 営 に な っ て く る と ど ん ど ん 廃 止 さ

れ て い く と い う こ と で す ね 。 江 差 間 、 江 差 北 見 間 を 結 ぶ 路 線 と い う

の は 今 ほ と ん ど バ ス が な い 、 自 家 用 車 し か な い と い う 状 況 に な っ て

る ん で す ね 。 全 道 い た る と こ ろ で そ う い う 姿 が 見 え て る と い う こ と

で す 。 つ ま り 、 公 共 交 通 と し て の 国 の 財 政 支 援 や そ れ か ら 鉄 路 存 続

に よ る ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 計 算 に 入 れ た 行 政 の 役 割 は 非 常 に 大 き い

と 私 は 思 っ て お り ま す 。 で 、 ２ ８ ０ 万 人 の 青 ナ ン バ ー の 営 業 車 ド ラ

イ バ ー が 今 後 不 足 す る だ ろ う と い う の は 民 間 の 調 査 機 関 の 発 表 で す 。 

ど ん ど ん 運 転 手 がいな くなる と いう状 況でご ざ います 。  

 私 は 鉄 道 の 果 た す 役 割 に つ い て 、 今 改 め て 考 え て い く 必 要 が あ る

のでは ないか と 、それ がまず 第 １点で ござい ま す。  

 そ れ か ら 次 の 、 実 は 早 め る と は い う の で す が 、 バ ス 転 換 を 早 め る

の か 、 在 来 線 を 廃 止 す る 時 期 を 早 め る の か 、 ま あ 延 伸 を 早 め る と い

う 状 況 が 生 ま れ て き て る か ら 、 玉 突 き 状 態 で そ ん な 状 況 が 生 ま れ て

く る ん で し ょ う が 、 現 在 走 っ て 住 民 に 使 わ れ て い る 在 来 線 が ど う い

う 状 況 か 、 私 は ほ と ん ど 安 楽 死 状 態 を 毎 年 加 速 さ せ て る 、 そ の た め

に ど う い う 根 拠 が 語 ら れ て る か と い う と 、 こ ま 切 れ 状 態 に し て 長 万

部 と 目 名 ま で の そ の 減 ら し た 路 線 の 数 で も っ て 乗 客 数 を は じ き 出 し

て る 、 ２ ０ １ ６ 年 長 万 部 小 樽 間 、 乗 ら な い 住 民 の 責 任 で は な い で す

けど 、乗ら ない 路 線を 、便数 を減 ら した状 態で乗 客 数を出 す、キロ あ

た り の 乗 客 密 度 を 出 す と い う 、 そ れ を 根 拠 に し て 、 お 客 さ ん が い な

いので こ うい う ふうに します と いうこ とです ね 。それが まず二 つ 目。 

 そ れ か ら 倶 知 安駅の 状況で す が、今、高規 格道 路が 、工事 乗り 入 れ

が始ま ります 。 それか ら新幹 線 の駅の 工事が 始 まりま す。  

そ れ か ら 在 来 線 の 乗 り 場 の 工 事 が 始 ま り ま す 。 で 、 在 来 線 と い う の

は３本 あるん で すね、ホー ムが。これを １本減 ら して２ 本にす る と。  

 し か し こ れ 、 高 規 格 道 路 が 入 っ て く る と 、 高 架 の 新 幹 線 と 既 存 の

鉄 道 と バ ッ テ ィ ン グ し ま す よ ね 。 ど う い う ふ う に す る の か 、 ア ン ダ

ー パ ス に す る の か 高 架 に す る の か 。 町 が 分 断 さ れ る と い う 倶 知 安 の

住 民 の 皆 さ ん の 声 も 聞 い て い ま す 。 こ れ 、 な ぜ 私 が そ の こ と を 言 う

かとい うと 、乗 り 換えを 固定 化 し て、小樽か ら倶 知 安、倶知安 から 蘭

越 、 蘭 越 か ら 長 万 部 、 短 距 離 で 列 車 を つ な ぐ ダ イ ヤ 編 成 に ど ん ど ん

な っ て い く 、 こ れ で は 列 車 の 使 命 感 が 果 た せ る の か 、 ど ん ど ん 経 費

を 切 り 詰 め て 利 用 し づ ら く す る 、 お 客 さ ん が 減 る 、 そ し た ら ま た そ

の人数 を減ら す 、限りな く安楽 死 に 近づ ける状 況 が生ま れてい ま す。 
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 そ れ か ら 蘭 越 を 乗 り や す く す る に は ど う す る か と 。 私 は 跨 線 橋 使

わ な い 方 が 一 番 い い と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 上 り も 下 り も 駅 側

の ホ ー ム を 使 う と 。 こ れ は 倶 知 安 の 駅 で も ボ タ ン ひ と つ 押 せ ば で き

るんで すよ。 な ぜそれ をしな い のか。  

そ れ か ら 、もう 一 つ、目名は です ね 、朝 ６時５ ３分 か らお昼 過ぎの

１４ 時 １ 2 分 ま で 今 の と ころ 列 車が な い んで す ね。 小 樽 行き 、 札幌

行 き が な い 。 こ れ を 、 蘭 越 駅 ８ 時 ５ １ 分 の 始 発 を 目 名 ま で 行 っ て い

ただい て、目名 を 始発に すると 。そ うする と往復 で 約 ２０ 分、時間 使

う だ け で す 。 そ う い う ダ イ ヤ 編 成 を や る こ と が 必 要 で な い か と 思 っ

て い ま す 。 文 書 化 し た も の の 質 問 で は な く 口 頭 で の 質 問 な の で 町 長

も 答 弁 し づ ら い と 思 う ん で す が 、 検 討 し て い た だ き た い と 思 っ て お

ります 。  

い ず れ に し て も 、バス転 換は簡 単 ですけ ど、住民 の 足、実は十 数年

前 に 亡 く な っ た 私 の 母 も 、 バ ス で も っ て 厚 生 病 院 に 通 院 し て お り ま

し た 。 大 丈 夫 か と 思 っ て い た ん で す が 、 国 道 の 停 留 所 で バ ス か ら 顔

面 で 転 ん だ ん で す ね 。 向 か い の 床 屋 さ ん に 助 け ら れ て 、 ２ 回 ほ ど あ

りまし た。列 車 の場合 はそう い うこと ないか と 思いま す。  

町 内 の バ ス の 運 転 手 さ ん は 大 変 な 苦 労 を 担 っ て い る ん じ ゃ な い か

と 。 高 齢 化 社 会 に 向 か っ て 、 ま す ま す 私 は 列 車 の 運 行 が 住 民 本 位 に

なって るとい う ことに 、私は 最 後町長 に答弁 を 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  栁 谷 委 員 の 再質問 にお答 え をいた します 。  

何 点 か お 話 を さ れ た の で 、 そ の 分 の 中 で 全 て 答 弁 を で き る か ど う か

と い う 分 は ご ざ い ま す が 、 ま ず 公 共 交 通 を ど う 考 え て い る の か と い

う部分 でござ い ます。  

 こ れ に つ い て は 、 車 運 転 社 会 と 言 わ れ て い ま す が 、 そ の 中 で も 交

通 弱 者 と い う 方 々 が い ま す 。 そ の 方 々 の た め の 交 通 の 足 を 確 保 す る

と い う の は 大 切 な こ と だ と 、 そ れ は 進 め て い か な け れ ば な ら な い と

いうふ うに町 長 として は考え て いると ころで ご ざいま す。  

 住 民 の 足 の 確 保、教育の 部分 と か、福祉の 部分 と か、様々な 関連 す

る 弱 者 の 方 々 が い ま す か ら 、 そ の 方 々 の た め の 交 通 、 こ れ が 今 は Ｊ

Ｒ を 使 っ た り で す と か 、 バ ス と か 、 そ う い う 公 共 交 通 と し て 推 進 す

べきだ と考え て いると ころで ご ざいま す。  

 そ れ と 、 議 員 が お っ し ゃ っ て る Ｊ Ｒ の 分 が だ ん だ ん 使 い づ ら く な
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っ て る ん じ ゃ な い か と い う 分 の 中 か ら 、 そ れ が そ も そ も そ う い う こ

と を 理 由 に 廃 線 と い う か 、 残 さ な い よ う な 対 策 を 取 っ て る ん で は な

い か と 、 全 体 を 通 し て は そ う い う よ う な 御 質 問 で は な い か と 考 え て

おりま す。  

 実 際 に 倶 知 安 駅 、 在 来 線 が ２ 本 に な る と 。 そ れ と ダ イ ヤ の 改 正 に

よ っ て 非 常 に 不 便 に な っ て い っ て る と 、 こ れ も 事 実 の 事 だ と 思 い ま

す。そ れと、 蘭 越の跨 線橋を 使 わない でそれ を 1 本 に す れ ば い いん

でない かと、こ れ も事実 で、この 辺 のとこ ろは、首 長 として、倶知安

の 駅 長 な り 、 跨 線 橋 じ ゃ な く 蘭 越 か ら 倶 知 安 に 行 く と き は こ ち ら の

前 か ら で す ね 、 乗 る よ う な 方 法 が で き な い か と い う お 話 を 、 以 前 に

も 要 請 を し た こ と が あ り ま す 。 ダ イ ヤ 改 正 の 中 で 非 常 に コ ン ピ ュ ー

タ 化 さ れ て い る も の で す か ら 、 こ の シ ス テ ム を 変 え る 部 分 の 中 で 数

千 万 か か る ん だ と 。 で す か ら そ の 要 望 は 分 か る ん で す け ど 、 な か な

か そ こ の 現 状 を そ う い う よ う な か た ち に す ぐ 取 り 組 ん で い け な い と

いうよ うな回 答 は実は いただ い たこと があり ま す。  

 た だ 私 は 、 町 民 の 足 の 確 保 と い う 分 の 中 で は 、 あ る 程 度 新 幹 線 の

並 行 在 来 線 も そ う な ん で す が 、 当 初 開 業 ５ 年 前 ま で に 結 論 を 出 せ ば

い い だ ろ う と い う よ う な 考 え 方 か ら 、 そ う で は な く て 、 住 民 の 足 の

確保を 守る方 法 として それは 1 町 村 だ け では な く、こ の沿線 自 治体

の 組 長 、 さ ら に は 関 係 機 関 が あ る 程 度 一 致 し た 部 分 の 条 件 の 中 で 交

通 体 系 と い う も の を 決 め て い か な か っ た ら な ら な い 部 分 が あ る の で 、

ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 行 う べ き だ ろ う と 。 そ し て な る べ く 早 く 、 そ の

方 向 性 を 出 す た め に は 、 い ろ ん な 資 料 も 出 し な が ら 住 民 の 皆 さ ん に

判 断 を し て も ら う と い う こ と が 大 切 で あ ろ う と い う こ と で 、 今 、 進

め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 議 員 が お っ し ゃ っ た 町 内 の 交 通 、 こ

れは各 町村の 部 分の中 で守る と 。さらに 町村間 を 今、ＪＲ 、そ れが Ｊ

Ｒ が い い の か 、 そ れ に 代 わ る も の に な る の か 、 そ れ は 最 後 は 町 民 の

皆 さ ん と 判 断 を し な が ら 、 沿 線 自 治 体 の 首 長 方 で 協 議 を し な が ら 、

Ｊ Ｒ さ ら に は 北 海 道 、 そ こ で 進 め て ま い り た い と 思 い ま す が 、 そ の

使 い 易 さ と い う の は ど う い う ふ う な か た ち を し て で す ね 、 さ ら に は

議 員 お っ し ゃ っ た 、 公 共 交 通 を ど う 思 う か 、 こ れ は 住 民 の 足 を ど う

守 っ て い く か と い う か た ち に な る と 思 い ま す の で 、 今 の 段 階 で 道 の

ほ う で は こ う い う ふ う に し ま す よ と か 、 Ｊ Ｒ と し て こ う し ま す よ と

い う と こ ろ ま で は 出 て な い も の で す か ら 、 そ の 資 料 を 早 急 に 、 い ま

報道で はです ね 、いろん な維持 費 、これだ けかか り ます 、何か かり ま

す と い う か た ち が 出 て い ま す が 、 そ う い う と こ ろ も 含 め て 今 後 ど う
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し た ら 住 民 の 足 を 守 っ て い く 方 法 が 、 こ う い う か た ち 、 こ う い う か

た ち と い う の が 出 て き て 、 そ こ か ら 皆 さ ん の 協 議 も 含 め て 私 は 、 町

村 の 方 向 性 も 見 つ け て い く べ き で は な い か と い う ふ う に 思 っ て お り

ま す の で 御 理 解 願 い た い と 思 い ま す 。 あ の 、 議 員 お っ し ゃ っ た そ れ

ぞ れ の 答 弁 の 中 、 足 り な い 部 分 あ っ た か も し れ ま せ ん が 、 私 の 考 え

方 と し て は 今 後 申 し 上 げ た 部 分 の 中 で 進 め て い き た い と 考 え て お り

ます。 御理解 を 願いま す。  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 9 番 （ 栁 谷 要 ）  平 成 １ ６ 年 台の 平成 の 大合 併の 交付 金 削減 の大

嵐 の 中 で 、 給 料 の 削 減 や カ ッ ト 、 そ の ほ か の 状 況 と い う の は 職 員 の

生 活 設 計 狂 わ し て 、 当 時 ２ ０ 億 あ っ た 基 金 を ６ ０ ０ 万 円 ま で の 削 減

計 画 を 立 て て そ し て 財 政 再 建 を は た し て き た 、 現 在 ５ ０ 億 近 い 基 金

が あ る と し た っ て 、 私 は そ れ は 大 半 は 職 員 の 生 活 設 計 の 犠 牲 に よ っ

て や っ ぱ り な さ れ た と い う ふ う に と ら え て い る ん で す 。 住 民 の 補 助

金 は な る べ く 減 ら さ な い よ う に 議 会 で も 留 意 し て き ま し た の で 、 各

種 住 民 生 活 に 及 ぶ よ う な そ ん な 削 減 と い う の は あ ん ま り な か っ た と 。 

 そ う い う よ う な 状 況 で 、 例 え ば ホ ー ム を 変 え て 、 中 学 校 側 の ホ ー

ム を 駅 側 の ホ ー ム に 変 え て 乗 り や す い よ う に し て く だ さ い と 、 そ れ

が １ ， ０ ０ ０ 万 か か り ま す と 。 や れ ば い い で し ょ う 、 私 は 、 そ れ は

１ ， ０ ０ ０ 万 ぐ ら い 大 し た 金 で な い で す 。 そ の ぐ ら い の 度 量 が あ っ

て 、 む し ろ Ｊ Ｒ の ほ う が 笑 わ れ ま す よ 、 そ ん な 事 言 っ た ら 。 本 当 に

１ ， ０ ０ ０ 万 か か る の か 、 誰 の た め の 線 路 な の と い う こ と に な る ん

ですよ ね、私は。だから それは 貯 金を使 ったっ て 住民は 納得す る と。  

 ど う し て も 払 わ な け れ ば い け な い も の で あ れ ば 。 私 そ う い う 気 概

が 私 は 町 長 に あ る の か な い の か と い う こ と が 問 題 だ と 思 う ん で す よ 。 

 そ れ で こ そ 、 安 楽 死 状 態 を 座 し て 眺 め る と い う 、 住 民 の 首 長 と し

てのそ ういう 姿 勢が問 われて く ると思 ってい ま す。  

 交 渉 事 で す か ら、１，００ ０万 になる か どう か 、分かり ません が 、

そ う い う 気 概 を も っ て 町 長 は 交 渉 に あ た っ て ほ し い と 思 っ て お り ま

す。以 上です 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  栁 谷 委 員 の 再質問 にお答 え いたし ます。  

並 行 在 来 線 問 題 、 私 も 存 続 で き れ ば そ の 方 が い い と 今 は 考 え て お り
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ま す 。 た だ し 、 こ れ は １ 町 村 だ け の 判 断 で は い か な い と い う こ と も

御理解 願いま す 。  

 そ の た め に 、い ろんな 資料 、現 状 、そ ういう もの も 皆さん に住民 含

め て 提 示 し な が ら 、 や は り 方 向 性 と し て こ う い う か た ち の 中 で 進 め

る 方 が い い だ ろ う と 、 そ れ は 最 後 私 が 判 断 し て 、 議 会 の 方 に 決 定 し

ていた だくと い うよう な方向 か なと思 ってお り ます。  

 た だ 、 そ う な る ま で に は 時 間 が ま だ 、 １ 年 以 内 に 決 め る と か そ う

い う こ と で は ご ざ い ま せ ん の で 、 私 は 今 の 協 議 会 の 中 い ろ ん な 資 料

を出し てくだ さ いと 。そし て存 続 する場 合には こ ういう ような 方 法、

さらに は違う 方 法、何パタ ーン か 出して 、町 民の 方 にも説 明して 、先

ほど議 員おっ し ゃった 財政負 担 という 部 分も 、こ れはや はり 、組長 、

私 と し て は こ れ で い い と 仮 に な っ て も 、 先 ほ ど 言 っ た と お り 、 沿 線

自 治 体 の 大 き な 問 題 で す か ら 、 そ う い う 共 通 の 中 で 地 域 交 通 と い う

の は 確 保 し て い か な か っ た ら な ら な い と 考 え て お り ま す の で 、 そ の

辺 の と こ ろ 、 議 員 も 十 分 理 解 し て い た だ い て る 中 で の 御 質 問 と 思 っ

て お り ま す の で 、 今 後 出 さ れ た い ろ ん な 資 料 、 そ う い う も の は 町 民

含 め て 議 会 の 方 に も 報 告 し な が ら と も に 議 論 を し て で す ね 、 鉄 路 の

在 り 方 、 そ の 分 に つ い て は 十 分 に 協 議 を し て ま い り た い と 考 え て お

ります 。御理 解 を願い ます。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、栁 谷 議員 の質 問 を終わ ります 。  

こ こ で 、１ ０分 間 休憩に 入りま す 。再開は 、１ ４時 １ ０分と いたし

ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  揃 い ま し た の で 、 若 干 早 い ん で す が 再 開 い た

します 、休憩 前 に引き 続き、 一 般質問 を行い ま す。  

 次 に 、 ２ 番 田 村 議 員 、 質 問 席 へ 着 席 願 い ま す 。「 ２ 番 、 田 村 議 員 」 

 

〇 ２ 番（ 田 村 陽子 ） は い 、２ 番 田村で す。3 項 目 、質 問させ てい た

だ き た い と 思 い ま す 。 一 つ 目 で す 。 広 域 な 蘭 越 町 の 公 共 交 通 の あ り

方 は 、 移 動 手 段 を 持 た な い 子 供 か ら 高 齢 者 ま で 生 活 に 密 接 し て い る

課 題 で す 。 特 に 高 齢 ド ラ イ バ ー や そ の 家 族 に と っ て ス ム ー ズ な 免 許

返納を 促すた め にもサ ポート の 充実や 対応策 が 急がれ ます。  

 町 で の ５ 方 面 、 週 ３ 回 に 増 や し た 運 行 も 、 現 利 用 者 に は 概 ね 好 評

だと 、先日 、待合 所や一 緒に乗 車 してお 聞きし ま したが 、免 許返 納 の

魅力や きっか け の促進 にはな っ ていな いので は と感じ ます。  
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 先 日 の 鎌 田 實 先 生 の お 話 に あ っ た 、 社 会 的 フ レ イ ユ 、 家 か ら 出 な

い 交 通 弱 者 な ど を 作 ら ず 、 住 民 の 体 と 心 の 健 康 づ く り の 面 か ら も 公

共交通 整備 を 根 底から 考え直 す 時期で はない で しょう か。  

 そ こ で ３ 点 、お 聞きし ます 。一 つ 目、回数を 増や し たらん らん号 運

行の利 用者数 や 満足度 、課題 等 の検証 をして お られま すか。  

 二 つ 目 、 現 行 の 運 行 で 、 免 許 返 納 を 促 す 対 応 策 に な り う る と お 考

えです か。  

 三 つ 目 、 蘭 越 町 周 辺 地 域 の 子 ど も た ち が 習 い 事 や ス ポ ー ツ 少 年 団

委 通 え る よ う 、 夕 方 の 子 ど も 用 の ら ん ら ん 号 を 増 便 し 、 環 境 を 作 っ

てあげ る必要 が あると 思うの で 、お考 えをお 聞 かせ下 さい。  

 以 上 、 三 つ お 願いい たしま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  田 村 議 員 の 、 広 域 な 蘭 越 町 で の 将 来 を 見 据 え た

交通体 系のあ り 方につ いての 御 質問に お答え し ます。  

 本 町 の 公 共 交 通 網 に つ い て は 、 平 成 １ ３ 年 ３ 月 を も っ て ニ セ コ バ

ス 株 式 会 社 が 蘭 越 線 、 港 か ら 蘭 越 を 撤 退 し た こ と か ら 、 ４ 月 か ら 町

が路線 を継承 し 、町有 バスと し て運行 してお り ました 。  

 そ の 後 、 診 療 所 な ど の 医 療 機 関 へ の 通 院 の た め 、 ５ 方 面 そ れ ぞ れ

週 ２ 回 と し て 運 行 し て お り ま し た が 、 町 民 の 利 便 性 向 上 の た め 、 昨

年度 、 生 活交 通 バス ら ん らん 号 とし て 、 5 方 面 そ れ ぞ れ 週２ 回 を週

３回に 増便し 、 運行体 系を改 め たとこ ろです 。   

 １ 点 目 の 、 回 数 を 増 や し た ら ん ら ん 号 運 行 の 利 用 者 数 や 満 足 度 、

課題等 の検証 に ついて の御質 問 ですが 、ま ず、利 用者数 につい て は、

平 成 ２ ９ 年 度 で は ９ ， ５ ３ ９ 人 、 平 成 ３ ０ 年 度 で は １ ０ ， ０ ７ １ 人

で、運行体 系を 改 めたこ とによ り 微増で はあり ま すが 、約５ ．６％ の

増とな ってお り ます。  

 ま た 、課 題 等 に ついて は、現状 に おいて は、診療 所 や市街 への買 い

物 な ど の 利 用 に 特 化 し て い る た め 、 Ｊ Ｒ な ど で 他 町 村 へ の 移 動 に 連

動 し て お ら ず 、 ら ん ら ん 号 か ら Ｊ Ｒ な ど へ の ス ム ー ズ な 接 続 が 可 能

になれ ば、利用 者 の満足 度も高 ま るので はと考 え ており 、現 在 、内 部

で運行 時間の 前 倒し等 につい て 協議し ている と ころで ござい ま す。  

 増 便 後 １ 年 が 経過し 、今 後 、ど のよう な方法 が 望まし いのか 、利 用

者 へ の 満 足 度 調 査 を 含 め 検 証 し 、 可 能 な 限 り 利 用 者 の 意 向 に 沿 っ た

交通体 系を検 討 してい きたい と 考えて いると こ ろでご ざいま す 。  
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 2 点 目 の 、 現 行 の 運 行 で、 免 許返 納 を 促す 対 応策 に な りう る かと

の 御 質 問 で す が 、 先 ほ ど も 申 し 上 げ た と お り 、 町 内 外 へ の 移 動 に つ

な が る 運 行 体 系 が 整 う こ と で 免 許 返 納 へ の 足 掛 か り に な ろ う か と 考

えます が、その 一 方で 、運転 免許 証 の返納 は、単に 移 動手段 を失う に

と ど ま ら ず 、 運 転 に よ っ て 支 え ら れ て い る 生 活 を 失 う こ と で あ り 、

当事者 として は 、とて も深刻 な 問題で ござい ま す。  

 運 転 免 許 証 の 自 主 返 納 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る 傾 向 に あ り ま す が 、

高 齢 ド ラ イ バ ー へ の 対 応 は 、 単 に 高 齢 者 を 自 動 車 運 転 か ら 遠 ざ け る

対 策 に 傾 注 す る だ け で は な く 、 正 し い 運 転 技 術 と 必 要 な 身 体 能 力 を

身 に 着 け て い れ ば 、 車 社 会 の 恩 恵 を 受 け 、 豊 か な 暮 ら し に つ な が る

という 視点も 必 要と考 えます 。  

 そ う し た 中 に あ っ て 、 本 町 で は 、 今 年 ８ 月 に ラ リ ー レ ー ス を し て

い る 団 体 と 共 催 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 全 道 で 初 と な る グ ッ ド ド

ラ イ バ ー レ ッ ス ン を 開 催 し 、 高 齢 ド ラ イ バ ー へ 運 転 免 許 証 の 返 納 を

促 す の で は な く 、 安 全 で 快 適 な 運 転 を 心 が け る た め に 、 気 づ き に 重

点を置 いた取 組 を行っ たとこ ろ でござ います 。  

 本 町 に お い て は 、 自 動 車 に 変 わ る 移 動 を す べ て 公 共 交 通 で 賄 う こ

とは 、現状 、困難 であり ますの で 、グッド ドライ バ ーレッ スンに よ り

高 齢 者 ド ラ イ バ ー の 安 全 運 転 と 介 護 予 防 や 認 知 症 予 防 な ど に も 繋 が

ること を期待 し ている ところ で ござい ます 。  

 ３ 点 目 の 、 周 辺 地 区 の 子 ど も 達 が 習 い 事 や ス ポ ー ツ 少 年 団 に 通 え

る よ う 、 夕 方 の 子 ど も 用 の ら ん ら ん 号 の 増 便 に つ い て の 御 質 問 で す

が 、 子 ど も た ち の 習 い 事 等 は 大 変 重 要 な こ と だ と 思 い ま す が 、 夜 間

ま で ら ん ら ん 号 を 運 行 す る に は 、 勤 務 時 間 の 増 加 な ど 現 在 の 運 転 手

だ け で は 難 し く 、 別 な 運 転 手 の 確 保 や 更 な る 費 用 の 増 大 な ど が 予 想

される ことか ら 、十分 な検討 が 必要と 考えて お ります 。  

 現 在 、ら ん ら ん 号の運 行にお い ては、利用 者の利 便性を 図る た め 、

停留所 につい て は、適宜利 用者 の 相談に 応じ変 更 を行い 、ま た 、高 齢

者等の 利便性 を 図るた め、可能 な 限り 、途中 乗車・下車に ついて 配 慮

してい る現状 で ござい ますが 、現 行の運 行には 課 題も多 くあり ま す。 

 い ず れ に い た し ま し て も 、 こ れ ら の 課 題 や 効 果 な ど の 検 証 結 果 を

踏まえ 、内 容の 改 善・維持等 を検 討 してま いりま す が、その一 方で 、

天 塩 町 で は 、 稚 内 市 ま で の 移 動 交 通 手 段 と し て 、 同 じ 町 民 が 運 転 す

る 車 に 相 乗 り す る プ ロ ジ ェ ク ト が 運 用 さ れ て お り 、 車 で 移 動 す る 際

に 空 い て い る 席 を 共 有 す る こ と で 、 こ れ ま で 移 動 で き な か っ た 場 所

へ 行 け る よ う に な り 、 移 動 手 段 不 足 の 解 消 を 図 る 取 り 組 み が 行 わ れ
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ており ます。  

 こ う し た 公 共 交 通 イ コ ー ル 行 政 と い う 概 念 か ら 地 域 住 民 同 士 の 協

力・支え 、ま た、民間活 力によ る 取組が ますま す 重要と なって く ると

考 え て お り ま す 。 本 町 の 実 態 に 沿 っ た 公 共 交 通 整 備 も 併 せ て 検 討 し

てまい りたい と 考えて おりま す ので、 御理解 願 います 。以上 で す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

〇 ２ 番 （ 田 村 陽 子 ）  あ り が と う ご ざ い ま す 。 ま ず 一 つ ず つ で す け

れ ど も 、 回 数 を 増 や し て 、 少 し ず つ で す け ど 増 え て い る と い う こ と

ですが 、先 ほど の 柳谷議 員のＪ Ｒ の問題 も含め ま して 、今 、町 長も お

っ し ゃ っ て ま し た よ う に 地 域 間 の 交 通 の 便 の 不 足 い う の も と っ て も

大切な 事だと 思 ってお ります 。  

 で 、 昨 年 １ ２ 月 定 例 会 の 時 に 、 中 島 議 員 が デ マ ン ド バ ス の 質 問 を

さ れ て ま し て 、 町 長 が デ マ ン ド バ ス の 必 要 性 も 十 分 認 識 さ れ て い る

と、検討し てい く とおし ゃって ま すし 、今あ の 、町 長もお っしゃ っ た

天塩町 、北 海道 の 天塩町 、全 国的 に は京都 府の丹 後 、京丹後 市とか 、

７市町 村で 、大 都 市や 、住民 が自 分 がよそ の市町 村 に行く ときに 、空

い て い る ス ペ ー ス を 乗 せ て い く と い う シ ス テ ム を 使 っ て と い う 取 り

組 み を や ら れ て ま す よ ね 。 そ れ っ て い う の は と っ て も と っ て も こ の

後 志 の 地 域 で 、 Ｊ Ｒ の 問 題 も 絡 め ま し て す ご く 可 能 性 の あ る 取 り 組

みじゃ ないか な と思っ ており ま す。観光と か 、町 村同士 の、あち ら の

町 に 行 っ て み よ う と い う 観 光 と か の 意 味 も 含 め て 、 蘭 越 町 自 体 が 率

先して 、後 志の 、全域の 首長さ ん とかに 、広 域に 話 を提案 してい く こ

ともい いので は ないか と思っ て おりま す。  

 二 つ 目 の 免 許 返 納 の 件 で す け ど 今 後 、 一 つ 質 問 さ せ て 下 さ い 、 広

域 の 町 村 の 、 後 志 へ の 働 き か け と い う の は 、 ま ず 積 極 的 に 現 状 を 調

べ る こ と か ら は じ め て い き ま せ ん か 、 と い う 提 案 も し て い た だ け れ

ばなと 思いま す ので、 それに つ いて一 つです ね 。  

 そ れ と 高 齢 者 の 免 許 返 納 の 二 つ 目 で す け ど 、 町 長 も お っ し ゃ っ て

ました けど 、運 転 免許証 という の は単純 に返納 す るだけ ではな く て、

本当、 その人 の 生活自 体が大 き く変わ る事だ と 思うん です。  

 ら ん ら ん 号 の 運 転 手 さ ん も お っ し ゃ っ て ま し た け ど 、 か な り 高 齢

に な っ て か ら ま で 運 転 さ れ て い る 方 と い う の は す ご く バ ス に 対 し て

抵 抗 感 が あ る と い う か 、 自 宅 か ら 今 ま で 自 分 の 好 き な 所 に 行 っ て き

た も の で す か ら 、 そ う い う 事 に で き る だ け 、 少 し で も 返 納 を 早 く し

て バ ス で の 移 動 に 慣 れ た 方 が い い と 思 う ん だ よ ね と い う 声 も 聴 き ま
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し た 。 私 も そ れ は す ご く も っ と も だ と 思 い ま す し 、 ド ラ イ バ ー レ ッ

ス ン と か 、 も ち ろ ん そ れ も 大 事 な ん で す け ど 、 か な り ぎ り ぎ り ま で

運 転 さ れ て 返 納 さ れ て バ ス へ の 転 換 と い う こ と の 抵 抗 と い う か 、 そ

ういう ことも あ るので はない か と思っ ており ま す。  

 そ こ で 提 案 で す けど 、バ スの 中 に、座って る席 に ＶＲの 、自 分が 運

転 し て い る よ う な 感 覚 に な れ る も の を 設 置 し て み る と か 、 自 分 が 運

転 し て い る 感 覚 に な っ た り で き る と か 、 そ れ と か 、 ゴ ー カ ー ト 場 じ

ゃ な い で す け ど 、 そ こ で は 自 分 の 思 う よ う に 運 転 で き ま す よ と 、 イ

メ ー ジ 的 に は ゴ ー カ ー ト 場 で す ね 、 そ う い う 所 に 行 け る 楽 し み も あ

る、そうい う「楽 しみ 」の方 法も 提 案して あげれ ば いいん じゃな い か

と 思 っ て お り ま す の で 、 そ う い う 柔 軟 な ソ フ ト の 面 も 考 え て い た だ

ければ と思っ て おりま す。  

 ３ 点 目 の 、 子 供 た ち の ら ん ら ん 号 な ん で す け ど 、 周 辺 地 域 の 子 供

た ち は 習 い 事 を し た く て も 親 は さ せ た く て も 、 や は り 夕 方 学 校 か ら

ス ク ー ル バ ス で 帰 っ て き て 、 そ の ま ま お 仕 事 の 途 中 で 連 れ て 行 っ た

り 、 そ う い う こ と っ て す ご く 難 し い ん で す よ ね 。 そ れ は も う 何 年 も

前 か ら 声 も あ り ま す し 、 実 際 私 も 子 育 て し て る 中 で そ う い う ふ う に

思いま し た 。予 算 とかい ろいろ そ ういう ことも あ ると思 うんで す が、

子 供 た ち の そ う い う 可 能 性 を 見 つ け 出 し て 、 拾 い 出 し て 、 作 っ て あ

げる環 境とい う のも町 の仕事 で はない かと思 っ ており ます。  

福 祉 の 町 だ か ら と お っ し ゃ っ て 、 高 齢 者 が 全 て 無 料 と い う 考 え 方

か ら 脱 し ま し て 、 低 コ ス ト で の 負 担 が 若 い 世 代 や 子 供 た ち の 交 通 手

段 を 、 サ ポ ー ト に な る ん だ と い う 喜 び を 感 じ る こ と も 生 き が い に な

る の で は な い か と 、 そ う い う 対 策 を と っ て い く の も こ れ か ら 大 事 だ

と思い ますの で 、そこ の所３ 点 お願い いたし ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  田 村 議 員 の 再質問 にお答 え をいた します 。  

３ 点 の 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 １ 点 目 の 、 地 域 間 交 通 の 便 と い う か

た ち の 中 で 、 非 常 に デ マ ン ド バ ス も 含 め て 検 討 し て は と い う よ う な

お話で ござい ま した。  

 非 常 に 、 ら ん ら ん 号 だ け で は 今 の 交 通 体 系 と い う の は 賄 い き れ な

い も の が あ る と 。 そ し て 実 は 免 許 返 納 と か し た 場 合 も 、 自 分 が 必 要

な 時 に 自 分 が 自 由 に 活 用 で き る 、 こ れ ど う し て も 人 間 の 心 理 と し て

そ う い う 部 分 が あ る と 思 う ん で す よ ね 。 そ う い う 中 で 予 約 制 タ ク シ
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ー と か デ マ ン ド バ ス と か そ う い う 交 通 体 系 が あ る と 思 う ん で す が 、

そ の 辺 の と こ ろ は 今 、 デ マ ン ド バ ス も 、 や っ た 所 、 町 村 を 聞 き ま す

と 、 い い 部 分 も あ る ん で す が 、 や は り 予 約 が 殺 到 し て 使 い 勝 手 が 悪

いとい うそう い う話も 実は聞 い たこと がある ん です。  

で す か ら 地 域 間 の 交 通 と い う 分 か ら い く と で す ね 、 私 は 、 組 長 と

し て そ う い う 話 を し て ほ し い と い う 御 質 問 で し た の で 、 実 は 今 、 ３

町 の ニ セ コ 観 光 圏 の 中 で 問 題 と な っ て い る の は 、 地 域 内 移 動 手 段 で

す よ ね 。 そ う い う 部 分 を き ち っ と 観 光 圏 の 中 で も 進 め て い く べ き だ

という ことは 私 もお話 をして い るとこ ろでご ざ います 。  

そ れ が い ろ ん な 観 光 の 場 所 を 巡 回 す る だ け じ ゃ な く 、 少 し で も 地

域 間 の 交 通 体 系 の 部 分 の 中 で 役 立 っ て い け る と か 、 そ う い う 部 分 も

込めて 3 町 で そ う いう ことが で きない かとか そ ういう 話をし て いる

分 で ご ざ い ま す の で 、 な か な か 行 政 で い っ ぺ ん に 交 通 弱 者 の 部 分 を

対 策 を と る と い う の は 難 し い 部 分 も あ る ん で す が 、 ら ん ら ん 号 を １

回増や した部 分 の中で 少しは 増 えてき たと 、利 用 者が増 えてき た と。

そ し て そ れ を Ｊ Ｒ 等 に う ま く 接 続 す る こ と に よ っ て 、 利 便 性 と い う

も の が 改 善 さ れ る だ ろ う と 。 そ れ と 合 わ せ て 、 行 政 だ け で は な か な

かでき ない部 分 を、補完的 に民 間 、そ う いう 方々 が 行っ て くれる 、そ

う い う 事 業 が な い か そ う い う こ と も 併 せ て で す ね 、 タ ク シ ー は パ ブ

リ ッ ク メ ン テ ナ ン ス さ ん の ほ う に お 願 い し て い る と い う 部 分 も あ り

ま す 。 ス ク ー ル バ ス 、 ら ん ら ん 号 は 含 め て メ ン テ さ ん の ほ う に 行 っ

て い た だ い て お り ま す の で 、 増 や す と い っ て も 、 や は り 運 転 手 の 問

題 と か い ろ ん な 問 題 も あ っ て で す ね 、 一 概 に す ぐ で き ま す と い う か

た ち に は な り ま せ ん け ど 、 そ う い う よ う な 方 向 性 含 め て 検 討 し て い

きたい という こ とは御 理解願 い たいと 思って お ります 。  

そ れ と 、 免 許 返 納 の 手 段 と し て 先 ほ ど 再 質 問 で 言 っ た そ の バ ス の

中とか 、ゴ ーカ ー トとい うもの で ござい ますが 、私 として は今 、広 い

蘭 越 町 の 部 分 の 中 で 免 許 返 納 、 免 許 返 納 と い う こ と で 皆 さ ん が い ろ

ん な 記 事 と か の 部 分 の 中 で 事 故 が 起 き た な り そ う い う 中 で 、 も う こ

れは返 納しな け ればな らない 、家 族含め てそう い う思い になっ て る、

だ け れ ど も 免 許 返 納 す る と い う 方 々 か ら し た ら 、 も う 少 し い ろ ん な

側 面 か ら 違 う 事 を す れ ば 返 納 し な く て も 、 ち ょ っ と の 期 間 は で き る

ん じ ゃ な い か と い う こ と で 、 私 は グ ッ ド ド ラ イ バ ー レ ッ ス ン と い う

の を 、 今 年 で す ね 、 プ ロ の ド ラ イ バ ー の 方 が 講 師 と し て 、 高 齢 者 の

方 々 が 多 く 集 ま っ て も ら っ て 、 そ し て 運 転 す る と き に ど う し た ら 、

確認を して 、安 全 に運転 できる の か、運転す る時 の ストレ ッチ 、運 動
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も 含 め て 行 い ま し ょ う と 。 そ う い う こ と を く り か え し て い く こ と に

よ っ て 少 し で も 返 納 じ ゃ な く 延 び て い く 、 そ う い う よ う な こ と も 必

要 で は な い か な と 思 っ て お り ま す 。 返 納 対 策 に つ い て は 、 た だ 町 が

い ろ ん な 部 分 を や れ ば と い う ふ う に も 思 い ま す が 、 こ れ は 限 ら れ た

財 源 も あ る の で 、 な か な か い っ ぺ ん に は い か な い 部 分 も あ る の で 、

返 納 を さ せ る 手 段 と い う よ り も 、 返 納 を 少 し 延 ば す 、 そ う い う よ う

な手段 を今や っ と、今回や って 、相当各 町村に も 影響が あって 、来 年

度 に 向 け て も っ と 充 実 し た 内 容 に し て い こ う と い う こ と で 内 部 で も

検 討 し て い る の で 、 そ う い う か た ち で 今 は 進 め て い き た い と 考 え て

いると ころで ご ざいま す。  

ま た 、 子 ど も た ち の 可 能 性 を 伸 ば す た め に バ ス 等 を 含 め て 運 行 し

て は と い う 再 質 問 で ご ざ い ま し た 。 私 は 、 子 育 て 支 援 含 め て 福 祉 の

充 実 と い う の は 必 要 だ と 思 っ て お り ま す が 、 何 回 も 言 い ま す が 、 全

部 の 事 を 行 政 が 、 い っ ぺ ん に で き る か と 言 う と そ れ は で き な い と 。

そ こ を 町 民 の 皆 さ ん に も 理 解 し て も ら い な が ら 補 完 的 に い ろ ん な 部

分 で 協 力 し て も ら う と い う こ と も 大 切 か と 思 っ て お り ま す 。 実 は 目

名 に で き た サ ッ カ ー 場 で す が 、 当 初 は バ ス で 送 っ て ほ し い と か そ う

いうよ うな要 望 もあり ました 。と ころが 今は 、そう やって 地域の 方 々

と か 、 ス ポ ー ツ 団 と か そ う い う 方 々 が 真 剣 に な っ て 連 携 を 取 っ て く

れ て 、 そ し て い ろ ん な 、 議 員 も 先 般 フ ラ ッ グ と か し て い た だ き ま し

た が 、 地 域 の 中 の そ う い う 団 体 の 協 力 に よ っ て 、 今 は 後 志 で も 素 晴

ら し い サ ッ カ ー 場 だ と 評 価 を く れ る よ う に な り ま し た 。 活 用 で き る

よ う に な り ま し た 。 そ こ は 行 政 だ け で は な く 、 地 域 の 皆 の 協 力 あ っ

て で き る も の だ と 私 は 考 え て お り ま す の で 、 そ の 辺 の と こ ろ は そ し

た ら 何 が で き る ん だ と い う こ と に な る と 思 い ま す が 、 現 状 は 今 の バ

ス と い う も の を 増 便 し な が ら 行 う と い う の は 運 転 手 の 問 題 も 含 め て

今 す ぐ 行 う と い う の は こ ん な ん な 状 況 が あ る 、 そ う す る と タ ク シ ー

と か デ マ ン ド バ ス と か い ろ ん な 方 向 、 手 段 を ど う 考 え て い く か と い

う 部 分 に な る と 思 い ま す が 、 そ れ を 行 う に も 行 政 だ け で で き る も の

で は な い し 、 民 間 の 力 も 必 要 だ と 考 え て お り ま す の で 、 そ の 辺 は も

う 少 し き ち ん と 協 議 し た 部 分 の 中 で 進 め て い か な け れ ば な ら な い と

思いま すので 、 御理解 下さい 。 以上で す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 ２ 番（ 田 村 陽 子） 町 長 の お 考 え 、とって もわ かり ました。わた し
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も そ こ は 同 感 な 所 た く さ ん あ り ま す の で 、 行 政 と 住 民 ボ ラ ン テ ィ ア

が 一 緒 に な っ て ま ち づ く り を し て い く と い う 、 本 当 に 蘭 越 町 の 掲 げ

て い る と こ ろ 、 交 通 の 便 に 関 し て も 町 と や っ て い け れ ば と 思 っ て お

ります 。  

 免 許 返 納 の 件 に 関 し て も 、 町 長 の そ う い う お 考 え は と て も わ か り

ました し。らん ら ん号の 増便や 、町 民がも う少し 利 用しや すい 、例 え

ば 運 行 の ル ー ト を 図 面 に し て み た り 、 ち ょ っ と 時 刻 表 の 、 ダ ー ッ と

あ れ だ け じ ゃ ち ょ っ と 見 え づ ら い ん じ ゃ な い か と い う 部 分 も あ り ま

すので 、 そう い うとこ ろの改 善 なんか もお願 い したい と思い ま す。  

 そ こ は で き ま すでし ょうか 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  今 の 御 質 問 に つ い て は で す ね 、 町 政 懇 談 会 含 め

て 、 い ろ ん な 部 分 で お 話 を 伺 う こ と は 可 能 で す し 、 担 当 の ほ う に も

そ う い う お 話 を し て い た だ け れ ば 内 部 で 検 討 し て で き る と こ ろ は 速

や か に や っ て い き た い と 思 い ま す の で 御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま す 。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  そ れ で は 、 田 村 議 員 の １ 項 目 の 質 問 は こ れ で

終わり ます。次の ２項目 の質問 に 移って くださ い。「はい、田 村議 員 」  

 

〇 2 番（ 田 村 陽 子） は い 、２ 番 田 村です。二つ 目の 質問を させて い

た だ き ま す 。 質 問 事 項 に あ り ま す 、 外 国 資 本 や 民 間 資 本 と の 連 携 の

模索に ついて お 伺いい たしま す 。  

 町 内 の あ ち こ ち で 今 話 題 で あ り 、 懸 念 さ れ て い る 外 国 資 本 の 流 入

に つ い て 、 蘭 越 町 の ５ ０ 年 後 や １ ０ ０ 年 後 を 見 据 え た 町 づ く り に プ

ラスと 考え 、こ れ を利用 し、まち が 抱える 様々な 課 題を共 に解決 、発

展 さ せ て い く グ ロ ー カ ル な 、 こ れ グ ロ ー バ ル と ロ ー カ ル を 合 わ せ た

造語で す、道 が あるの ではな い かとの 提案で す 。  

 民 間 売 買 に 関 し て 町 が 直 接 介 入 す る こ と は で き な い と 思 い ま す が 、

一 定 の 方 向 性 を 伝 え て 、 町 民 と の 間 に 立 つ の も 行 政 の 役 目 で は な い

で し ょ う か 。 そ し て 未 利 用 、 も し く は 活 用 し き れ て い な い 公 共 施 設

に つ い て も 、 外 国 資 本 や 民 間 資 本 か ら の 賃 貸 料 収 入 も 含 め て 、 町 に

と っ て 有 効 な 選 択 か と 考 え る と と も に 、 人 口 増 加 や 雇 用 増 な ど も 見

込まれ ると思 っ ており ます。 今 後の方 針をお 聞 かせ下 さい。  
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〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）   田 村 議 員 の 外 国 資 本 や 民 間 資 本 と の 連 携 の 模

索につ いての 御 質問に お答え い たしま す。  

 議 員 か ら 御 提 案 い た だ き ま し た 、 グ ロ ー カ ル 、 地 球 規 模 の 視 野 で

も の を 考 え つ つ 、 必 要 に 応 じ て 地 域 視 点 で 行 動 す る こ と と 認 識 し て

おりま すが 、そ の ことに よって 、課 題を解 決して い くこと は、外国 資

本に限 らず 、５ ０ 年後 、１０ ０年 後 を見据 えたま ち づくり には 、有 効

である と 私も 考 えます 。   

 ま た 、一 方 で は 、地域を 重視し、今現在 の生活 や １０年 後、２０ 年

後 の 近 い 将 来 の 生 活 を 考 え て の 、 身 近 な ま ち づ く り も ま た 非 常 に 重

要であ ると考 え るとこ ろでご ざ います 。  

 い た だ い た 御 提 案 も 踏 ま え た 中 で 、 多 角 的 に 、 ま ち づ く り を 進 め

ていき たいと 考 えます ので、 御 理解願 いたい と 思いま す。  

 さ て 、 未 利 用 施 設 や 活 用 し き れ て い な い 公 共 施 設 の 今 後 に つ い て

ですが 、新 たな 利 用を目 指すに あ たって は、まず は 、施 設のあ る地 域

の 理 解 が 大 切 で あ り 、 不 安 や 課 題 を 整 理 し 、 地 域 の 活 性 化 に つ な が

るかど うか、 十 分な話 し合い が 必要で あると 考 えてお ります 。    

 ま た 、事 業 計 画 が 継続 性、安全 性 及び経 済効果 等 、総合的 に町の メ

リット になる の かどう かも慎 重 に検討 し て 、議 会 の理解 を得な が ら、

最 終 的 に 各 施 設 の 活 用 を 決 定 さ せ て い だ く と い う 考 え 方 で ご ざ い ま

す 。 こ れ ら の 条 件 に 合 致 す れ ば 、 外 国 資 本 で も 民 間 資 本 で も 検 討 し

たいと 考えて お ります ので 、御理 解願い たいと 思 います 。以 上です 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 ２ 番 （ 田 村 陽 子 ）  あ り が と う ご ざ い ま す 。 午 前 中 の 難 波 議 員 の

質 問 と も い ろ い ろ か ぶ る か と も ち ろ ん 思 い な が ら 私 も 聞 い て い た ん

で す け ど 、 ま ず 不 安 を 取 り 除 く と い う の は 私 も 、 特 に 町 が や ら な け

ればい けない こ とだと いうの は 私も思 ってお り ます 。です から ま ず、

相 手 を 知 る こ と で す よ ね 、 相 手 を 、 ま あ 持 っ て き て く れ る の を 待 つ

の も あ る ん で す け ど 、 や は り こ っ ち か ら も 相 手 を 知 る と い う の も 大

事じゃ ないか と 思って おりま す 。お互い を、相手 を 、言 い方が ちょ っ

と 悪 い か も し れ な い で す け ど 、 利 用 さ せ て い た だ く と い う 考 え 方 も

一つの 大事な 部 分でな いかと 思 ってお ります 。で 、未利 用の ところ 、

特 に ３ ヶ 所 、 御 成 小 学 校 と 名 駒 小 学 校 と フ ィ ッ シ ュ ア ン ド 名 駒 で す
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ね 。 今 現 実 に か か っ て い る 金 額 な ん か も 考 え ま す と 、 賃 貸 収 入 あ っ

て 、 例 え ば そ こ で 新 産 業 で 導 入 さ れ た ら 、 や は り 人 口 も 増 え ま す で

し ょ う し 、 雇 用 も 増 え る 、 そ し て 魅 力 的 な 高 校 づ く り の た め に 子 供

た ち に 英 語 に 協 力 し て も ら っ た り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 に ア ッ プ

さ せ る の に 参 加 し て も ら っ た り 、 そ う い う こ と が 可 能 で な い か な と

い う の が 一 つ あ り ま す 。 例 え ば 町 の 課 題 の 一 つ で あ り ま す 絵 画 、 絵

画 を 外 国 人 の 目 に 入 る よ う な 所 に 飾 っ て も ら っ て 、 外 国 の 方 が 目 に

す る 機 会 が 増 え て 、 そ れ を 購 入 し た い と い う 可 能 性 も 出 て く る と 思

う、いろん な明 る い可能 性 があ る と思い ますの で 、私的に は、もち ろ

ん 地 域 住 民 の 了 承 も 大 事 で す け ど 、 そ こ に 一 歩 踏 み 入 れ て こ う い う

明 る い 未 来 の た め の 利 用 と い う こ と で 町 が 積 極 的 に 進 め る の も 一 つ

の 手 じ ゃ な い か と 思 っ て お り ま す し 、 慎 重 に な り す ぎ る と タ イ ミ ン

グ を 逃 す ん じ ゃ な い か と い う 午 前 中 の 金 町 長 の 答 弁 に も あ り ま し た

けど、そ こを私 も 同感、思 います の で、地域 として の 働きか け、関わ

りとい うの は 町 として はやっ て いく予 定はあ り ますか 。ど うで す か。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  田 村 議 員 の 再 質 問 に お 答 え し ま す 。 議 員 お っ し

ゃ っ て る と お り 、 私 も 先 ほ ど 難 波 議 員 か ら の 質 問 の 中 で 答 弁 さ せ て

い た だ き ま し た が 、 や は り い ろ ん な 計 画 が 持 ち 上 が っ て い る と 。 そ

れ を き ち っ と 計 画 を 進 め て 、 や れ る 方 向 に 導 い て い く と い う こ と が

ま ず 、 先 ほ ど 議 員 が お っ し ゃ っ た 不 安 を 取 り 除 い た り 、 相 手 を 知 る

ような 中でこ れ は重要 だと 。そ こ で、町とし て 、本 当にこ のやる 計 画

が 信 用 性 が あ っ て 、 で き る の か と い う こ と を 判 断 す る た め に は 、 や

は り 相 当 、 町 と し て も 相 手 を 知 り な が ら ど う い う 計 画 で 条 件 が ど う

だと伺 った中 で 進めて いかな け ればな らない と 思って いるん で す。  

 議 員 お っ し ゃ っ た と お り 、 地 域 と し て も 先 ほ ど 言 っ た 英 語 力 と か

コ ミ ュ ニ テ ィ と か 、 い ろ ん な そ う い う も の が 地 域 に と っ て プ ラ ス で

あれば 、私 は 、町 と地域 、議 会が こ ういう かたち で 進めて いこう と い

う分で あれ ば 進 めてい きたい と いう考 え方な ん です。  

 た だ 、 こ れ ま で い ろ ん な か た ち で 計 画 が あ り ま し た け ど 、 そ の 分

の 中 で な か な か そ こ に 向 か っ て 、 大 き な 計 画 が あ っ て 、 皆 で 頑 張 っ

て い き ま し ょ う と 進 め て き た 計 画 も 頓 挫 し て 実 際 に は で き て い な か

っ た と い う 現 状 も あ る ん で す ね 。 そ こ の 部 分 の 中 で は 、 会 社 主 導 に

あ ま り に も 頼 り 切 っ て し ま っ て 、 会 社 が ポ シ ャ と な っ て し ま っ た ら
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も う す ぐ 計 画 で き な い 、 町 も 期 待 を し た ん だ け ど で き な い 、 や は り

そ の 計 画 が 、 そ の 地 域 と か 町 の 中 に マ ッ チ し て る と い う か 、 大 規 模

じ ゃ な く て も 町 の 中 で 、 こ う い う 蘭 越 に あ っ た 、 そ う い う よ う な 計

画 が 、 そ う い う と こ ろ を 私 は 業 者 の 方 含 め て 計 画 を 検 討 し て 地 域 の

方々と 協議 し て いくこ とが必 要 だなと 思って お ります 。  

 議 員 お っ し ゃ っ て い る 、 地 域 で 協 力 し て 皆 で や っ て い き ま し ょ う

と い う の は 非 常 に 大 切 な 事 だ と 私 は 思 っ て い ま す し 、 そ れ に な る よ

うな 、業者 の提 案 がなっ ていく よ うに 、町も いろ ん な部分 で 今 、計 画

し て い る 所 の 実 情 と い う か 概 要 で す ね 、 き ち っ と 調 べ な が ら 地 域 そ

し て 議 会 に も 相 談 し な が ら 進 め て い き た い 、 私 は 慎 重 慎 重 と い う 分

で は な く 、 今 の 蘭 越 町 に 風 が 吹 い て る 部 分 の 中 で 、 少 し で も プ ラ ス

に な る と い う 分 に は や っ て い き た い 、 だ け ど も 焦 っ て 先 に そ れ ば か

り を 信 用 し て や る こ と に よ っ て ま た 後 戻 り を す る と い う か た ち で は

な く 、 き ち っ と あ る 程 度 み ん な で 進 め な が ら 、 こ れ だ っ た ら い け る

と い う 部 分 で 進 め た い と 思 い ま す の で 御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま す 。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 2 番 （ 田 村 陽 子 ）  町 長 の お 考 え はわ かり ま した 。一 つだ け 最後

質問さ せてく だ さい。  

 御 成 小 学 校 も 名 駒 小 学 校 も 地 域 の 避 難 所 と し て 、 今 の と こ ろ た い

し て 避 難 す る よ う な こ と も な い も ん で あ り が た い ん で す け ど 、 例 え

ば そ う い う 方 向 に な っ た 時 に 、 貸 す よ と い う こ と に な っ た 時 に 、 そ

の避難 所をど う するの かとい う ことを お聞き し たいと 思いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  田 村 議 員 の 質問に お答え い たしま す。  

安 全 安 心 な 町 づ くり 、地域 にと っ て避難 所は大 切 でござ います の で、

避 難 所 は 確 保 し な け れ ば な ら な い と 思 っ て お り ま す 。 こ れ が 民 間 の

活 力 に よ っ て 、 同 じ く そ の 場 所 で も 活 用 し て い い と い う か た ち で あ

れば、地域 の方々 と協議 しなが ら 進めた いし 、そう でなけ れば違 う 、

近 隣 の 近 く に そ う い う 場 所 が な い か と い う 部 分 も 検 討 し な け れ ば な

りませ んが 、地 域 として の 条件 と しては 、避 難所 と して 、あそ こは 重

要 な 場 所 で す の で 、 そ の 辺 の と こ ろ は 民 間 の 方 に 貸 す と し て も ひ と

つ の 条 件 の 中 で 検 討 し て も ら え る か と い う 話 は 私 は 話 し て い く べ き
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だと思 ってお り ますの で御理 解 を願い ます。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） ２ 項 目 の 田 村 議員の 質問は こ れで終 わりま す 。  

 3 項 目 め の 質 問に移 ってく だ さい。  「 田 村 議 員 」  

 

〇 ２ 番（ 田 村 陽 子） は い 、三 つ 目 です。Ｓ ＮＳ を活 用 した 情報発 信

につい てお伺 い いたし ます。  

 先 日 、 首 長 自 ら Ｓ Ｎ Ｓ を 駆 使 し 、 町 の 魅 力 や 個 人 を 発 信 し 全 国 に

ファン を作っ て いる比 布町の 視 察に行 ってま い りまし た。  

 日 々 の 細 や か な 情 報 発 信 で 、 災 害 時 に は デ マ や 憶 測 情 報 が 出 回 る

中、町 長自ら の 信頼あ る情報 提 供で力 を発揮 さ れたと のこと で す。  

 蘭 越 町 で も 、 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 始 ま り ま し て 、 ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 １

３ 日 か ら は フ ェ イ ス ブ ッ ク で の 広 報 活 動 を 取 り 入 れ ら れ て 毎 日 、 出

来 事 を 更 新 さ れ て お り ま す 。 １ 年 が 経 ち 、 現 在 ２ ４ ０ 名 程 度 の 方 が

ページ に反応 し ている とのこ と です。  

 比 布 町 な ど 、 積 極 的 に 取 り 入 れ て い る 自 治 体 と 大 き く 違 う の は 、

情 報 が 一 方 通 行 だ と い う こ と で す 。 Ｓ Ｎ Ｓ は 本 来 、 双 方 向 の や り 取

り で 、 そ こ か ら 直 接 つ な が っ て い な く て も 間 接 的 に 拡 が る 可 能 性 が

あり、 町のフ ァ ン作り にはそ こ の交流 が大切 に なりま す。  

 今 後 、更 な る Ｓ ＮＳの 活用 、勉 強 、町 長自ら のＰ Ｒ 活動な ど方向 性

やお考 えをお 聞 かせく ださい 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  田 村 議 員 の 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 し た 情 報 発 信 に つ い

ての御 質問に お 答えし ます。  

 蘭 越 町 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク で ご ざ い ま す が 、 ホ ー ム ペ ー ジ や 広 報

紙のほ か、町で の 出来事 やイベ ン ト、また、緊急性 の災害 情報等、い

ち早く 町内外 を 問わず 情報発 信 するこ とを目 的 に、昨年 9 月 に 開 設

し、運 用して い るとこ ろでご ざ います 。  

 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク は 、 イ ベ ン ト が あ る と き だ け 非 定 期 に 情 報 を

発 信 す る の で は な く 、 蘭 越 町 に 関 心 を 抱 い て も ら う こ と を 重 点 に 置

き、毎日欠 かさ ず 継続し 情報発 信 するこ とで 、閲 覧 者には 、今 日の 出

来 事 を 観 て 読 ん で い た だ い て お り 、 昨 年 １ ０ 月 以 降 、 毎 日 の 情 報 を

公開し ており ま す。  

 ま た 、 町 の フ ェ イ ス ブ ッ ク は あ く ま で も 公 式 な も の で あ り ま す の
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で 、 個 人 的 な 発 言 や 回 想 を 含 め ず 多 く の 人 に 情 報 発 信 す る こ と を 心

掛 け て お り 、 当 初 は １ 日 平 均 約 ２ ０ ０ 件 で あ っ た 閲 覧 件 数 も 、 現 在

では平 均３０ ０ 件を超 え、その 日 の記事 によっ て は、２，００ ０件 か

ら３， ０００ 件 のアク セスが ご ざいま す。  

 議 員 か ら の 情 報 が 一 方 通 行 と の 御 質 問 に つ い て で す が 、 議 員 御 指

摘 の と お り 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク を は じ め と す る Ｓ Ｎ Ｓ は 、 双 方 向 で 情

報 の 共 有 が で き 、 そ こ か ら 間 接 的 に 交 流 が 広 が る 可 能 性 が あ る こ と

は、私も認 識し て おりま すが 、そ の 一方で 、相 手が そ の本人 と特定 で

き ず 、 悪 質 な 不 正 ロ グ イ ン 等 の ト ラ ブ ル に 巻 き 込 ま れ る 懸 念 も ご ざ

います 。  

 ま た 、 公 開 記 事 に 寄 せ ら れ た コ メ ン ト に お 答 え し 、 対 応 し た い と

こ ろ で す が 、 Ｓ Ｎ Ｓ は 即 時 性 が 重 要 で あ り 、 利 用 者 の コ メ ン ト に 対

し 、 担 当 者 の 個 人 的 な 主 観 を も っ て 直 ぐ に 対 応 す る こ と は 難 し い こ

とから 、現 在は 、閲覧者 への公 平 性を保 つため 、情 報発信 のみと さ せ

ていた だいて お ります 。  

 私 、 自 ら の Ｓ Ｎ Ｓ の 活 用 に つ い て も 、 十 分 メ リ ッ ト が あ る こ と は

理 解 い た し て お り ま す が 、 こ れ ま で 町 長 と し て 、 様 々 な 場 所 へ 足 を

運 び 、 人 と 対 話 し 、 町 の Ｐ Ｒ 活 動 等 に 日 々 奔 走 し て い る 現 状 で ご ざ

います が、今後 、できる 範囲で Ｓ ＮＳを 活用し て 、町の魅 力を町 内 外

に 発 信 で き れ ば と 考 え て お り 、 現 在 、 職 員 と 打 ち 合 わ せ を 行 っ て い

るとこ ろでご ざ います 。  

 な お 、双 方 向 で の情報 共有に つ いては 、誹 謗中 傷 、営 利を目 的と し

た も の な ど 個 人 的 な リ ス ク が あ り ま す の で 、 運 用 に つ い て は 、 慎 重

に検討 したい と 考えて おりま す 。  

 い ず れ に い た し ま し て も 、 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク 開 設 １ 年 を 迎 え 、

こ の １ 年 間 の 実 績 を 基 に 、 今 後 の 利 用 方 法 も さ ら に ス テ ッ プ ア ッ プ

し た い と い う 考 え も あ り 、 他 町 村 の 活 用 方 法 も 参 考 に し な が ら 、 Ｓ

Ｎ Ｓ の 利 活 用 を 前 向 き に 検 討 し て ま い り ま す の で 、 御 理 解 願 い た い

と思い ます。 以 上です 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 ２ 番 （ 田 村 陽 子 ）  あ り が と う ご ざ い ま す 。 ア ク セ ス 数 が ア ッ プ

してる と、記事 に よって は。そう お っしゃ ってお ら れます し、私も 拝

見 し て い る ん で す け ど 、 ア ク セ ス 数 か ら 、 せ っ か く 来 て 見 て き て も

ら え て る 方 々 か ら 、 次 の ス テ ッ プ 、 蘭 越 町 に 来 て も ら え る た め の つ
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な ぎ が で き て い な い ん で す よ ね 。 そ の Ｓ Ｎ Ｓ の 発 信 力 、 と っ て も と

っ て も 毎 日 更 新 さ れ て て 、 そ れ は す ご い な 、 １ 年 よ く さ れ て ま し た

ね と 思 い な が ら 日 々 拝 見 す る ん で す け ど 、 そ れ は 次 の ス テ ッ プ に 行

く た め に は や は り 交 流 と い う か た ち で 蘭 越 の フ ァ ン を 作 る と い う こ

と が と っ て も と っ て も 大 事 に な る と 思 う ん で す 。 そ れ が 、 発 信 力 の

弱 い 部 分 と 時 代 の 今 の 早 い 流 れ に 対 応 し き れ て い な い と い う の は 、

や は り こ う ち ゃ ん と 把 握 し て 、 Ｓ Ｎ Ｓ の 勉 強 す る 、 発 信 の 勉 強 す る

と い う 方 法 、 や は り そ こ は 取 り 入 れ て 頂 き た い と 思 い ま す 。 そ こ に

関して はいか が ですか 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  田 村 議 員 の 質 問 に お 答 え し ま す 。 町 の 情 報 を 発

信 す る と い う 手 段 の 中 で は 、 い ろ ん な 部 分 が あ る と 思 い ま す 。 議 員

お っ し ゃ っ た と お り 、 Ｓ Ｎ Ｓ も 一 つ の 方 法 で す が 、 い ろ ん な 冊 子 を

作りな がら町 の ＰＲを する 、そ う いうよ うな方 法 もある と思い ま す。 

 こ の 今 回 の 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク 、 昨 年 度 か ら や っ て み て で す ね 、

担当職 員は毎 日 のよう に町の 行 事をあ げて出 し てるん ですよ ね 。  

 私 も 感 心 す る く ら い 、 一 日 と も 欠 か さ な い で 、 土 日 も 行 事 を や っ

た り と か そ う い う 部 分 を 出 し て く れ て る と 。 非 常 に 職 員 は 頑 張 っ て

やって くれて い るし、 私も感 謝 をして いると こ ろな ん です。  

 で 、 議 員 お っ し ゃ っ て る と お り 、 そ の 上 を 上 を と い ろ ん な 部 分 を

進 め て い る 部 分 は そ れ は わ か ら な い わ け で は な い で す が 、 限 ら れ た

人 数 で 対 応 す る 、 仕 事 は そ れ だ け で は あ り ま せ ん の で 、 で き る 少 し

の 部 分 の 中 で 、 違 う か た ち で や れ る と い う 方 法 は そ れ は 内 部 で 検 討

し た い と 思 い ま す が 、 そ こ だ け に 集 中 し て 次 に 、 と い う 分 の 中 で は

今 の 広 報 公 聴 係 で 行 っ て い る 部 分 で は 非 常 に 限 界 と い う 分 も あ る か

な、で、今い ろん な時代 に則し た ＳＮＳ の方法 も ありま すので 、そ の

辺 の と こ ろ は 今 日 、 御 意 見 を い た だ き ま し た の で 、 ど の よ う な こ と

が で き る の か と い う こ と 含 め て 内 部 で 検 討 し て ま い り た い と 考 え て

おりま すので 御 理解を 願いた い と思い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 ２ 番 （ 田 村 陽 子 ）  職 員 さ ん の 努 力 も と っ て も わ か り ま す し 、 本

当 に あ り が た い な と 思 っ て お り ま す 。 大 事 な の は 災 害 が あ っ た 時 で
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す ね 、 も ち ろ ん Ｓ Ｎ Ｓ だ け が 全 て で は な い 比 布 町 も お っ し ゃ っ て ま

したし 、比 布町 長 もおっ しゃっ て ました 、ア ナロ グ なもの 、紙 とか 黒

板 と か ホ ワ イ ト ボ ー ド と か 、 や は り 災 害 時 に は 併 用 し な が ら い か な

き ゃ な ら な い と い う こ と は と っ て も 大 事 だ と 学 ん で き ま し た し 、 た

だ、ＳＮＳ で良 い 所は 、見て ない 、直接や ってい な い人な んかで も 、

それを 見た人 た ちが 、離れ た親 御 さんが 、子 供た ち が連絡 を、今ど こ

ど こ で 困 っ て る ら し い よ と か 災 害 の 情 報 を 、 町 外 の 親 族 の 方 や お 友

達 な ん か も 知 れ る と い う こ と で す ご く 重 宝 さ れ て 、 そ こ か ら 情 報 が

い ろ い ろ 回 っ て く る と い う 流 れ も あ る そ う で 、 と っ て も こ れ か ら は

そ こ の と こ ろ は 無 し に は 語 れ な い 自 治 体 も 、 時 代 じ ゃ な い か な と 思

ってお ります 。い ま、ライン とい う ＳＮＳ ，か なり 高 齢者の 方なん か

もされ てると 思 います し、その ラ イン登 録アカ ウ ントを 町がと っ て、

そ れ に 登 録 し て も ら え ば 全 部 そ れ で 発 信 で き る と い う 方 法 も あ り ま

すし、 それも 一 つ提案 させて い ただこ うかな と 思って おりま し た。  

 そ れ か ら も う 一 つ 提 案 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 事 で す 。 ホ ー ム ペ ー ジ

の ス マ ホ 版 と い う か 、 ス マ ー ト フ ォ ン 対 応 へ の ホ ー ム ペ ー ジ へ の 対

応 へ の ホ ー ム ペ ー ジ を 作 ら な い と 、 こ の 先 は な か な か 蘭 越 町 を す ぐ

検 索 し て い た だ く こ と に は つ な が ら な い ん じ ゃ な い か と 思 い ま す の

で 、 そ う い う デ ザ イ ン な ん か も 実 は 蘭 越 町 の 町 民 に そ う い う 事 が で

き る 人 が い た り 、 い ろ い ろ 町 民 の で き る 人 た ち を 、 案 を 借 り な が ら

ソ フ ト な 面 は 住 民 に 助 け て く だ さ い と い う か 投 げ か け て も い い ん じ

ゃない かとい う 提案で す。こ こ のとこ ろ最後 お 聞きし ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  田 村 議 員 の 再 質 問 に お 答 え し ま す 。 災 害 が あ っ

た時で すね 、私 は 住民の 命とい う か、安心に させ る 、組 長がそ うい う

部 分 の 中 で 発 信 す る と い う の は 大 事 だ と 思 っ て い ま す 。 私 は 行 政 通

信 無 線 を 使 っ て 、 私 が 、 安 全 だ か ら と か 逃 げ て く だ さ い と か そ う い

う事を すれば い いんじ ゃない か と考え ており ま す。  

そ れ は 何 か と い う と 、 Ｓ Ｎ Ｓ も 良 い 部 分 は あ り ま す が 、 そ れ は 限

ら れ た 人 な ん で す 。 高 齢 者 の 方 も い る し 、 そ う い う 分 の 中 に 全 て 災

害 な ん か の 時 に ど う 対 応 す る か と い う こ と を 、 い ち 早 く お 知 ら せ す

る か と い う の は 、 私 は そ の 分 の 中 に は 行 政 通 信 シ ス テ ム 、 そ の 分 が

有 効 で あ る か と 思 っ て お り ま す 。 で す か ら 議 会 に も 理 解 を 得 て 、 こ

の 庁 舎 の 発 電 と い う も の も ３ ， ６ ０ ０ 万 と い う 金 額 も 補 正 し て い た
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だ い て 、 そ う い う 対 応 を し て い き た い と 。 議 員 の お っ し ゃ っ て る 分

は わ か ら な い わ け で は ご ざ い ま せ ん 。 い ろ ん な 町 の Ｐ Ｒ を し て い く

部 分 の 中 で は 、 ホ ー ム ペ ー ジ 含 め て 大 切 な 分 と い う の は あ り ま す 。

で 、 町 内 に は そ う い う 技 術 を 持 っ て る 方 も い ら っ し ゃ る と い う 分 も

あ り ま す の で 、 ま あ 町 か ら 助 け て 下 さ い と い う の は な か な か 言 い づ

ら い 分 も あ る か も し れ ま せ ん が 、 協 力 体 制 を 取 れ る と か そ う い う 部

分 が 、 町 民 の 中 で こ う い う 事 も 町 に お 手 伝 い で き ま す よ と か そ う い

う 情 報 が あ れ ば 、 議 員 の 方 か ら 含 め て 町 の 方 に も 提 供 し て い た だ き

な が ら 今 後 い ろ ん な 情 報 発 信 の 方 法 に つ い て 検 討 し て ま い り た い と

考えて おりま す ので、 御理解 を 願いた いと思 い ます。 以上で す 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、田村 議員 の質 問 を終わ ります 。  

 次 に 、５ 番 向 山 議員 、質問 席へ 着 席願い ます 。 「 ５ 番 、向 山 議員 」  

 

〇 ５ 番 （ 向 山 博 ）  私 か ら は 中 小 河 川 の 維 持 管 理 に つ い て 御 質 問 さ

せ て い た だ き ま す 。 近 年 は 河 川 整 備 も 進 み 、 ま た 大 災 害 に 結 び つ く

豪 雨 も な く 中 流 域 で の 大 雨 に よ る 大 き な 災 害 は 起 こ っ て お り ま せ ん 。 

 昨 年 ７ 月 、 大 雨 で 近 く の 川 を 地 響 き と と も に ゴ ロ ゴ ロ と 音 を 立 て

大 き な 石 や 草 木 が 流 れ る の を 見 て 、 私 が 子 供 の こ ろ 体 験 し た 昭 和 ３

６年の 水害の 光 景を思 い出し 、 ゾーッ といた し ました 。  

 あ の 時 は 上 流 か ら 流 れ て く る 土 砂 や 流 木 が 橋 梁 箇 所 で 河 道 断 面 を

塞ぎ、 そこか ら 流れた 水で農 地 が被災 しまし た 。  

 河 道 内 に 繁 茂 し た 樹 木 は 根 張 り が 浅 く 流 出 し や す い の が 特 徴 と 思

わ れ ま す が 、 最 近 は 大 雨 に よ る 洪 水 が 無 い 為 、 河 道 内 で 樹 木 が 巨 大

化して お りま す 。  

 温 暖 化 に よ る 影 響 か ど う か 定 か で は あ り ま せ ん が 、 最 近 は 過 去 の

記 録 を 超 え る よ う な 豪 雨 は 当 た り 前 で 、 蘭 越 町 も そ う い う 状 況 を 覚

悟して おかな け ればな らない と 思いま す。  

 そ こ で 、 町 道 に 架 か る 橋 梁 上 流 の 樹 木 の 繁 茂 状 況 、 支 障 物 等 の 河

道 状 況 の 確 認 と 維 持 管 理 の 現 状 に つ い て お 聞 か せ い た だ き た い と 思

います 。よろ し くお願 いいた し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  向 山 議 員 の 、 中 小 河 川 の 維 持 管 理 に つ い て の 御

質問に お答え し ます。  
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 町 が 管 理 し て い る 普 通 河 川 に つ い て は 、 １ ５ ３ 河 川 で 総 延 長 は ５

４９． ６キ ロ メ ートル となっ て おりま す。  

 最 近 の 町 に お け る 河 川 災 害 と し て は 、 昨 年 ７ 月 ５ 日 の 台 風 ７ 号 か

ら 変 わ っ た 温 帯 低 気 圧 が も た ら し た 雨 の 影 響 に よ り 増 水 し 、 川 底 の

石 や 土 砂 が 押 し 流 さ れ 一 か 所 に 堆 積 し た こ と が 原 因 で 、 川 水 が 道 路

に 流 出 し た 箇 所 が 一 か 所 。 川 斜 面 の 洗 堀 さ れ た 場 所 が 一 か 所 。 そ の

他 の 河 川 は 、 水 位 の 上 昇 は あ り ま し た が 、 橋 の 破 損 や 道 路 の 崩 壊 等

の大き な災害 に は至ら ない状 況 であり ました 。  

 河 川 の 状 況 確 認 は 、 す べ て の 河 川 に 管 理 用 道 路 が 整 備 さ れ て い な

いこと から 、ほ と んどの 河川が 橋 梁、または 、併設 されて いる道 路 が

あ る 場 合 、 そ こ か ら の 目 視 の 確 認 を 行 っ て お り ま す が 、 確 認 し き れ

な い 場 所 で の 樹 木 の 繁 茂 、 ま た は 土 砂 が 異 常 体 積 し て い る こ と が 予

想 さ れ 、 出 水 時 に 洪 水 氾 濫 の 原 因 に も な る こ と か ら 、 上 流 部 の 確 認

も必要 と考え て いると ころで ご ざいま す。  

 な お 、河 川 数 が 多いこ とから 、上 流部の 確認作 業 におい ては 、航 空

写 真 を 活 用 し 土 砂 の 堆 積 や 樹 木 の 繁 茂 が 著 し い 箇 所 を 特 定 し 現 地 を

確 認 す る 、 ま た は 住 民 か ら の 情 報 を 基 に 現 地 や 上 流 部 の 状 況 の 把 握

に努め ていき た いと考 えてお り ます。  

 河 川 の 維 持 管 理 に つ い て は 、 計 画 的 に 実 施 し て お り 、 昨 年 度 に お

いては 、河 川改 修 の委託 料と工 事 費を併 せまし て ４，６１１ 万６ ，０

０ ０ 円 、 河 床 整 備 費 と し て ５ ９ ６ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 を 費 や し 整 備 を 行

ってお ります。ま た、緊急 就労対 策 により、河道内、矢筈の 沢川の 樹

木伐採 整備を 行 ってお ります 。  

 今 年 度 は 、 河 川 改 修 の 委 託 料 と 工 事 費 を 併 せ ま し て ６ ， ０ ３ ５ 万

円、河 床整備 費 で５０ ０万円 を 予算計 上し、 実 施予定 であり ま す。  

 近 年 、 全 国 的 に 台 風 以 外 に も 異 常 気 象 に よ る 、 大 雨 で 多 大 な 被 害

を も た ら し て い る 地 域 が 多 く な っ て お り 、 本 町 に お い て も 例 外 で は

な く 、 い つ 大 雨 に よ る 河 川 災 害 が 起 き る と も わ か ら な い た め 、 河 川

の 状 況 の 把 握 、 維 持 管 理 は 、 計 画 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 問 題 と

認 識 し て お り ま す が 、 河 川 数 が 多 く 、 河 川 延 長 も 長 い こ と か ら 、 今

年 、 寄 贈 さ れ た ド ロ ー ン も 活 用 し な が ら 状 況 確 認 を 行 っ た う え で 、

緊 急 性 を 見 極 め な が ら 計 画 的 に 整 備 等 を 行 っ て い き た い と 考 え て お

ります ので、 御 理解願 います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  向 山 議 員 。  
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〇 ５ 番（ 向 山博 ） あ り が と う ご ざいま す。こ れ、水害な んで、極端

な 事 言 う と 明 日 起 き る か も し で す よ ね 。 そ れ で 僕 が 心 配 な の は 、 河

道もそ うなん で すけど 、先 ほど 言 いまし たけど 根 入れが 浅いた め に、

石 や な ん か が 流 れ た 時 に 洗 堀 さ れ す ぐ 木 が 上 が っ て く る ん で す よ ね 。

で、 河 川 の余 裕 幅と い う のは 多 分６ 0 セ ン チ ぐ らい し か ない と 思う

んです よ。流量 計 算して 作って る はずだ と思う の で。で、橋は まだ い

い ん で す け ど ボ ッ ク ス に な る と 本 当 に 狭 い ん で 、 木 が ひ っ か か っ て

ほとん ど 流れ る 断面が なくな る 状況が 想定さ れ るんで すよね 。  

 昨 年 の ７ 月 の 大 雨 の 時 も 私 、 家 の 横 に 川 が 二 つ あ る の で 見 て た ん

ですけ ど、怖 い くらい の状況 で した。あ れ、あ と 2 時 間 3 時 間 続 く

と お そ ら く ア ウ ト か な っ て た く ら い の 雨 だ っ た の で 、 吉 国 の 丸 田 商

店 の 所 で 集 ま っ て 、 ど う い う 対 応 だ っ た の か わ か り ま せ ん け ど 、 本

当 に 雨 は い つ 降 る か わ か ら な い ん で 、 先 月 の ３ １ 日 で す か 、 岩 見 沢

で ９ ４ ． ５ ミ リ の 大 雨 が 降 り ま し た け ど 、 今 は あ れ ぐ ら い の 雨 が 当

た り 前 で 、 皆 さ ん 被 災 さ れ て か ら 言 う 事 が い つ も 同 じ で 、 想 定 を 超

え る 雨 だ っ た と い つ も 言 わ れ る ん で す け ど 、 い つ な ん ど き 蘭 越 町 に

も 想 定 を 超 え る 雨 が 降 ら な い と も 限 り ま せ ん の で 、 こ れ 町 道 に か か

る 橋 、 目 視 で も い い ん で す け ど 、 例 え ば 川 の 上 流 １ ０ ０ メ ー ト ル ２

０ ０ メ ー ト ル は 緊 急 的 に で も 応 急 措 置 と し て 木 の 伐 採 を し て 、 断 面

を 確 保 し て お く と い う 事 を や っ て お か な い と 、 こ れ 大 変 な 事 に な り

ま す の で 、 で き る 所 か ら や っ て い た だ き た い ん で す け ど 、 そ の あ た

りをち ょっと 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  向 山 議 員 の 再 質 問 に お 答 え し ま す 。 議 員 お っ し

ゃ る と お り 、 災 害 は 本 当 に い つ 起 き る か わ か ら な い よ う な 状 況 で ご

ざいま す。  

 ゲ リ ラ 豪 雨 と い う 部 分 の 中 で 全 国 で も 大 き な 被 害 が 起 き て い る 状

況 で ご ざ い ま す 。 町 道 の 町 河 川 に お い て は 、 先 ほ ど 言 っ た と お り １

５３河 川とい う ことで 非常に 本 数が多 い河川 で ござい ます。  

 こ の よ う な 中 で 議 員 お っ し ゃ っ て る 、 非 常 に あ の 、 木 が 生 い 茂 っ

て い て 非 常 に そ う い う 中 か ら 大 雨 に よ っ て 流 れ て く る 、 河 道 を 塞 ぐ

と い う 分 が あ り ま す の で 、 先 ほ ど 答 弁 で 危 険 な 所 は 冬 期 間 失 対 事 業

も 含 め な が ら 木 の 伐 採 と か そ う い う も の は 行 っ て い る 状 況 に ご ざ い

ま す 。 今 回 質 問 が 出 さ れ た 部 分 の 中 で も 、 内 部 の 方 で 現 状 確 認 し な
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が ら 危 な い 所 が あ れ ば 、 そ う い う 事 業 等 も 含 め て 行 っ て い か な け れ

ば な ら な い と い う こ と で 、 担 当 の 方 に も 指 示 を い た し た と こ ろ で ご

ざいま す。  

今 後 に お い て 、 議 員 か ら の 御 提 案 も ご ざ い ま す の で 、 ま た 皆 さ ん

か ら 情 報 を 収 集 し な が ら 現 場 も 確 認 し て 、 緊 急 性 が あ っ て 危 な い と

い う 所 に つ い て は 対 応 し な か っ た ら な ら な い と 考 え て お り ま す の で 、

も う 少 し そ の 辺 の と こ ろ を 内 部 で も き ち っ と 情 報 収 集 含 め て 検 討 し

ていき たいと 考 えてお ります の で、御 理解を 願 いたい と思い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  向 山 議 員 。  

 

〇 ５ 番 （ 向 山 博 ）  あ り が と う ご ざ い ま す 。 役 場 の 職 員 や 業 者 よ り

も 、 地 域 に 住 ん で る 方 が 一 番 危 険 な 状 況 と い う の は 把 握 し て る と 思

うんで すよ 。そ れ でこれ 、各 地で 町 政懇談 会があ り ますの で、危険 な

箇 所 な ん か 聞 き 取 り し て み て は い か が か と 思 い ま す 。 そ れ で 防 災 に

関 し て は と か く 尻 別 川 と か 港 地 区 の 防 災 タ ワ ー な ん か が あ り ま す ん

で 、 そ う い う の は と か く 目 が い き が ち で す が 、 蘭 越 町 に は 上 流 の 危

険 な 箇 所 が た く さ ん あ る と い う こ と を 頭 に 入 れ て お い て い た だ き た

いと思 います の で、も う一言 何 か。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  向 山 議 員 の 御 質 問 に 答 弁 さ せ て い た だ き ま す 。

議 員 の 皆 様 に は い つ も 私 、 答 弁 さ せ て い た だ き ま す が 、 安 心 安 全 に

生活を してい た だくと いうこ と が一番 大切だ と 考えて おりま す 。  

 そ の よ う な 中 で い か な る 、 先 ほ ど 議 員 か ら お っ し ゃ っ た と お り 、

い つ 災 害 が 起 こ る か わ か ら な い 、 そ う い う よ う な 状 況 が 、 広 大 な 面

積 を 持 つ 蘭 越 町 に は か な り の 分 が あ る と い う こ と で す の で 、 い ろ ん

な と こ ろ で 町 民 の 意 見 、 情 報 収 集 含 め な が ら 、 本 当 に 危 険 だ と い う

分 に つ い て は そ う い う 事 業 も 実 施 し な け れ ば な ら な い と 考 え て お り

ま す 。 そ の よ う な 時 は 補 正 等 含 め て で す ね 、 議 会 の 皆 さ ん に も ご 理

解 い た だ き な が ら 進 め て い き た い と 考 え て お り ま す 。 よ ろ し く お 願

いいた しまし て 、答弁 とさせ て いただ きたい と 思いま す。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、向山 議員 の質 問 を終わ ります 。  

 次 に 、 赤 石 議 員、質 問席へ 着 席願い ます。  「 ７ 番 、 赤 石 議 員」  
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〇 ７ 番（ 赤 石 勝 子） １ 点 、お 伺 い いたし ます。港地 区高齢 者セン タ

ー の 利 用 に つ い て 伺 い ま す 。 港 地 区 高 齢 者 セ ン タ ー は 、 け っ こ う 利

用 さ れ て い る よ う で す が 、 港 町 内 の 方 も 高 齢 化 が 進 ん で お り ま す 。

建 物 も し っ か り し て お り ま す の で 、 も っ と 利 用 し や す く す る た め 、

和 室 を フ ロ ー リ ン グ に し て 椅 子 の 使 用 に し て は と 思 い ま す が 、 町 と

しても 今後の 利 用方法 があれ ば お聞か せ下さ い 。  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  赤 石 議 員 の 、 港 地 区 高 齢 者 セ ン タ ー の 利 用 に つ

いての 御質問 に お答え いたし ま す。  

 港 地 区 高 齢 者 セ ン タ ー は 、 昭 和 ５ ９ 年 に 、 高 齢 者 の 自 主 的 な 活 動

の 助 長 と 、 そ の 福 祉 の 増 進 を 図 る こ と を 目 的 と し て 整 備 さ れ 、 長 く

地域の 方に利 用 されて きてお り ます。  

 近 年 は 、 介 護 予 防 拠 点 セ ン タ ー の 設 置 に よ り 利 用 実 績 も 平 成 ３ ０

年度で 、利 用回 数 ９回 、利用 者数 も 延べ８ ３人と い う状況 で、年々 減

少傾向 でござ い ます 。ただ 、使い 易い と いう声 も 反面 、ござ いま す 。  

 議 員 御 提 案 の 、 仮 に 使 い や す く 和 室 を フ ロ ー リ ン グ 等 に 改 修 し ま

す と 、 金 額 と し て 概 算 で す が 、 約 ３ ０ ０ 万 円 程 度 の 費 用 が 必 要 と な

り ま す 。 町 が 保 有 し て お り ま す 他 の 施 設 の 維 持 管 理 費 用 も 増 加 し て

お り ま す の で 、 で き れ ば 用 途 に 合 わ せ 、 椅 子 等 も 揃 っ て お り ま す 介

護予防 拠点セ ン ターを 、当面 利 用して いただ き たいと 思いま す 。  

 ま た 、現 在 計 画 してお りま す 、津 波避難 タワー で は、避難所 とし て

一 定 の 期 間 過 ご せ る ス ペ ー ス を 設 け る こ と と し て お り ま す の で 、 災

害時に 、円 滑に 避 難行動 できる よ う、日常か ら 、高 齢者の 方にも 活 用

してい ただき た いと考 えてお り ます。  

 い ず れ に い た し ま し て も 、 港 地 域 に お い て は 、 消 防 会 館 や 旧 港 小

学 校 の 老 朽 化 等 の 課 題 も あ り ま す の で 、 高 齢 セ ン タ ー の 利 用 方 法 も

含 め 、 地 域 と 十 分 検 討 さ せ て い た だ き た い と 考 え て お り ま す の で 、

御理解 願いま す 。以上 です。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  赤 石 議 員 。  

 

〇 7 番 （ 赤 石 勝 子 ）  町 の お 考 え も 理解 しま し たけ れど 、港 地 区で

も高齢 化が進 ん で、一人所 帯の 方 けっこ うもお り ます 。それ で 、改 修

す る と 言 っ た ら ３ ０ ０ 万 ぐ ら い か か る と い う こ と で 、 こ れ か ら 防 災
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タ ワ ー の 事 や ら 、 い ろ い ろ お 金 も か か る こ と だ と 思 い ま す け ど 、 や

っ ぱ り 地 区 の 人 た ち は 一 人 所 帯 に な っ て も こ の 町 に 、 港 に ず っ と 住

んでい たいと い う方た ちが た く さん お ります 、そ ういう 方たち に も、

介 護 予 防 セ ン タ ー の 利 用 も そ う な ん で す け ど 、 や っ ぱ り 規 則 と い う

の が 厳 し い よ う で 、 気 楽 に 集 ま る と 言 っ た ら こ の セ ン タ ー に 集 ま れ

るよう なんで す よね。  

 そ れ で 、 椅 子 に 座 れ た ら と い う 声 も 聞 い て お り ま す か ら 、 別 に フ

ロ ー リ ン グ に し な く て も 、 今 あ る 和 室 の 現 状 で 絨 毯 敷 い て 、 椅 子 や

机やっ ても 、港 地 区あの 辺だっ た らそん なに 、集 ま るとい っても 、け

っ こ う た く さ ん 集 ま る 時 と か は 町 の 行 事 で 介 護 セ ン タ ー 使 っ て る よ

う で す け ど 、 地 域 で 少 し の 集 ま り だ っ た ら せ い ぜ い ２ ０ 人 か そ こ ら

ぐ ら い だ と 思 う の で ね 、 絨 毯 を 敷 い て 椅 子 に し て も ら え る よ う な 、

そうい う考え は ないか 、もう 一 度お願 いしま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  赤 石 議 員 の 再 質 問 に お 答 え し ま す 。 高 齢 者 セ ン

タ ー で す ね 、 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク と い う こ と で 、 ま だ ま だ 非 常 に 耐

用年数 もある と 考えて おりま す 。  

 そ の よ う な 中 で、今、答弁 させ ていた だきま し たが 、港地 域の 中 で

は介護 予防拠 点 センタ ーが１ 番 使われ ている と 。  

た だ こ の 高 齢 者 セ ン タ ー で す ね 、 夜 の 会 合 と か そ う い う 部 分 の 中 で

は 気 楽 に 集 ま れ る と い う 分 も あ っ て 使 わ れ て る と い う こ と の お 話 も

聞いて おりま す 。今、議員お っし ゃ ったと おり 、そ れ をフロ ーリン グ

に 改 修 す る と な る と ３ ０ ０ 万 か か る と い う 分 の 中 で 、 こ の 人 数 も 、

あ る 程 度 限 ら れ て る 人 数 の 中 で 使 い や す さ と い う 分 を 考 え れ ば 、 拠

点 セ ン タ ー の あ る テ ー ブ ル 、 椅 子 と か 、 各 地 域 に あ る そ う い う 分 も

含 め な が ら 、 そ の 事 が 可 能 で あ れ ば 、 当 面 は そ の 分 の 中 で 対 応 で き

な い か と い う こ と も 内 部 で 検 討 し た い と 思 っ て い る 次 第 で ご ざ い ま

す。いず れにし て も、今で すね、消 防会館 が老朽 化 して、今 後どう い

う ふ う に し て い く か と い う こ と も 検 討 し な け れ な な ら な い 、 で 、 そ

こ を 津 波 避 難 タ ワ ー 、 介 護 予 防 拠 点 セ ン タ ー が あ る 、 そ し て 港 小 学

校、こ れに ついて も今、やは り地域 で使わ れてる 分 があり ますの で 、

そ の 辺 の 公 共 施 設 の 分 を き ち っ と で す ね 、 限 ら れ た 部 分 で こ う い う

か た ち に 使 う と い う 方 向 性 を 地 域 の 皆 さ ん と 共 に 考 え な が ら 、 進 め

て い き た い と 考 え て い る と こ ろ で す 。 議 員 お っ し ゃ っ た 、 も し そ の
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よ う な 椅 子 、 テ ー ブ ル 、 そ の よ う な か た ち の 部 分 の 中 で 対 応 が 当 面

可 能 だ と い う こ と に 関 し て は 内 部 で 検 討 し な が ら 進 め た い と 考 え て

おりま すので 、 御理解 願いた い と思い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  赤 石 議 員 。  

 

〇 ７ 番 （ 赤 石 勝 子 ）  あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 部 新 し く す る と か

と い う の で は な く て 、 で き る 範 囲 で 、 和 室 に 絨 毯 を 敷 い て 椅 子 に し

て も ら え れ ば 、 そ れ で も 地 域 の 人 は ゆ っ く り お 話 で き て 使 え る と い

うこと なんで す ね。  

 今 あ そ こ に 、豆 腐の機 械 とか 、昔 使った 藁の機 械 とかね 、そ うい う

ものは 撤去し て 、いらな いもの は 撤去し て、あれ な んです けど 、当 面

の 間 は こ う し て 和 室 が あ る ん で す か ら 、 建 物 も あ あ し て が っ ち り し

て き ち っ と し て い る の で 、 あ の ま ま な ん も 利 用 し な い 、 せ っ か く あ

る も の を 利 用 し て い け ば い い の で 、 そ の よ う に し て 、 そ ん な に 何 百

万 も お 金 か け な く て も 、 地 域 の 人 た ち は 気 軽 に 集 ま っ て 会 合 を し た

り 、 相 談 事 を し た り 集 ま り や す い と い う こ と で 、 ま あ 楽 な 姿 勢 を し

て 皆 お 話 を し て 、 地 域 の 人 が 集 え る 場 所 に し て い っ て ほ し い と 思 う

ん で す よ ね 。 そ う い う こ と で そ の よ う な こ と を 検 討 し て い た だ き た

いと思 います 。 もう一 度。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長（ 金 秀 行 ）  御 質 問 に お 答 えし ます、主は 、介護予 防拠 点セ

ン タ ー が あ る の で 、 そ こ で 会 議 と か 、 地 域 の 方 々 の い ろ ん な 昼 間 の

会合と か使わ れ てると 思いま す 。  

 議 員 お っ し ゃ っ て い る と お り 、 夜 間 と か 非 常 に 使 い や す さ と い う

の は 、 私 も 聞 い た こ と が あ り ま す の で 、 現 状 の 中 で 少 し 手 を 加 え る

ことで 、地 域の方 々が使 いやす い、維持管 理も含 め てあり ますけ ど 、

そ う い う 部 分 の 中 で 対 応 が で き る と い う か た ち で あ れ ば 地 域 と 打 合

せをし てです ね 、進め てまい り たいと 考えて お ります 。  

た だ 、何 ヶ 所も 、だんだ ん高齢 化 になっ て人口 も 少なく なって 、そ の

分 の 中 で 何 カ 所 も そ う い う ふ う に あ る と い う の は 、 や は り 維 持 管 理

も 含 め て 大 変 だ と 考 え て お り ま し て 、 そ れ で 先 ほ ど 言 い ま し た 消 防

会 館 の 点 、 今 の 小 学 校 の 環 境 も ど う す る か 、 そ う い う こ と も 活 用 し

な が ら 何 か 、 あ そ こ の 拠 点 と な る 所 で で き な い か と 考 え て お り ま す
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ので、 御理解 願 いたい と思い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  赤 石 議 員 。  

 

〇 ７ 番（ 赤 石 勝子 ） ぜ ひ 、無 理 のない、あれ なん ですけ ど、で きる

範 囲 で 、 町 内 の 皆 さ ん が 集 ま っ て 、 色 々 安 心 し て 利 用 で き る よ う な

そ う い う 方 向 で 進 め て い っ て 頂 き た い と も 思 い ま す の で 、 よ ろ し く

お願い いたし ま す。  終 わ り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  議 員 が 、 地 域 の 方 々 の そ う い う 切 な 思 い の 中 で

質 問 さ れ て る こ と だ と い う の は 十 分 理 解 を し て お り ま す の で 、 で き

る 範 囲 の 部 分 の 中 で 、 会 館 の 使 用 を 続 け て い け れ ば と 考 え て お り ま

すので 、御理 解 を願い たいと 思 います 。終わ り ます。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、赤石 議員 の質 問 を終わ ります 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ に て 一 般質 問を終 了 いたし ます。  

 こ こ で 休 憩 い たしま す。再 開 は、１ ５時２ ５ 分とい たしま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  再 開 い た し ます 。  

 日 程 第 ５ 、 議 案 第 １ 号 、 蘭 越 町 土 地 開 発 公 社 の 解 散 に つ い て を 議

題とい たしま す 。提案 理由の 説 明を求 めます 。  「 小 林 総 務 課 長」  

 

〇 総 務 課 長 （ 小 林 俊 也 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 １ 号 蘭

越町土 地開発 公 社の解 散につ い て御説 明いた し ます。  

 先 般 、 議 員 協 議 会 に お い て 御 説 明 後 の ９ 月 ３ 日 に 、 蘭 越 町 土 地 開

発 公 社 理 事 会 を 開 催 し 、 出 席 理 事 全 員 に よ り 、 公 社 の 解 散 に つ い て

同 意 を 得 ま し た の で 、 公 有 地 の 拡 大 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 ２ ２ 条 第

1 項 の 規 定 に よ り、議 会の議 決 をお願 いする も のです 。  

 ２ 枚 目 を お 開 き願い ます。  

 解 散 の 時 期 に つ き ま し て は 、 北 海 道 知 事 の 認 可 が あ っ た 日 と な り

ます。解散 の理由 につき まして は、数年に わたり 土 地の取 得がな く 、

経 営 が 形 骸 化 し て い る た め 、 公 社 存 続 に 要 す る 費 用 の 節 減 や 事 務 の

合理化 のため 、 解散す るもの で す。  
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 財 産 目 録 に つ きまし ては、 次 のペー ジとな っ ており ます。  

 残 余 財 産 の 処 分 方 法 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 に 帰 属 さ せ 、 清 算 人

は蘭越 町土地 開 発公社 理事長 、 金秀行 であり ま す。  

 以 上 で 説 明 を 終わり ます。 よ ろしく 御審議 を お願い いたし ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、 質 疑に入 ります 。 質疑あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 、質疑 を 終了い たしま す 。  

 こ れ よ り 、 討 論を行 います 。 討論あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 、討論 を 終了い たしま す 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 、 蘭 越 町 土 地 開 発 公 社 の 解 散 に つ い て を 採

決いた します 。  

 お 諮 り い た し ま す 。 本 案 は 、 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議

ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第１号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 ６ 、議 案第２ 号、蘭 越町 森林環 境譲与 税

基金条 例につ い てを議 題とい た します 。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 西河農 林水産 課 長。  

 

〇 農 林 水 産 課 長 （ 西 河 修 久 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ２

号 蘭 越 町 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 条 例 の 制 定 に つ き ま し て 、 ご 説 明 申 し

上げま す。  

 本 条 例 は 、 国 に お い て 森 林 の 有 す る 公 益 的 機 能 の 維 持 増 進 の 重 要

性 に 鑑 み 、 森 林 の 整 備 及 び 促 進 に 関 す る 施 策 の 財 源 に 充 て る た め 、

「 森 林 環 境 税 及 び 森 林 環 境 譲 与 税 に 関 す る 法 律 」 が 公 布 さ れ 、 森 林

環 境 譲 与 税 が 本 年 度 か ら 譲 与 さ れ ま す が 、 こ の 譲 与 税 が 地 方 公 共 団

体 に お い て 法 律 に 定 め ら れ た 使 途 ど お り 執 行 す る と と も に 、 財 源 の

管 理 の た め 、 基 金 の 設 置 が 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 本 条 例 を 制 定

させて いただ く もので す。  

 そ れ で は 、 １ ページ をご覧 願 います 。  

 第 １ 条 は 、 設 置 で 、 蘭 越 町 に お け る 森 林 整 備 及 び そ の 促 進 に 必 要
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な 事 業 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る た め 、 蘭 越 町 森 林 環 境 譲 与 税 基

金を設 置する と 定めて います 。  

 第 ２ 条 は 、 積 立 て で 、 国 か ら 譲 与 さ れ る 森 林 環 境 譲 与 税 の 額 に 基

づき、 予算に お いて定 める額 と 定めて います 。  

 第 ３ 条 は 、 基 金 の 使 用 で 、 第 １ 号 は 第 １ 条 に 規 定 す る 事 業 に 要 す

る経費 に充て る ため使 用でき る と定め ていま す 。  

 第 ２ 号 は 、基 金 を使用 する場 合 は、一般会 計の 歳 入に繰 り出し 、そ

の歳出 として 支 出する ものと 定 めてい ます。  

 第 ４ 条 は 、 管 理 で 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ

ばなら ないと 定 めてい ます。  

 第 ５ 条 は 、運 用 益金の 処理で 、基 金の収 益は 、一 般 会計歳 入歳出 予

算に計 上し、 基 金に編 入する と 定めて います 。  

 第 ６ 条 は 、 繰 り替え 運用等 に ついて 定めて い ます。  

 第 ７ 条 は 、町 長 への委 任で 、こ の 条例に 定める も ののほ か、基金 の

管理に 必要な 事 項は、 町長が 定 めるも のとし ま す。  

 附 則 と し ま し て、こ の条例 は 公布の 日から 施 行 する もので す 。  

 以 上 で 説 明 を 終わり ます。 よ ろしく ご審議 を お願い いたし ま す。  

  

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、提案 理由 の説 明 を終わ ります 。  

 こ れ よ り 、質 疑 に入り ます 。質 疑 ありま せんか 。「 ６番、難波 議員 」  

 

〇 ６ 番（ 難 波 修二 ） は い 、６ 番 です。基 金条 例な んです けど、実際

に こ れ が ど う い う ふ う に 、 ど う い う 事 業 に 取 り 組 ん で い く か と い う

ところ につい て ちょっ と教え て いただ きたい と 思いま す。  

 後 ほ ど 補 正 予 算に 積 立金 １ ，２ ００万 、補 正を し ており ます 。こ の

環 境 税 は 、 ２ ０ ２ ４ 年 に 導 入 さ れ る ん で す け ど 、 そ れ に 先 行 す る か

た ち で 今 年 か ら 国 か ら 譲 与 税 と し て 毎 年 、 町 に 入 っ て く る と 。 そ れ

が 毎 年 １ ， ２ ０ ０ 万 と い う こ と な の か な と 想 像 す る ん で す け ど 、 こ

れ を 毎 年 積 み 立 て て い く だ け で は な く て 、 第 １ 条 に あ る よ う に 、 そ

れ ぞ れ の 市 町 村 で 必 要 な 事 業 に 取 り 組 ん で い く と い う こ と に な る と

思 う ん で す け ど 、 ど の よ う な 事 業 を 想 定 す る の か 、 新 聞 報 道 等 な ど

で は 、 人 材 育 成 と か 啓 発 と か Ｐ Ｒ 、 そ う い う こ と か な と 思 う ん で す

けど、 それに し ては１ ，２０ ０ 万、相 当なこ と なんだ ろうと 。  

 一 番 最 初 に あ り ま す よ う に 、 蘭 越 町 に お け る 間 伐 や 、 間 伐 と い う

事 業 を や っ て い く と す れ ば 、 こ れ は 莫 大 な 事 業 規 模 と な っ て い く だ

ろうと 。そ れは 、官民問 わずの 森 林全て をいう 事 になる と、相当 な ん
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だろう なと思 う んです けど 、その やって いこう と してい る事業 、今 、

想定し ている こ とにつ いて教 え ていた だけれ ば と思い ます。  

 よ ろ し く お 願 いしま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  西 河 農 林 水 産課 長。  

 

〇 農 林 水 産 課 長 （ 西 河 修 久 ）  環 境 譲 与 税 の 事 業 の 質 問 で ご ざ い ま

す が 、 事 業 に つ き ま し て は 御 質 問 の 中 に も あ り ま し た と お り 、 間 伐

や人材 育成 、担 い 手の確 保、木材 利 用 の促 進や普 及 啓発等 、森 林整 備

及 び そ の 他 福 祉 に 関 す る 費 用 と さ れ て お り ま す 。 具 体 的 に は 間 伐 も

そうで ありま す け ど 、路網 整備 、作業道 等 です ね 、森林整 備に関 す る

必 要 な 意 向 調 査 、 ま た 公 共 建 築 物 や 木 材 利 用 も 、 事 業 の 範 囲 に 入 っ

て お り ま す 。 具 体 的 に 蘭 越 町 で 行 う 事 業 で あ り ま す け ど 、 現 時 点 で

ま だ 未 定 で ご ざ い ま す け ど 、 新 年 度 の 予 算 編 成 に 向 け て こ れ か ら 検

討 さ せ て い た だ き た い と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 今 年 度 で ご ざ い ま

す け ど 、 ま だ 予 算 に は 載 せ て お り ま せ ん け ど も し 事 業 的 に 可 能 で あ

れ ば 森 林 所 有 者 に 対 し て 意 向 調 査 等 も 検 討 し て い き た い と 考 え て い

るとこ ろでご ざ います ので、 御 理解い ただき た いと思 います 。  

 譲 与 税 の 額 で ござい ますが 、本 年度 、道か ら示 さ れた試 算で １ ，２

７ ７ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 令 和 元 年 度 か ら ３ 年 度

まで 、４年 度５ 年 度につ きまし て は引き 上げら れ まして 、１ ，９１ ６

万 円 、 こ れ は 市 町 村 と 都 道 府 県 の 交 付 割 合 が 市 町 村 の 方 に 大 き く な

るとい う事で 増 えると いうこ と になっ ており ま す。  

 そ の 後 で す ね 、 令 和 ６ 年 度 か ら 森 林 環 境 税 に な り ま し て 、 税 が 課

税 さ れ ま し て 町 村 に 交 付 さ れ ま す が 、 令 和 ７ 年 度 か ら は ２ ， ７ １ ４

万４ ，００ ０円 、令和 １ １年度 か らは３ ，５ １２ 万 ８ ，００ ０円 、令

和 １ ５ 年 度 以 降 は ４ ， ３ １ １ 万 円 、 こ れ は 現 時 点 で の 試 算 の 数 値 と

なって おりま す ので申 し添え さ せてい ただき ま す。  

 以 上 で ご ざ い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ５ 番 （ 難 波 修 二 ）  そ う い う 具 体 的 な 額 ま で 、 将 来 に わ た っ て あ

らかた の所ま で 決まっ ている と いうこ とを初 め て知り ました 。  

 そ れ で 、 や っ ぱ り 森 林 の 大 事 さ を と い う こ と で 環 境 税 が で き て い

る と い う こ と か ら い く と 、 す べ て の 森 林 を ど う い う ふ う に 国 民 全 体
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が守っ ていく か と、そ ういう 事 だと思 うんで す ね。  

 そ れ を 町 が 譲 与 税 を 受 け て 、 ど う い う 事 業 を や っ て い く か と い う

こ と に つ い て は 現 段 階 で は ま だ 未 定 だ と い う こ と で す け ど 、 や っ ぱ

り 相 当 ボ リ ュ ー ム の あ る も の を や っ て い く こ と に な る ん だ ろ う な と 。 

や っ ぱ り 広 域 的 な 林 道 を 広 げ て い く と か で す ね 、 い ろ い ろ あ る ん

だ と 思 う ん で す け ど 、 そ う い う あ た り が わ か っ た ら ま た 具 体 的 に お

尋 ね し た い と 思 う ん で す け ど 、 や っ ぱ り そ の 啓 発 、 Ｐ Ｒ 活 動 だ け で

は 多 少 の 額 だ け で 済 む と は 思 う ん で す 。 そ う す る と 、 具 体 的 な 事 業

転 換 し て い く と な る と 、 い ろ い ろ な こ と が 出 て く る と お も う ん で す

よ ね 。 ど こ か ら 着 手 し た と か 誰 の 分 と か 、 民 有 林 と か 町 有 林 と か そ

う い う こ と も あ る と 思 う ん で す け ど 、 そ の あ た り に つ い て は 、 明 ら

か に な っ て い く 段 階 で い ろ い ろ 示 し て い た だ け れ ば と 思 っ て い ま す 。 

今 回 、条 例 です の で、基金条 例で す ので 、具体 的な こ とがわ かった

らそれ はまた 改 めてお 尋ねし た いと思 います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  西 河 農 林 水 産課 長  

 

〇 農 林 水 産 課 長 （ 西 河 修 久 ）  今 後 の 事 業 等 に つ い て は 、 ま た 改 め

て 予 算 等 を 通 じ て お 願 い し た い と 思 い ま す け ど 、 先 ほ ど 事 業 内 容 申

し 上 げ ま し た け ど 、 様 々 な 制 約 が ご ざ い ま し て 、 な か な か す ぐ に い

ろ ん な 事 業 で き る と い う も の で は ご ざ い ま せ ん け ど 、 関 係 団 体 と も

い ろ い ろ 相 談 し な が ら 、 今 後 、 事 業 を 展 開 し て い き た い と 思 っ て お

ります ので、 御 理解い ただき た いと思 います 。 以上で ござい ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  よ ろ し い で すか 。   「 ９ 番 、 栁 谷 議 員 」  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  や っ と 環 境 譲 与 税 が 実 現 し た と い う よ う な 思 い

でござ います 。こ れは、中小 問わず 森林事 業者の 懸 案でご ざ いま す 。  

 森 林 環 境 交 付 税 と か 譲 与 税 と か い ろ ん な 名 前 で 言 わ れ て お り ま し

て 、 石 田 前 々 議 長 も 全 国 展 開 の 運 動 に 参 加 し た り 、 そ の 報 告 が あ っ

たり、 議員連 盟 こしら えたり と そうい う作業 を してた と。  

 そ こ で 、質 問 な んです けど 、こ こ がゆく ゆく は 年 間４ ，００ ０万 か

ら ５ ， ０ ０ ０ 万 近 い 譲 与 税 が 出 て く る と い う こ と で 、 町 が 単 独 で お

金 を ど う 使 う か と い う 問 題 も さ る こ と な が ら 、 実 は 森 林 行 政 の 中 で

徹 底 的 な 役 割 を 果 た す の は 民 有 林 を 団 体 で 束 ね て い る 森 林 組 合 の 役

割 で す よ ね 。 大 手 の 事 業 者 は と も か く 、 農 家 林 を 中 心 と す る 山 林 所
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有 者 に は 、 山 の 保 全 も 含 め て 森 林 組 合 が 担 っ て い る 、 そ こ で 一 つ 伺

いたい んです が 、まあこ れ構想 だ けで結 構なん で すけど 、今 、南後 志

広域で 森林組 合 を運営 してお り ます 。で 、町 村長 同士の 打合せ は 、そ

れ ぞ れ 別 々 の 条 例 を こ し ら え て 、 そ れ ぞ れ 好 き な 事 や る と い う こ と

ではな くて、 一 定事業 は連携 と って森 林組合 の もとに 実施し て ると  

い う 手 法 が 私 は 一 番 い い の で は な い か と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。 

 そ れ か ら 豊 か な 財 源 を 、 蘭 越 の 山 を 守 る た め に ど う 使 っ て い く か

という 、創 意工 夫 ですね 、補 助の 上 乗せ 、単純 に考 え ればそ れがあ る

わ け で す け ど 、 そ の ほ か に ど う 新 し い 事 業 展 開 を 森 林 組 合 に お 願 い

す る か と か 、 い ろ ん な 、 や っ ぱ り 使 い 方 と い う の が あ る ん じ ゃ な い

かと思 います 。そ の辺 、夢っ て言 っ たら恐 縮です け ど、構想が どの 程

度 煮 詰 ま っ て い る の か 、 こ の 条 例 を ど う 活 か し て い く か と い う こ と

を答弁 いただ き たけれ ば と思 い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  西 河 農 林 水 産課 長。  

 

〇 農 林 水 産 課 長 （ 西 河 修 久 ）  ま ず あ の 、 広 域 で の 連 携 と い う こ と

で ご ざ い ま す が 、 今 現 在 で も で す ね 広 域 的 な 団 体 で 各 町 村 、 ま た 森

林 組 合 、 ま た 林 業 事 業 団 体 集 ま っ て 団 体 設 け て お り ま し て 、 そ の 中

で 様 々 な 事 業 展 開 等 行 っ て お り ま し て 、 蘭 越 町 は 支 部 長 行 っ て お り

ま し て 、 そ れ ら に つ き ま し て も 現 時 点 で は 広 域 的 に 取 り 組 ん で い る

ところ でござ い ます 。また 今後 の 事業は 、各 町村 、今 まだ 悩んで い る

と こ ろ で あ り ま し て 、 こ れ か ら 頑 張 っ て 検 討 し て い き た い と 考 え て

おりま すので 、御 理解い ただき た いと思 います 。以 上でご ざいま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  栁 谷 議 員 の 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 森 林 環 境 譲

与 税 と い う 本 当 に 森 林 事 業 者 に と っ て は 待 ち に 待 っ た と い う こ と で

ご ざ い ま す 。 や は り 日 本 の 国 土 を こ れ か ら 守 っ て い く と い う 部 分 の

中 で 、 森 林 の 果 た す 役 割 が 大 切 だ と い う こ と で 、 こ の 制 度 が で き あ

がった と 。で、非 常に 、先 行して い ろんな 事業、事 業 という 事で出 て

き て い る ん で す が 、 実 際 に 蓋 を 開 け る と 、 先 ほ ど 課 長 が 申 し た と お

り 、 い ろ い ろ 制 約 が あ る ん で す ね 。 補 助 事 業 の 町 村 の 単 独 で や っ て

る 事 業 に 充 当 し た ら 、 そ の 事 業 に よ っ て は だ め だ と か い ろ ん な 部 分

が あ っ て 、 制 度 は 創 設 で き た ん で す が も う 少 し 、 い ろ い ろ き ち っ と
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し た 事 業 を 展 開 す る た め も 含 め て 、 今 回 基 金 を 設 け て 、 十 分 検 討 し

た部分 の 中で 事 業を を 行い な さ いとい う事で ご ざいま す。  

 私 も 後 志 の 造 林 協 会 の 支 部 長 と い う 部 分 を し て お り ま す の で 、 そ

こ の 部 分 か ら い く と 、 造 林 協 会 の 本 部 の 方 で も 今 回 の 環 境 譲 与 税 の

使 い 道 と い う か 、 そ う い う 部 分 の 中 で は 団 体 等 含 め て 、 森 林 組 合 も

入 っ て ま す か ら 、 使 い 道 に つ い て い ろ い ろ 指 導 を 受 け な が ら 今 後 計

画を立 て てい く 、という かたち に なって おりま す ので 、今 、議 員が お

っ し ゃ っ た 何 か 計 画 が あ れ ば と い う の は 、 今 の 段 階 で は 、 創 設 を し

て こ れ か ら い ろ ん な 情 報 を 入 手 し な が ら で す ね 、 事 業 推 進 に 向 け て

い く と い う こ と で 、 そ れ に よ っ て は 広 域 的 に 事 業 を 実 施 す る と い う

ことも ありう る と考え てます の で、御 理解を 願 いたい と思い ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  い い で す か 。  

 ほ か に 質 疑 あ りませ んか。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。 これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 討 論を行 います 。 討論あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

討 論 な し と 認 め ます。 これを も って討 論を終 了 いたし ます。  

 こ れ よ り 、 議 案第 2 号 、 蘭 越 町森林 環境譲 与 税基金 条例を 採 決い

たしま す。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第２号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ７ 、 議 案 第 ３ 号 蘭 越 町 印 鑑 条 例 の 一 部

を改正 する条 例 を議題 といた し ます。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 北川住 民福祉 課 長。  

 

〇 住 民 福 祉 課 長 （ 北 川 淳 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 議 案 第 ３ 号

蘭 越 町 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま

す。表 紙をめ く って、 提案理 由 の箇所 を 御覧 く ださい 。  

こ の た び の 改 正 は 、 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に よ り 、 旧

氏 に よ る 印 鑑 登 録 が で き る よ う に な る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の
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で あ り ま す 。 そ の 背 景 と し ま し て は 、 今 日 の 社 会 に お い て 旧 姓 を 使

用 し な が ら 活 動 す る 女 性 が 増 え る 中 で 、 様 々 な 場 面 で 旧 姓 を 使 い や

す く す る と い う 観 点 か ら 政 令 の 改 正 が 行 わ れ 、 住 民 票 や 個 人 番 号 カ

ード等 への 旧 姓 の記載 を可能 と したも のであ り ます。  

そ れ で は 、 参 考 資料 ① の新旧 対 照表を 御覧く だ さい。  

下 線 部 分 が 改 正 となり ます 。第 ２ 条第１ 項第１ 号 中「 基づき 」の次

に「本 町が備 え る」を 加えま す 。  

第 １ ０ 条 第 １ 項 第６号 中「 氏」の 次に「（氏に 変更 があっ た者に あ

っては 、住民 票 に記載 がされ て いる旧 氏を含 む。）」を加 えま す。  

第 １ １ 条 第 １ 号 中 「 名 」 の 次 に 「 、 旧 氏 （ 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 令

（昭和 ４２年 政 令第２ ９２号 。以下「令 」と い う。）第 ３０ 条の １３

に規定 する旧 氏 を いう 。以 下同 じ。）」を加 え、「 住民基 本台帳 法 施行

令（昭和 ４２年 政 令第２ ９２号）第 ３０条 の２６ 第 １項」を「 令第３

０ 条 の １ ６ 第 １ 項 」 に 改 め 、「 又 は 氏 名 」 の 次 に 「 、 旧 氏 」 を 加 え 、 

同 条 第 ２ 号 中「 その他 の氏名 」の次に「 、旧 氏 」を加え るもの で す。  

な お 、附 則 によ り 、こ の改正 条例 の 施行日 は、改正 し た政令 の施行

日と同 日の令 和 元年１ １月５ 日 とする もので あ ります 。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。よ ろ しく 御 審議い た だきま すよう 、  

お 願 い 申 し 上 げ ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。 質 疑あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 討 論 に入り ます。 討 論あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。 これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 ３ 号 、 蘭 越 町 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を

採決い たしま す 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第３号 は、原 案 のとお り可決 さ れまし た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ８ 、 議 案 第 ４ 号 、 蘭 越 町 嘱 託 職 員 の 任
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用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し

ます。 提案理 由 の説明 を求め ま す。小 林総務 課 長。  

 

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ）  た だ 今 上 程 さ れまし た 、議案第 ４号 、蘭

越 町 嘱 託 職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例につ いて、 御 説明い たしま す 。  

 今 回 の 改 正 に つ き ま し て は 、 １ ０ 月 か ら の 北 海 道 最 低 賃 金 の 引 き

上げに 伴い 、そ の 金額に 満たな い 最低月 額報酬 の 引き上 げにつ い て、

所要の 改正を す るもの です 。それ では、参考 資料② をご覧 願いま す 。

改正箇 所は、 ア ンダー ライン を 引いて おりま す 。  

別 表 １ 、 嘱 託 職 員の 月 額報酬 単 価表中 、２ペ ー ジにな ります 、  

職 種 区 分 が 、フ ロ ント業 務員（観 光 施設）の １４万 ３ ，０００ 円を１

４万７ ，０ ００ 円に 、調理 員（観 光施設 以外 ）１ ４万５ ，０ ００ 円を

１４万 ７，０ ０ ０ 円に 改める も のです 。  

附 則 と し ま し て 、 こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る

も の で す 。 な お 、 こ の 改 正 に よ り 月 額 報 酬 の 引 き 上 げ 対 象 と な る 職

員は、 おりま せ ん。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。よ ろ しく御 審議を お 願いし ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、 質 疑に入 ります 。 質疑あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

こ れ よ り 討 論 を 行いま す。討 論 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

討 論 な し と 認 め ます。 これを も って討 論を終 了 いたし ます。  

こ れ よ り 、議案 第 ４号 、蘭越 町嘱 託 職員の 任用 、勤 務 条件等 に関す

る条例 の一部 を 改正す る条例 を 採決い たしま す 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第４号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 ９ 、議 案第５ 号、蘭 越町 臨時的 任 用職 員

の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い
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たしま す。提 案 理由の 説明を 求 めます 。小林 総 務課長 。  

  

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ） た だ い ま 上 程 さ れまし た 、議案第 ５号 、蘭

越 町 臨 時 的 任 用 職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正

する条 例につ い て、御 説明い た します 。  

 こ の 改 正 に つ き ま し て も 、 １ ０ 月 か ら の 北 海 道 最 低 賃 金 の 引 き 上

げ に 伴 い 、 そ の 金 額 に 満 た な い 最 低 日 額 賃 金 の 引 き 上 げ に つ い て 、

所要の 改正を す るもの です。  

 そ れ で は 、参 考 資料③ をご覧 願 います 。改 正箇 所 は、アンダ ーラ イ

ンを引 いてお り ます。  

別 表 １ 、 臨 時 的 任 用 職 員 の 日 額 賃 金 単 価 表 中 、 職 種 区 分 の 専 門 職

等、正看護 師 、准 看護師 の６ ，５ ００円 を６ ，７ ００円 に改め 、２ペ

ージに なりま す、その他 職員等 、調 理員及 び加工 セ ンター 勤務の ６ ，

５ ０ ０ 円 を ６ ， ７ ０ ０ 円 に 、 廃 棄 物 処 分 場 勤 務 及 び リ ン リ ン 公 園 勤

務６， ６００ 円 を６， ７００ 円 に改め るもの で す。  

附 則 と し ま し て 、 こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る

も の で す 。 な お 、 こ の 改 正 に よ り 日 額 金 額 の 引 き 上 げ の 対 象 と な る

職員は おりま せ ん。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。よ ろ しく御 審議を お 願いし ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。 質 疑あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

質 疑 な し と 認 め ます。 これを も って質 疑を終 了 いたし ます。  

こ れ よ り 討 論 に 入りま す。討 論 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

討 論 な し と 認 め ます。 これを も って討 論を終 了 いたし ます。  

 こ れ よ り 、議 案 第 ５号 、蘭 越町 臨 時的任 用職員 の 任用 、勤務 条件 等

に関す る条例 の 一部を 改正す る 条例を 採決い た します 。  

お 諮 り い た し ま す。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第５号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ０ 、議案第 ６号、蘭越 町一般 職非常 勤
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職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題

といた します 。 提案理 由の説 明 を求め ます。 小 林総務 課長。  

 

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ） た だ い ま 上 程さ れまし た 、議案第 ６号 、蘭

越 町 一 般 職 非 常 勤 職 員 の 任 用 、 勤 務 条 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正する 条例に つ いて、 御 説明 い たしま す。  

 こ の 改 正 に つ き ま し て も 、 １ ０ 月 か ら の 北 海 道 最 低 賃 金 の 引 き 上

げ に 伴 い 、 そ の 金 額 に 満 た な い 時 間 額 賃 金 の 引 き 上 げ に つ い て 、 所

要の改 正をす る もので す。  

そ れ で は 、参考 資 料④を 御 覧願 い ます 。改正 箇所 は 、ア ンダー ライ

ンを引 いてお り ます。  

別 表 １ 、非 常勤 職 員の時 間額賃 金 単価表 中、職種 区 分、専門職 等、

保 育 士 、 ８ ４ ０ 円 を ８ ７ ０ 円 に 改 め 、 介 護 士 ８ ４ ０ 円 を ８ ７ ０ 円 に

改め、次 に、その 他職員 の電話 交 換手、調 理員、学 童保育 所指導 員 、  

２ ペ ー ジ に な り ます 、ニセ コエ リ ア情報 センタ ー 、公務補 、花 一会

勤務、直 売所勤 務 、幽泉閣 勤務、雪 秩父勤 務、加工 セ ンター 勤務８ ４

０円を 、８７ ０ 円に改 めるも の です。  

附 則 と し ま し て 、 こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る

も の で す 。 な お 、 こ の 改 正 に よ り 時 間 額 賃 金 の 引 き 上 げ 対 象 と な る

職員は 、５名 と なりま す。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。よ ろ しく御 審議を お 願いし ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、質 疑 に 入 り ます 。質 疑 ありま せんか 。「 ３番、永井 議員 」  

 

〇 ３ 番（ 永 井 浩 ） 今 の 、例 え ば、４号５ 号６号 と、４号５ 号が可 決

された 、６ 号が 審 議 中で ありま す が、９月議 会は で すね 、次の 予算 編

成 前 の 大 事 な 議 会 と い う こ と で 、 一 つ お 伺 い い た し ま す 。 と い う の

も 、 こ の 今 二 つ 可 決 さ れ た 条 例 と 改 正 、 今 審 議 中 の 可 決 さ れ よ う と

し て い る 議 案 、 こ の 条 例 は 、 お そ ら く 来 年 は な く な る ん じ ゃ な い か

と思い ます。と い うのも、以前、同 僚議員、難波議 員 が御質 問した 、

会 計 年 度 任 用 職 員 と い う こ と に 変 わ っ て い く と 思 い ま す 。 こ れ 、 前

回 難 波 議 員 質 問 し た 時 に 、 わ か り 次 第 説 明 い た し ま す と い う 返 事 を

頂 い て い た ん で す が 、 い ま だ に ど う い う 職 種 に な る の か と か 説 明 頂

い て い な い の で 、 ち ょ っ と も う す で に ア ッ プ さ れ て ま し た の で そ れ

を 読 ん だ ん で す ね 、 ま あ 当 然 に 分 か っ て る こ と で す が 、 フ ル タ イ ム



91 

 

勤務の 職員と 短 時間勤 務の職 員 に分か れると い うこと になり ま す。  

 こ こ で 分 か れ るのは 臨時職 員 のあり 方と 、嘱 託 職員と 非常勤 職 員、

こ の 三 つ の 職 員 が ど の よ う に 分 か れ る か と い う こ と に な る と 思 い ま

す。この分 かれ る にあた り、当然 来 年度の 予算 、き ち っと組 むと思 う

んです が、この 分 け方、不 利にな る 職と、得 する、得 すると 言った ら  

変 な 話 か も し れ ま せ ん が 、 こ こ で 公 平 さ が 出 て く る の か と い う こ と

が 疑 問 に な り ま し た の で 、 こ の 場 こ の 審 議 に は 関 係 な い か も し れ ま

せ ん が 、 予 算 編 成 前 の 大 事 な 職 員 の 任 用 、 勤 務 等 条 件 の 条 例 の 改 正

にあた り、質 問 させて いただ き ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦）  ち ょ っ と 休 憩し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  再 開 し ま す 。小 林総務 課 長・。  

 

〇 総 務 課 長（ 小 林 俊也 ） 会 計 年 度 任 用職 員の 関 係 なんで すけど 、永

井 議 員 言 わ れ る と お り 、 来 年 か ら は フ ル タ イ ム の 会 計 年 度 任 用 職 員

と、パ ートタ イ ムの会 計年度 任 用職員 という こ とにな ります 。  

 今 説 明 し た 、 嘱 託 等 の 人 た ち の ほ と ん ど が そ の 会 計 年 度 任 用 職 員

と い う こ と に な る か と 思 い ま す 。 分 け 方 等 な ん で す け ど 、 今 現 在 非

常 に 、 内 部 の 方 で 整 理 を か け て い る と い う 状 況 で ご ざ い ま し て 、 何

を も っ て フ ル タ イ ム 、 や っ ぱ り ７ ． ７ ５ 時 間 働 く 方 が フ ル タ イ ム が

大 前 提 に な る ん で す け ど 、 そ の 業 務 内 容 に つ き ま し て も 、 責 任 感 等

もふま えて分 け るとい うこと に なって おりま す 。  

 い ず れ に し て も 、 今 の 賃 金 体 系 等 か ら は 、 不 利 に な る よ う な こ と

は 今 の 現 状 で 働 い て る 方 に は な い よ う に 調 整 の 方 さ せ て い た だ い て

お り ま す 。 １ ２ 月 の 定 例 議 会 に は な ん と か 条 例 改 正 等 ふ ま え て 出 し

て い き た い と い う 考 え 方 で は お り ま す の と 、 あ と 近 隣 町 村 、 こ ち ら

の 方 も い ろ い ろ 調 査 を か け て い る と こ ろ な ん で す が 、 各 町 村 も い ろ

い ろ 悩 ん で い る と い う 状 況 で ご ざ い ま す 。 一 つ の フ ル タ イ ム と い う

か た ち で す べ て の 責 任 を 全 部 預 け た 中 で や り ま す と 、 一 定 の 退 職 手

当 組 合 等 の 負 担 金 も 多 く 出 て く る と い う こ と も ご ざ い ま す の で 、 一

定 の 仕 事 の 業 務 内 容 ふ ま え て 働 き 時 間 等 も 整 理 し な が ら 今 調 整 し て

いると いう事 で 御理解 いただ け ればと 思いま す 。以上 です。  

 

〇 ３ 番 （ 永 井 浩）  終 わ り ま す 。  
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〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  よ ろ し い で すね 。ほか に 質疑あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 討 論を行 います 。 討論あ りませ ん か  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、議 案 第６号 、蘭 越町 一 般非常 勤職員 の 任用 、勤務 条件 等

に関す る条例 の 一部を 改正す る 条例を 採決い た します 。  

 お 諮 り い た し ます。   

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第６号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ １ 、議案第 ７号、工事 請負契 約の締 結

につい てを議 題 といた します 。 提案理 由の説 明 を求め ます。  

 北 山 建 設 課 長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ７ 号 工

事請負 契約の 締 結につ きまし て 、御 説 明申し 上 げます 。  

統 合 診 療 所 建 設 地 中 熱 設 備 工 事 に つ き ま し て は 、 去 る ９ 月 ５ 日 に

指 名 競 争 入 札 に 付 し た 結 果 、 有 我 ・ 長 澤 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体 が

落 札 し 、 請 負 契 約 を 締 結 す る た め 、 地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ５

号 及 び 蘭 越 町 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 契 約 及 び 財 産 の 取 得 又 は 処 分 に

関 す る 条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ り ま し て 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も

のであ ります 。  

契 約 の 目 的 は 、 統合診 療所建 設 地中熱 設備工 事 であり ます。  

契 約 の 方 法 は 、 指名競 争入札 に よる契 約であ り ます。  

契 約 金 額 は 、消 費 税２，７ ０９万 ８ ，０００ 円を含 み まして、２ 億

９，８ ０７万 ８ ，００ ０円で あ ります 。  

予 定 工 期 は 令 和 ３年１ 月２０ 日 に設定 してお り ます。  

契 約 の 相 手 方 は 有 我 ・ 長 澤 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体 代 表 者  空 知

郡 上 富 良 野 町 中 町 ３ 丁 目 ２ 番 １ 号  株 式 会 社 有 我 工 業 所 代 表 取 締 役   

有 我 充 人 氏 で あ ります 。な お 、入 札にお いては 、２ つの特 定建設 工 事

共同企 業体に よ り 執行 してお り ます。  

工 事 の 概 要 に つ いて、 御 説明 申 し上げ ます。   
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参考資 料⑤ を 御 覧願い ます。  

地 中 熱 設 備 工 事 は 、 地 中 に 掘 削 し た 穴 に 熱 交 換 器 を 挿 入 し 地 中 か

ら の 採 熱 ま た は 放 熱 を 利 用 し 、 室 内 の 冷 暖 房 及 び 駐 車 場 の 融 雪 を 行

うもの で、敷地 内 にボア ホール を ５２個 所掘削 、熱 交換器 の設置 、冷

暖 房 用 及 び 融 雪 用 配 管 並 び に 機 器 や 自 動 制 御 設 備 等 の 設 置 を 行 う も

のです 。  

参 考 資 料 の １ ペ ー ジ か ら ３ ペ ー ジ は 、 ボ ア ホ ー ル の 位 置 、 配 管 及

び 冷 暖 房 器 具 の 配 置 図 で 、 青 色 で 区 分 さ れ て い る の が 令 和 元 年 度 に

施 工 予 定 と な っ て お り 、 赤 色 で 区 分 さ れ て い る 部 分 が 令 和 ２ 年 度 に

施工予 定とな っ ており ます。  

 ４ ペ ー ジ 目 の 赤 色 斜 線 で 区 分 さ れ て い る 部 分 は ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン

グによ り融雪 さ れる範 囲とな り ます。  

な お 、 統 合 診 療 所 建 設 地 中 熱 設 備 工 事 に つ い て は 、 環 境 省 に よ る  

２ ０ １ ９ 年 二 酸 化 炭 排 出 抑 制  対 策 事 業 費 等 補 助 金 交 付 事 業 の 採 択

を 受 け 、 進 め て お り ま す が 、 交 付 規 定 に よ り 交 付 決 定 前 の 着 手 に お

い て は 補 助 対 象 外 と な る こ と か ら 、 令 和 元 年 ８ 月 の 交 付 決 定 通 知 後

に入札 事務を 執 り進め させて い ただい ており ま す。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 く だ さ い ま す よ う 、 お

願い申 しあげ ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、 質 疑に入 ります 。 質疑あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 討 論を行 います 。 討論あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 ７ 号 、 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て を 採 決 い た

します 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第 7 号 は 原 案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ２ 、議案第 ８号、工事 請負契 約の締 結
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につい ての議 決 の一部 変更に つ いてを 議題と い たしま す。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 北山建 設課長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ８ 号 工

事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て の 議 決 の 一 部 変 更 に つ き ま し て 、 御 説 明

申し上 げます 。 参考資 料⑥も 合 わせて 、御 覧 願 います 。  

令 和 元 年 ６ 月 １ ７ 日 開 催 の 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お い て 、 議

決 い た だ き ま し た 、 御 成 橋  橋 梁 補 修 工 事 に 係 る 「 工 事 請 負 契 約 の

締 結 に つ い て 」 の 一 部 を 変 更 い た し た く 、 地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １

項 第 ５ 号 及 び 蘭 越 町 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 契 約 及 び 財 産 の 取 得 又 は

処 分 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の

でござ います 。  

変 更 の 内 容 は 、 工 事 請 負 金 額 の 締 結 に つ い て の 表 、 契 約 金 額 の 項

中、「消費 税１，２４５ 万 円を 含 む、１ 億 ３，６ ９５万 円」を「 消費

税１ ，２８ １万 ９ ，０ ００円 を含 む 、１ 億４ ，１ ００ 万 ９ ，００ ０円 」

に改め 、 ４０ ５ 万 ９， ０００ 円 増額す るもの で ござい ます。  

こ の 工 事 請 負 金 額の変 更 につ き まして 、御 説 明 申し上 げます 。   

御 成 橋 橋 梁 補 修 工 事 に お い て は 、 国 土 交 通 省 道 路 局 所 管 、 大 規 模

修 繕 ・ 更 新 補 助 事 業 の 認 可 を 受 け 、 平 成 ２ ９ 年 度 か ら ５ 年 の 計 画 で

橋梁長 寿命化 大 規模修 繕 補助 事 業にお いて実 施 してお ります 。  

令 和 元 年 度 の 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ き ま し て は 、 ６ 月 １ ７ 日 に

議 決 を い た だ き ６ 月 １ ８ 日 付 け で 契 約 、 ６ 月 １ ９ 日 付 け で 着 手 を し

て お り ま す が 、 ７ 月 ９ 日 に 北 海 道 に よ る 交 付 金 事 業 の 検 査 が 実 施 さ

れ、そ の際 、当該 工事が 入札に よ り執行 残額が 発 生する ことに よ り、

補 助 金 の 不 用 額 も 発 生 す る こ と を 説 明 し た と こ ろ 、 北 海 道 の 担 当 者

か ら 年 度 内 の 事 業 費 調 整 は 難 し い こ と か ら 次 年 度 以 降 に 予 定 し て い

る工事 の前倒 し が検討 できな い か、また 、補 助事 業に関 しては 、事 業

促 進 を 図 る 目 的 で あ る こ と か ら 、 可 能 で あ れ ば 設 計 変 更 を 視 野 に 入

れ 補 助 金 の 不 用 額 を 出 さ な い よ う 、 取 り 進 め て い た だ き た い と の 申

し入れ があり ま した。  

 北 海 道 の 申 し 入れ を 受け 、協 議・検討 した 結果 、参考資 料の２ ペ ー

ジ 目 の 図 面 の う ち 、 次 年 度 に 計 画 し て い る 、 床 版 水 抜 き 管 設 置 ほ か

赤 色 で 表 記 し て お り ま す 、 施 工 を い た し た く 、 追 加 の 工 事 を お 願 い

するも のでご ざ います 。  

こ の 追 加 工 事 に よ り ま し て 、 当 初 設 計 金 額 に 対 し 消 費 税 を 含 み ま

して、 ４２１ 万 ３，０ ００円 増 額とな るもの で ござい ます  
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なお、当 該工事 は 、設計金 額に対 し まして 落札率 ９ ６．６％、１ 億

３，６９５ 万 円 で 契約し てござ い ますの で、変更 後 の契約 金額は 、設

計変更 後の額 に ９６ ．６％ を乗 じ た１ 億 ４，１０ ０ 万９ ，００ ０円 と

なりま して 、４ ０ ５万 ９ ，０ ００ 円 を増額 させて い ただき たく 、議 会

の議決 をお願 い するも のでご ざ います 。  

 以 上 で 説 明 を 終わり ます。 よ ろしく 御 審議 を お願い いたし ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、質 疑 に入り ます 。質 疑 ありま せんか 。「 ２番、田村 議員 」  

 

〇 ２ 番 （ 田 村 陽 子 ）  ２ 番 田 村 で す 。 当 初 の 計 画 か ら こ れ だ け の 増

額 の 変 更 と い う こ と は 、 こ れ を 変 更 し な い と 、 安 全 な 橋 に な ら な い

と い う こ と の 追 加 工 事 で す よ ね 。 ち ょ っ と 理 解 に 苦 し む の で 、 説 明

して下 さい。 も う一度 お願い し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 山 建 設 課 長。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北山 誠 一 ）  田 村 議 員 の 御説明 に お答え いたし ま す。  

 工 事 に お い て は、来年度 、予定 してい る工事 を 前倒し にして 、補 助

金の不 用額は 出 ないよ うに前 倒 しして 行う工 事 でござ います 。  

 な の で 、 工 事 自体は 最初か ら 予定し ていた 工 事でご ざいま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  田 村 議 員 。  

 

〇 ２ 番 （ 田 村 陽子 ）  わ か り ま し た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  ほ か に 。 栁 谷議 員。  

 

〇 ９ 番（ 栁 谷 要 ） そ の 前 倒 し 部 分は国 費だけ で すか 。町の 上置 き 、

道 の 上 置 き 分 も 増 額 っ て こ と に な る か と 思 う ん で す け ど 、 そ の 辺 の

ところ 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 山 建 設 課 長。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  工 事 費 に つ き ま し て は 、 予 算 で そ の 中 で

収 ま っ て ま す の で 、 起 債 と い う の も す べ て そ れ で 賄 え る 工 事 と な っ
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ており ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番（ 栁 谷 要 ）ほかの 財源に 変 化はな いとい う 解釈で いいで す か。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  小 林 総 務 課 長。  

〇 総 務 課 長 （ 小 林 俊 也 ）  当 初 の 財 源 内 訳 に 変 更 は な く 、 そ れ に 合

わ せ た か た ち の 前 倒 し の 額 の と い う こ と に な り ま す の で 、 お 願 い し

ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  い い で す か 。ほ かに質 疑 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

質 疑 な し と 認 め ます。 これを も って質 疑を終 了 いたし ます。  

こ れ よ り 、 討 論 を行い ます。 討 論あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案第 8 号 、 工 事 請負契 約の締 結 につい ての議 決 の一

部変更 につい て を議題 といた し ます。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第８号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ３ 、議案第 ９号、令和 元年度 蘭越町 一

般会計 補正予 算 を議題 といた し ます。 提案理 由 の説明 を求め ま す。  

 小 林 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ） た だ い ま 上 程さ れまし た 、議案第 ９号 、令

和 元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 第 ５ 号 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し

あげま す。  

 現 在 、こ の 会 計 の予算 の総額 は 、６５億 ７２２ 万 円で 、歳入 歳出 そ

れぞれ ２億８，８ ８２万 ５，００ ０ 円を追 加し、６ ７ 億９，６ ０４万

５，０ ００ 円 と するも のでご ざ います 。  

 ま た 、歳 入 歳 出 予算の 補正の 款・項の区 分 、及び 当 該区分 ごとの 金
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額 、 並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金 額 は 、 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補

正によ るもの で す。  

 次 に 、地 方 債 の 補正 で すが 、第 ２ 表地方 債補正 に よるも のです 。の

ち ほ ど 御 説 明 い た し ま す 。 そ れ で は 事 項 別 明 細 書 の 歳 出 か ら 御 説 明

いたし ます。 １ １ペー ジを御 覧 願いま す。  

２ 款 総 務 費  １ 項 総 務 管 理 費  １ 目 一 般 管 理 費 、 補 正 額 １ １ ９ 万

５，００ ０ 円。１ ３委託 料１１ ９ 万５，０ ００ 円。弁護士 業務委 託 料

で 、 先 般 議 員 協 議 会 で 御 説 明 い た し ま し た 、 処 分 取 消 請 求 に 係 る 委

託料で す。  

２ 目 文 書 広 報 費 、補正額 ７８９ 万 ８，０００ 円 。１ ３委託 料７８ ９

万８ ，００ ０ 円 。開基１ ２０年 に あたり 、新 蘭越 町 史の追 補版 の 作 成

を委託 するも の です。  

４ 目 財 産 管 理 費 、補正額 １，５２ ８ 万８，０ ００ 円 。１２役 務費９

万２ ，００ ０ 円 。樹木伐 採手数 料 で、河の情 報館 付 近にあ る 樹木 が 倒

木する 恐れが あ るため 、伐 採する もので す。１３委 託料４ ５０ 万 円 。

町有地 確定測 量 委託料 で、１５ 町 内、蘭越町 ５２ ５ 番地１ 、中 学校 グ

ラ ン ド の 道 を 挟 ん で 向 え に な り ま す が 、 こ ち ら の 土 地 を 購 入 さ せ て

いただ き、定住 促 進等 、住宅 の建 設 地とし て進め て いきた いため 、補

正 を お 願 い す る も の で す 。 １ ７ 公 有 財 産 購 入 費 ９ ２ ０ 万 円 。 蘭 越 町

５２５ 番地１ 、委 託料に 係る 土 地 になり ますが 、面 積 ７ ，６０ ５平 方

メート ル を５ ０ ０万 円 で購入 い たした く、また 、蘭越町 ４１番 地 、町

民 セ ン タ ー そ ば 、 斎 藤 商 店 横 の 土 地 に な り ま す が 、 中 心 市 街 地 の 活

性化 等 に 活用 す るた め 、 面積 ３ ６０ ． ２ 1 平 方 メ ー ト ル ４２ ０ 万 円

で の 購 入 を お 願 い す る も の で す 。 １ ８ 備 品 購 入 費 １ ４ ９ 万 ６ ， ０ ０

０ 円 。 役 場 ３ 階 委 員 会 室 で 使 用 し て お り ま す 椅 子 が 、 故 障 や 汚 れ が

酷いた め新た に 購入す るもの で す。  

５ 目 企 画 費 、補 正 額５２ ４ 万 円 。特 定財源・地 方債 ３ ５０万 円は、

仮 称 港 地 区 津 波 避 難 タ ワ ー 建 設 事 業 債 、 そ の 他 １ ２ ０ 万 円 は 、 地 域

情 報 通 信 基 盤 設 備 移 設 補 償 金 で す 。 １ １ 需 要 費 ２ ５ 万 円 。 ま ち づ く

り 応 援 大 使 を 委 嘱 す る た め に 消 耗 品 ５ 万 円 、 及 び 、 名 刺 の 印 刷 費 用

２０万 円を追 加 するも のです 。１ ２役務 費１４ ０ 万４ ，００ ０ 円 。手

数 料 で 、 １ ２ ペ ー ジ に な り ま す 、 地 域 情 報 通 信 基 盤 施 設 移 設 等 手 数

料 で 、 磯 谷 蘭 越 線 の 道 路 工 事 に 伴 う 、 Ｉ Ｒ Ｕ ケ ー ブ ル の 移 設 手 数 料

です 。１３ 委託 料 ３５８ 万６ ，０ ０ ０ 円 。仮称 港地 区 津波避 難タワ ー

建設予 定地の 旧 港小学 校グラ ン ドの地 質調査 を 委託す るもの で す。  

１ ２ 目 定 住 促 進 対 策 事 業 費 、 補 正 額 ４ ０ ０ 万 円 。 １ ９ 負 担 金 補 助
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及 び 交 付 金 ４ ０ ０ 万 円 。 空 き 家 改 修 事 業 補 助 金 で 、 当 初 予 算 で ３ 件

分 計 上 し て お り ま し た が 、 ７ 件 の 申 請 が あ り 、 ４ 件 分 に つ い て 追 加

するも のです 。  

１ ３ 目 施 設 管 理 費 、補正額 ２６ ３ 万２ ，００ ０ 円 。１１需 要費２ ２

０万円 。修 繕料 で 、清 水地区 集会 所 の屋根 の劣化 が 酷く 、地区 から の

要 望 も あ り 、 ト タ ン 張 替 修 理 を 行 う も の で す 。 １ ７ 公 有 財 産 購 入 費

４３万 ２，０００ 円。大 谷な かよし こど も 館の畳 が 雨漏り 等によ り 、

状態が 悪いた め 、新畳 を購入 す るもの です。  

１ ４ 目 地 方 創 生 対策費 、補正額 １ ，８６０ 万６，０ ００ 円。特定財

源、国道 支出金 １ 万９，０ ００ 円 は 、子供の ための 教 育・保育 給付国

庫負担 金、道負 担 金の減、子 ども の ための 教育・保 育 給付交 付金、補

足給付 の増で 、そ の他４ 万４ ，０ ０ ０ 円は 、子 供子 育 て臨時 交付金 及

び補足 給付分 等 です 。１９ 負担 金 補助及 び交付 金 １，７６５ 万９ ，０

００円 。家 庭的 保育事 業給付 負 担金８ 万９ ，０ ００ 円 は、幼児 教育・

保育の 無償化 に 伴い、 対象と な る１名 分の補 正 です。  

次 に 民 間 賃 貸 共 同 住 宅 建 設 促 進 事 業 補 助 金 で 、 新 規 の 申 請 が ３ 棟

１６戸 分あり １ ，７５ ７ 万円 追 加する もので す 。  

 ２ ３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料 ９ ４ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 。 子 ど も の た め の

教 育 ・ 保 育 給 付 費 国 庫 負 担 金 返 還 金 で 、 前 年 度 の 実 績 に 基 づ く 国 及

び道へ の返還 金 です。 次のペ ー ジにな ります 。  

１ ５ 目 財 政 調 整 基 金 費 補 正 額 ２ 億 円 。 ２ ５ 積 立 金 ２ 億 円 。 公 共 施

設整備 基金積 立 金で 、前年 度 繰 越 金、普通交 付税 、臨時財 政対策 債 の

確定に より 、２億 円 積立 てする も ので、これ により 同基金 の残高 は 、

２２億 ２，０ ３ ３ 万円 となり ま す。  

２ 款 総 務 費  ２ 項 徴 税 費  ２ 目 賦 課 徴 収 費 、 補 正 額 ４ ０ 万 １ ， ０

００円 。２ ３償 還 金利子 及び割 引 料４０ 万１ ，０ ０ ０ 円 。徴税 過誤 納

金 還 付 金 及 び 還 付 加 算 金 で 、 法 人 町 民 税 の 確 定 申 告 に 伴 う 予 定 納 税

額、及 び、個人町 民税の 所得更 正 に伴う 還付金 の 増によ るもの で す。  

３ 款 民 生 費  １ 項 社 会 福 祉 費  １ 目 社 会 福 祉 総 務 費 、 財 源 内 訳 の

変更で 、特 定財 源・国道支 出金 ２１万 ７，００ ０ 円は 、子 ども・子育

て支援 事業補 助 金です 。  

 ６ 目 自 立 支 援 給付・措 置費 、補 正額５ １万８，０ ００ 円。２３償 還

金 利 子 及 び 割 引 料 ５ １ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 。 障 害 者 医 療 費 負 担 金 返 還 金  

２ ５ 万 １ ，００ ０ 円。障害児 入所 給 付費負 担金返 還 金２６ 万７ ，０ ０

０円で 、前年 度 実績に 基づき 、 国及び 道へ返 還 するも のです 。  

１ ０ 目 介 護 保 険 事業費 、補 正額 １ ３２万 ６，００ ０ 円。特定財 源の
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その他 ２２万 ２ ，００ ０ 円は 、 介護保 険事務 費 負担金 返還金 で す。  

 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 １ ３ ２ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 。 後 志 広 域 連 合

負担金 で、低 所 得者保 険料軽 減 町村負 担金 等 の 増によ るもの で す。  

１ １ 目 地 域 福 祉 基 金 費 、 補 正 額 ５ ０ 万 円 。 特 定 財 源 の そ の 他 ５ ０

万円は 、地 域福 祉 基金指 定寄付 金 です 。２５ 積立 金 ５０万 円 。地域 福

祉 基 金 積 立 金 で 、 ３ 件 の 寄 付 が あ り ま し た の で 、 積 立 さ せ て い た だ

くもの です。 １ ４ペー ジにな り ます。  

３ 款  民 生 費  ２ 項  児 童 福 祉 費  １ 目  児 童 福 祉 総 務 費 、 補 正

額１ ，２０ ６万 ５ ，０ ００円 。特定 財源 、国・道 支出 金 ４９ ２ 万円 は 、

子 ど も 子 育 て 支 援 事 業 補 助 金 、 子 ど も の た め の 教 育 ・ 保 育 給 付 交 付

金及び 補足給 付 分です 。その他 、２０７ 万３ ，０ ００ 円 は 、子ど も・

子育て 臨時交 付 金及び 補足給 付 分です 。  

１ １ 需 用 費 ２ ３ 万１， ０００ 円 。消耗 品費１ ７ 万１， ０００ 円 。  

印 刷 製 本 費 ６ 万 円 を 追 加 す る も の で す 。 １ ２ 役 務 費 ５ 万 ８ ， ０ ０

０円郵 便料で す。１４使 用料及 び 賃借料 ３万円 。複 写機使 用料で す 。  

１ ９ 負 担 金 補 助 及び交 付金 １，１ ４５万 ３，００ ０ 円。子ど も・子

育 て 支 援 シ ス テ ム 改 修 負 担 金 ２ ５ ２ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 。 当 初 見 込 ん で

い な か っ た ０ か ら １ 歳 児 の 広 域 入 所 が 発 生 し た た め 、 広 域 保 育 所 入

所負担 金４９ ６ 万５ ，００ ０ 円 追 加する もので す 。また 、無償 化に 伴

う 保 護 者 負 担 分 と し て 、 蘭 越 ひ ば り 幼 稚 園 施 設 利 用 料 等 給 付 費 ３ ９

６万円 を補正 す るもの です。  

 ２ ３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料 ２ ９ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 児 童 手 当 負 担 金

返還金 ３万３ ，０ ００円 。子 ども・子育て 支援事 業 交 付金 返還金 ２ ６

万円で 、前年 度 実績に 基づく 国 及び道 への返 還 金とな ります 。  

次 の ペ ー ジ に な ります 。  

３ 目 蘭 越 保 育 所 費 、幼児教 育・保 育の無 償化に 係 る経費 は、全額 交

付 金 措 置 と さ れ る た め の 財 源 内 訳 の 変 更 で 、 特 定 財 源 、 国 道 支 出 金

２６８ 万９ ，０ ０ ０ 円は 、こ ども の ための 教育 、保 育 給付交 付金等 で

す。その 他、２７ １万５，０００ 円 の減は、子ども 子 育て臨 時交付 金

や、副 食費負 担 金の増 、及び 、 保護者 負担金 の 減額等 です。  

４ 目 昆 布 保 育 所 費 、補正額 ３７ 万 円 。特定財 源 、そ の他１ ２万２ ，

０ ０ ０ 円 は 、 子 ど も 子 育 て 臨 時 交 付 金 の 増 、 及 び 保 護 者 負 担 金 の 減

額等で す。１１ 需 用費 ３ ７万円 。食 糧費で 、副 食費 の 無償化 分です 。  

６ 款 農 林 水 産 業 費  １ 項 農 業 費  ３ 目 農 業 振 興 費 、 補 正 額 ４ ７ 万

５，００ ０ 円。特 定財源、国・道 支 出金４ ７万５ ，０００ 円は、農 業

用 ハ ウ ス 強 靭 化 緊 急 対 策 事 業 補 助 金 で す 。 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付
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金４７ 万５ ，００ ０円。農業 用ハウ ス強靭 化緊急 対 策事業 補助金 で 、

事 業 を 実 施 す る ２ 件 分 に つ い て 補 助 金 の 割 り 当 て が あ り 、 補 正 す る

もので す。  

７ 目 ほ 場 整 備 事 業 費 、 農 家 負 担 軽 減 対 策 に 伴 う 受 益 者 負 担 率 変 更

に よ る 財 源 内 訳 の 変 更 で 、 特 定 財 源 、 地 方 債 ５ ７ ０ 万 円 は 、 大 谷 地

区、豊国地 区 、目 名一期 地区 、初 田 地区及 び名駒 地 区道営 農地整 備 事

業債で す。その 他、６４０ 万４ ，０００ 円の減 は 、大 谷地区 、昆布 地

区、豊国地 区 、目 名一期 、二 期地 区、初田地 区 、及 び 名駒 地区道 営 農

地整備 事業分 担 金です 。  

６ 款 農 林 水 産 業 費  ２ 項 林 業 費  １ 目 林 業 総 務 費 、 補 正 額 １ ， ２

７７万 ２，００ ０ 円。特定 財源そ の 他１，２ ７７万 ２ ，０００ 円は、

森林環 境譲与 税 です。２ ５積立 金 １，２７ ７万２，０００ 円。森林 環

境譲与 税基金 積 立金で す。  

７ 款 商 工 費  １ 項 商 工 費  ２ 目 商 工 振 興費 、 補 正額６ ５０ 万 円 。  

特 定 財 源 、国・道 支出金 ６５０ 万 円は 、プレ ミア ム 付商品 券事業 費

補 助 金 で す 。 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 ６ ５ ０ 万 円 。 消 費 税 引 き 上

げに伴 い、低所 得 世帯等 への影 響 の緩和 を目的 に 、１人５ ，０ ００ 円

を 上 限 に プ レ ミ ア ム 付 商 品 券 の 販 売 を 行 う も の で す 。 １ ６ ペ ー ジ に

なりま す。  

８ 款 土 木 費  ２ 項 道 路 橋 り ょ う 費  １ 目 道 路 橋 り ょ う 総 務 費 、 補 正

額２４ 万８ ，０ ００ 円 。１ １需 用費２ ４万８ ，０００ 円。燃料 費、軽

油で、 林道、 町 道の補 修作業 が 多く、 追加を お 願いす るもの で す。  

１ ０ 款 教 育 費  １ 項 教 育 総 務 費  ２ 目 事 務 局 費 、 補 正 額 ２ ０ ３ 万

円 の 減 。特 定財 源、国・道支 出金 ４６万 ７，００ ０ 円の 減は 、幼 稚園

就 園 奨 励 費 補 助 金 で す 。 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 ２ ０ ３ 万 円 の 減

で 、 幼 児 教 育 の 無 償 化 に 伴 い 、 幼 稚 園 就 園 奨 励 費 が 廃 止 と な る た め

補助金 を減額 す るもの です。  

１ ０ 款 教 育 費  ２ 項 小 学 校 費  １ 目 学 校 管 理 費 、補正額 ２７万 円 。  

 １ ８ 備 品 購 入 費 ２ ７ 万 円 。 昆 布 小 学 校 通 級 指 導 教 室 に ス ト ー ブ １

台を設 置する も のです 。  

１ ０ 款 教 育 費 、 ４ 項 社 会 教 育 費  ２ 目 町 民 セ ン タ ー ら ぶ ち ゃ ん ホ

ー ル 費 、 補 正 額 ４ １ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 。 １ １ 需 用 費 ４ １ 万 ８ ， ０ ０ ０

円 。 修 繕 料 で 、 水 漏 れ 箇 所 特 定 の た め に 一 部 撤 去 し た エ ン ト ラ ン ス

ホール の内壁 を 塗装修 繕する も のです 。次の ペ ージに なりま す 。  

１ ０ 款 教 育 費  ５ 項 保 健 体 育 費  １ 目 保 健 体 育 総 務 費 、 補 正 額  

１ ３ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 １ ３ 万 ３ ， ０ ０ ０
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円。体育振 興奨 励 事業補 助金で 、当 初見込 みより 、全 道大会 等への 出

場が増 加した た め、 追 加をす る もので す。  

 続 い て 、 歳 入 に戻り ます。 ６ ページ を御 覧 願 います 。  

２ 款 地 方 譲 与 税 、１１ 款 特例 交 付金は 説明を 省 略しま す。  

１ ２ 款 地 方 交 付 税  １ 項 地 方 交 付 税  １ 目 地 方 交 付 税 、 補 正 額  

６ ，９ ４ ６ 万５ ，０００ 円 。１地 方 交付税 ６，９４ ６ 万５ ，００ ０ 円 、

普通交 付税の 追 加によ るもの で す。  

１ ４ 款 分 担 金 及 び 負 担 金 。 ８ ペ ー ジ に 飛 び ま す 。 １ ６ 款 国 庫 支 出

金、１７款 道支 出 金、次のペ ージ に なりま す、１９ 款 寄付金 は説明 を

省略し ます。  

２ １ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、 補 正 額 ２ 億 １ ， ８ ５ ８

万９， ０００ 円 、前年 度繰越 金 の追加 です。  

２ ２ 款 諸 収 入 、 ２ ３ 款 町 債  １ 項 町 債  １ 目 総 務 債 、 ４ 目 農 林 水

産 事 業 債 は 説 明 を 省 略 い た し ま す 。 １ ０ ペ ー ジ に な り ま す 、 ８ 目 臨

時財政 対策債 、補 正額３，０５９ 万 ６，００ ０ 円の 減 。１臨時 財政対

策債３，０５９ 万 ６，００ ０ 円の 減 です。次 に、３ペ ージを 御覧願 い

ます。 第２表 、 地方債 補正に つ きまし て御説 明 いたし ます。  

起 債 名 は 、 公 共 事 業 等 債 で す が 、 補 正 前 の 限 度 額 は ４ ０ ０ 万 円 で

すが、 ５７０ 万 円を追 加して 、 ９７０ 万円と す るもの です。  

 次 に 、緊 急 防 災・減災事 業債で す が、補正 前の限 度 額は ３，７００

万 円 で し た が 、 ３ ５ ０ 万 円 を 追 加 し 、 ４ ， ０ ５ ０ 万 円 と す る も の で

す。また、臨時財 政対策 債です が、補正前 の限度 額 は１億 ２，６０ ０

万円で したが 、３，０５９ 万円 ６千円 を減額 し 、９ ，５ ４０ 万４ ，０

００円 とする も のです 。  

 な お 、起 債 の 方 法、利率、償還の 方法に つきま し ては、従 前と変 更

ありま せん。 以 上で、 説明を 終 わりま す。  

よ ろ し く 御 審 議 いただ きます よ う、お 願いい た します 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。「 ６ 番 、 難 波 議 員 」 

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修二 ）  １ 点 お 伺 い した いと思 い ます。  

１ ０ 月 か ら の 保 育 費 の 無 償 化 に 伴 う 所 要 の 予 算 措 置 が あ ち こ ち に

ありま す。非常 に 、当 初予算 でも 関 心があ りまし た ので 、これ はど う

な の か と い う こ と で 、 少 し 調 べ て み ま し た 。 そ れ で 少 し 長 く な っ て

恐 縮 な ん で す け ど 、 歳 入 と 歳 出 に ま た が っ て 、 保 育 費 の 無 償 化 に 係



102 

 

る と こ ろ で す ね 、 ち ょ っ と 質 問 し た い と 思 い ま す 。 歳 入 ６ ペ ー ジ の

2 段 目 で す け ど 、新 し い 財 源 と して 、 １ １款 子 ども 子 育 て臨 時 交付

金５３ ５万８ ，０ ００円 、そ れか ら ７ペー ジ、１４ 款 児童福 祉負担 金  

△ ５ ８ ３ 万 ４ ，０ ００円 。そ れか ら ８ペー ジにい っ て、１６款 国庫 負

担金△ ３８万 ５，０００ 円。その下 の民生 費国庫 補 助金８ ４２万 ２ ，

００ ０ 円 。道 負 担金 で す ね。 そ れと １ ７ 款の 道 負担 金 、 △の １ 9 万

２ ，０ ００ 円 。こ れらが 歳入の 補 正なん ですけ ど 、それが 歳出の ほ う

で 、 ど こ に 充 当 さ れ て い る か と い う と こ ろ を 関 心 が あ っ て ず っ と 見

ていま した 。そ れ で、これら が歳 出 で１２ ページ の 、１４目 の地方 創

生対策 費、この中 の特定 財源の １ 万９０ ００円 、国 の支出 金です ね 、

それか ら、その 他 特財の ４万４，０ ００円。それか ら １３ペ ージ、３

款民生 費の社 会 福祉総 務費。 こ の国道 支出金 ２ １万７ ，００ ０ 円。  

１ ４ ペ ー ジ の 児 童 福 祉 総 務 費 の 国 道 支 出 金 ４ ９ ２ 万 円 。 そ れ か ら

その他 の２０ ７ 万３ ，００ ０円 。そして 最後 、１ ５ ページ の 蘭越 保 育

所 費 、 昆 布 保 育 所 費 の ２ ６ ８ 万 ９ ０ ０ ０ 円 。 そ れ か ら そ の 他 特 財 の

△ ２ ７ １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 。 昆 布 保 育 所 は 特 財 で １ ２ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円

と、こうい うか た ちで歳 入歳出 の 総額自 体はも ち ろんあ ってい ま す。

これを 、非 常に 苦 労して 調べま し た。それで 、この 補正予 算の措 置 自

体 は こ れ で 済 む ん だ と 思 う ん で す け ど 、 私 は 、 １ ０ 月 か ら の 保 育 費

の 無 償 化 が ど の よ う に な る か と い う こ と を 、 こ の 補 正 予 算 か ら そ こ

を 調 べ て い く と い う の は 無 理 だ と 思 う ん で す け ど 、 ど う い う ふ う に

変 わ っ て い く か と い う と こ ろ を 調 べ て み た ん で す け ど 、 事 業 は ど う

変 わ る か と い う こ と は こ の 予 算 書 の 中 か ら は 見 え て こ な い ん で す ね 。  

 １ 番 関 心 が あ る の は こ の 無 償 化 の 事 業 に よ っ て 、 町 の 当 初 予 算 が

こ う 変 わ り ま す よ と 。 そ れ か ら こ の 無 償 化 に よ っ て 、 中 身 が ど う い

うふう に変わ っ ていく かとい う ことを 実は１ 番 知りた いわけ で す。  

 そ こ で お 願 い な ん で す け ど 、 担 当 の 方 で は そ う い う も の 整 理 を し

て 、 き っ と そ う い う 資 料 が あ る の で は と 希 望 的 観 測 を 含 め て な ん で

す け ど 、 例 え ば 前 の 当 初 予 算 の 時 に 聞 い た の は 、 蘭 越 保 育 所 は こ れ

は 基 本 的 に は 来 年 度 以 降 は 町 村 負 担 に な る ん で す よ と い う こ と を お

聞 き し ま し た 。 そ れ を 今 年 度 に 限 り 、 臨 時 交 付 金 と い う の は そ う い

うこと であて が うとい う今年 度 限りの ものだ と 思うん ですけ ど 。  

 そ れ か ら 保 護 者 負 担 金 と い う も の は な く な る わ け で す 。 そ れ が 、

今 年 度 は 年 度 途 中 か ら 変 更 で す け ど 、 そ れ が ど う い う ふ う に な っ て

いくか ですね 。そ ういう あたり の 全体が わかる よ うなも のの資 料 を、

も し 担 当 の 方 で お 作 り で あ れ ば 、 ま あ で き れ ば 今 す ぐ に と い う の は
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難 し い で し ょ う か ら 、 こ の 定 例 会 の 会 期 中 に で も 、 あ る い は 無 理 で

あ れ ば そ の あ と で も か ま わ な い ん で す け ど 、 無 償 化 の 政 策 が こ う い

う ふ う に な っ て 、 そ れ に よ っ て 町 の 対 応 も こ う い う ふ う に な り ま す

よ と い う こ と が わ か る よ う な 資 料 を 示 し て い た だ け る と 、 よ り 我 々

の 理 解 も 深 ま る と 思 い ま す の で 、 ぜ ひ そ れ を 御 検 討 い た だ け な い か

という 、お 願いの 質問で すけど 、よ ろしく お願い し たいと 思いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 川 住 民 福 祉課 長。  

 

〇 住 民 福 祉 課 長（北 川 淳 一 ） お 答 え い た します 。今 、難 波議員 のほ

う か ら 、 い ろ い ろ と こ う い っ た も の を と い う 提 出 依 頼 が ご ざ い ま し

た 。 そ れ ら を コ ン パ ク ト に ま と め た 資 料 は 現 時 点 で は あ り ま せ ん け

ど 、 い く つ か 資 料 を 作 っ て お り ま す の で 、 そ れ ら を 加 工 し て で き る

だ け わ か り や す い 資 料 を 今 会 期 中 に お 示 し し た い と 考 え て お り ま す

ので、 御理解 を いただ きたい と 思いま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  難 波 議 員 。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修 二 ）  内 部 資 料 で 差 し 障 り あ る と い う こ と で あ れ ば

あ れ な ん で す け ど 、 ど の 会 議 で も 、 保 護 者 の 皆 さ ん が 見 て も 示 し で

き る よ う な 、 そ う い う 資 料 は い ず れ 作 る と 思 う ん で す け ど 、 こ れ か

ら 今 回 の 補 正 予 算 で 今 年 度 の 予 算 、 こ う 変 わ る と 、 来 年 度 に 向 け て

こ う な っ て い く と い う こ と を 我 々 は 知 り た い と ぜ ひ 思 い ま す の で 、

そ う い う 資 料 提 供 し て い た だ け る よ う で し た ら 、 よ ろ し く お 願 い し

たいと 思いま す ので、 よろし く お願い いたし ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 川 住 民 福 祉課 長  

 

〇 住 民 福 祉 課 長 （ 北 川 淳 一 ）  お 答 え い た し ま す 。 そ の よ う な 内 容

の資料 の作成 、 配布に ついて 務 めてい きたい と 思って おりま す 。  

 こ の 機 会 で す の で 、 簡 単 に 無 償 化 の 概 要 に つ い て 申 し 上 げ た い と

思 い ま す 。 無 償 化 の 対 象 に つ き ま し て は 、 ３ 歳 児 か ら ５ 歳 児 ま で の

子ども 、こ れは す べてで ありま す 。また 、０歳 時か ら ２歳児 までに つ

き ま し て は 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 の 子 ど も に 限 っ て 無 償 化 の 対 象 に な

る と い う こ と で あ り ま す の で 、 保 護 者 の 保 育 料 が 全 額 無 償 化 の 対 象

に な る と い う わ け で は な い と い う こ と は ま ず 御 理 解 い た だ き た い と
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思いま す。  

 今 回 の 補 正 の 内 容 に つ き ま し て は 、 １ ０ 月 １ 日 以 降 の 下 半 期 の 分

と い う こ と で あ り ま す か ら 、 こ れ は 例 年 ベ ー ス で い け ば 半 分 の 額 と

い う こ と に な り ま す 。 で す か ら 、 来 年 度 に つ き ま し て は 無 償 化 の 枠

が 今 回 の 補 正 の お よ そ 倍 に な る と い う こ と で あ り ま す 。 そ れ と 財 源

的 な 部 分 を 一 つ 申 し 上 げ ま す と 、 先 ほ ど 難 波 議 員 が お っ し ゃ っ た よ

う に で す ね 、 今 年 度 に 限 っ て 地 方 の 負 担 分 に つ い て は 臨 時 的 に 国 の

交 付 金 が あ て ら れ る と い う こ と で 、 子 ど も 子 育 て 臨 時 交 付 金 と い う

かたち で今回 措 置され ており ま すけど 、蘭 越保 育 所につ きまし て は、

全額が 市町村 負 担とな ってお り ます 。また 、昆布 保育所 、さ らに は 家

庭的保 育所 、幼 稚 園につ きまし て は、国が２ 分の １ 、道 が４分 の１ 、

市 町 村 が ４ 分 の １ と い う ふ う に な っ て お り ま す の で 、 来 年 度 以 降 に

つ き ま し て は 、 町 の 負 担 分 の １ ０ 分 の １ ０ あ る い は ４ 分 の １ に つ き

ま し て は 、 こ れ は 一 般 財 源 化 さ れ る と い う こ と で 、 交 付 税 措 置 に な

ります 。  

 従 い ま し て 、 必 要 経 費 に つ き ま し て は 、 基 準 財 政 需 要 額 の 方 に 全

額算入 される と 。一方 、基準 財政 収 入額の 方につ い ては 、消費 税増 額

分 の 全 額 が 計 上 さ れ て 、 そ の 差 額 で 交 付 さ れ る 、 そ の よ う な 財 源 措

置 に な っ て お り ま す の で 、 御 理 解 を い た だ き た い と 思 い ま す 。 以 上

です。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  ほ か に 質 疑 あ りま せん か。「 9 番 、 栁 谷 議 員」 

 

〇 9 番（ 栁 谷 要 ） 2 点 ほ ど 伺 い ます。まず１ ２ペ ージ。１番上 段の

説 明 書 き で す が 、 Ｉ Ｒ Ｕ の 基 盤 と い う の は 、 町 の 財 産 で は な い で し

ょうか 。こ れ 、情 報通信 網の ケ ー ブルの 事か 、埋 設 ケーブ ルはな い と

思うん ですが 仮 設ケー ブル の 事 だと思 うんで す が、その辺 のと こ ろ、

まず質 問した い と思い ます。  

 そ れ か ら も う １点な んです が 、 弁 護 士費用 に ついて 伺いま す 。  

 あ ま り に も 高 額 で び っ く り し た ん で す け ど 、 定 則 金 額 が 分 か れ ば

教 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。 １ ５ ％ 類 推 す る と １ ， ８ ０ ０ 万 の

事案で あると 思 うんで すが 、そ れ にして も高い な と思っ ており ま す。

どんな 交渉の 経 緯だっ たんで し ょうか 。２点 に ついて 伺いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  渡 辺 総 務 課 参事 。  
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〇 総 務 課 参 事（ 渡辺 貢 ） は い 、１ 点 目の １２ペ ー ジの 、地 域情報 通

信 基 盤 の 移 設 の 関 係 に つ い て お 答 え い た し ま す 。 こ れ は 、 磯 谷 蘭 越

線 の 道 道 の 共 栄 に 位 置 す る 所 で 、 番 地 は ５ １ 番 地 の １ と ６ ２ 番 地 の

１、この 区 間に あ たる 、ちょ っと こ う曲が ってる 位 置 がで すね 、道 路

改 修 に 伴 っ て 電 柱 供 架 し て る 本 町 の 光 ケ ー ブ ル 、 こ れ が 移 設 が 必 要

になる ために 、そ の費用 、移 設す る ための 費用で ご ざいま す。道の 道

路 で ご ざ い ま す の で 、 そ の 分 に つ い て は 歳 入 の 方 で 補 助 金 で 、 道 の

補 償 金 と し て １ ２ ０ 万 い た だ い て お り ま す の で 、 御 理 解 い た だ き た

いと思 います 。 終わり ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  小 林 総 務 課 長  

 

〇 総 務 課 長 （ 小 林 俊 也 ）  ２ 点 目 の 弁 護 士 委 託 料 の 関 係 な ん で す け

ど 、 と り あ え ず 着 手 金 と し て １ １ ９ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 の 請 求 と い う こ

と な ん で す け ど 、 訴 え ら れ て る 内 容 と し ま し て は 、 経 済 的 利 益 の 算

定 不 能 、 い わ ゆ る 取 り 消 し 請 求 と い う も の が ご ざ い ま し て 、 そ ち ら

の 方 の 請 求 部 分 と 、 あ と 金 銭 的 な 経 済 的 利 益 の 請 求 、 こ れ も ご ざ い

ま す 。 こ れ が ２ 本 あ り ま し て 、 こ れ を 札 幌 弁 護 士 の 報 酬 会 報 酬 規 程

これに よって や ってお ります 。  

 経 済 的 利 益 の 算 定 不 能 な 部 分 、 こ れ は 一 応 ８ ０ ０ 万 円 程 度 と い う

額 で 設 定 さ れ て い る よ う で す 。 で 、 実 質 的 利 益 の 請 求 と い う こ と で

１ ， ９ ９ ０ 万 円 ほ ど ご ざ い ま す の で 、 い ず れ に し て も そ の 規 程 の 額

の 中 で も 今 回 の 訴 え は ち ょ っ と 荒 い と い う こ と も ご ざ い ま し て 、 一

番 下 の 金 額 を 使 っ て い た だ い て 、 そ れ で も こ の 額 に な っ て し ま う と

いうこ とで、 御 理解の ほうい た だけれ ばと思 い ます。 以上で す 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要）  は い 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要）  先 の 質 問 で すけど 、そう す れば、 歳入の １ ７目  

、 道 支 出 金 の 中 に 入 っ て る と い う 事 に な る ん で す か 。 道 の 補 償 工 事

を 歳 出 で 見 て い ま す 、 と い う こ と で す ね 。 原 因 者 負 担 の 原 則 か ら 言

って、 理解で き なかっ たもの で すから 、それ で あれし ました 。  

 そ れ か ら 、ど う でしょ う、この 弁 護費用 につい て なんで すけど 、提

訴 の 対 価 が １ ， ９ ０ ０ 万 と い う こ と で す け ど 、 そ ん な に 稼 ぐ よ う な
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農家だ ったか な と。ま あ、何年か にわた ってあ れ してた んです け ど、

す べ て の 積 算 す る と そ う い う 結 果 に な っ て い く と い う 事 で や む を え

な い の か な と い う 気 が す る ん で す が 、 そ の 辺 の と こ ろ 、 町 長 ど う い

うふう に判断 し たんで すか。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  弁 護 士 費 用 に つ い て は 総 務 課 長 が い ま 申 し 上 げ

た と こ ろ で す が 、 こ れ を 裁 判 所 が 受 理 し た と い う こ と で ご ざ い ま す

の で 、 そ の 金 額 に 基 づ い て 、 町 の 方 で は 戦 わ な け れ ば な ら な い と い

う こ と な ん で す 。 議 員 お っ し ゃ る と お り 、 こ れ を 高 い と い う 分 も あ

る か も し れ な い 、 私 も こ れ を 聞 い た 時 に 、 か な り の 金 額 だ な と い う

こ と だ っ た ん で す が 、 裁 判 所 が 受 理 し て 、 そ れ に 勝 つ た め の 費 用 と

い う の は 算 定 し た 部 分 の 中 で 、 弁 護 士 費 用 と し て は こ れ だ け か か る

と い う こ と で し た の で 、 こ の 辺 は 専 門 家 、 町 の 方 で 対 応 で き る と い

う 部 分 で は な か っ た も の で す か ら 、 議 会 の 理 解 も い た だ き な が ら こ

の 金 額 で 戦 っ て な ん と か 収 め た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 、

御理解 いただ き たいと 思いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  依 頼 し た 法 律 事 務 所 で は 成 功 報 酬 に つ い て は 言

及なか ったん で すか。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  小 林 総 務 課 長。  

  

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ） あ く ま で も 、今の 額は着 手 金でし て 、この

後、裁判等 にな る んです けど 、そ の 裁判の 延びる 延 びない 、そ れも 関

係 し て く る と 思 い ま す 。 そ の 中 で 最 終 的 に 成 功 報 酬 も い く ら か 出 て

く る と 思 い ま す け ど 、 い ず れ に し て も 、 こ れ は 着 手 金 と い う こ と で

お 願 い す る 分 で ご ざ い ま す 。 こ れ か ら の あ り 方 で 変 わ っ て く る と い

うこと で理解 し ていた だけれ ば と思い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番（ 栁 谷 要 ） ま あ 、私 の 常識 ではそ れにし て も高い と。町 長に
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プ レ ッ シ ャ ー か け る わ け で は あ り ま せ ん け ど 、 ど う に も 高 い と い う

印 象 を 拭 え な い わ け で あ り ま し て 、 そ の 辺 の と こ ろ 、 よ し な に 交 渉

いただ きたい と いうふ うに 思 っ ており ます 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  金 町 長 。  

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  今 回 お 願 い し て い る 弁 護 士 に つ い て は 、 北 海 道

町 村 会 の 顧 問 弁 護 士 の 佐 々 木 法 律 事 務 所 の ほ う に こ の 分 を お 願 い し

て い る と い う 分 で ご ざ い ま す 。 こ れ に つ い て も 、 北 海 道 町 村 会 を 通

し た 部 分 の 中 で 、 町 も い ろ ん な 案 件 が 出 て き た 時 に は 相 談 し て 行 っ

て い る と い う 分 も あ り ま す の で 、 私 ど も と し て は 、 今 の 佐 々 木 弁 護

士 の ほ う に 依 頼 し た 分 の 中 で 行 い た い と い う ふ う に 考 え て る と こ ろ

で ご ざ い ま す の で 、 こ れ か ら 協 議 を し た 部 分 で 、 限 ら れ た 財 源 の 部

分 で す が 、 そ の 辺 の こ と も 十 分 、 佐 々 木 弁 護 士 と 相 談 し な が ら 進 め

て い き た い と 考 え て る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 御 理 解 を 願 い た い

と思い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  よ ろ し い で すか 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要）  ほ か に 質 疑 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

質 疑 な し と 認 め ます。 これを も って質 疑を終 了 いたし ます。  

 こ れ よ り 討 論 行いま す。討 論 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 ９ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採

決いた します 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に 御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第９号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 １ ４ 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 地 域 振 興 事 業

特別会 計補正 予 算を議 題とい た します 。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 梅本商 工労働 観 光課長 。  
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〇 商 工 労 働 観 光 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案

第 １ ０ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 地 域 振 興 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 第 １ 号

につい て御 説 明 いたし ます。  

こ の 会 計 の 、 現 在 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 は ４ ， ８ ８ ８ 万 円 で ご ざ

いまし て、この 総 額に、７ ６万８，０００ 円を追 加 いたし まして、歳

入歳出 予算の 総 額を 、それ ぞれ ４ ，９ ６４万 ８ ，０ ００ 円 とする も の

でござ います 。  

ま た 、 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額

並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金 額 は 、 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 に

よ る も の で ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 事 項 別 明 細 書 の 歳 出 か ら 御 説 明

申し上 げます 。 ６ペー ジを御 覧 くださ い。  

２ 款 事 業 費  １ 項 事 業 費  １ 目 売 店 事 業 費 、 補 正 額 ７ ６ 万 ８ ， ０

００円。１２役 務 費７６ 万８，０ ０ ０ 円。郵 便料７ ６ 万８，０ ００円

の追加 は 、４月 に ゆうパ ックの 取 り扱い 手数料 が 値上げ なった こ と、

ま た 当 初 見 込 ん で い た 以 上 の 取 り 扱 い 実 績 が あ っ た こ と に よ り 、 予

算に不 足が生 じ るため 、追加 す るもの です。  

５ ペ ー ジ を 御 覧 くださ い。 歳 入 につい て御 説 明 いたし ます。  

１ 款 使 用 料 及 び 手 数 料  ２ 項 手 数 料  １ 目 手 数 料 、 補 正 額 ７ ６ 万

８，００ ０円。１ 節売店 売上７ ６ 万８，０ ００ 円 は 、歳出で ゆうパ ッ

ク に か か る 郵 便 料 を 追 加 し ま し た の で そ の 売 上 げ に か か る も の で す 。 

以 上 で 、 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 の ほ ど お 願 い い た し

ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 、 質 疑に入 ります 。 質疑あ りませ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 討 論 を行い ます。 討 論あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 １ ０ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 地 域 振 興 事 業 特 別 会

計補正 予算を 採 決いた します 。  

 お 諮 り し ま す 。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

異 議 な し と 認 め ます。  
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よって 、議案 第 １０号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ５ 、議案第 １１号 、令 和元年 度蘭越 町

簡易水 道事業 特 別会計 補正予 算 を議題 といた し ます。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 北山建 設課長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 案 第 １ １ 号 令

和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 、 第 ２ 号 に つ き ま し

て、御 明申し 上 げます 。  

 こ の 会 計 の 現 在の歳 入歳出 予 算の総 額は 、１ 億 ７，５３８ 万 ３ ，０

００円 で、この 総 額に ４ ９６万 ９ ，０００ 円を追 加 し、歳入歳 出予 算

の総額 を １億 ８ ，０３ ５万 ２ ， ０００ 円とす る もので す。  

 ま た 、 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額  

並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金 額 は 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 に よ

るもの です。  

 地 方 債 の 変 更 につき まして は 、第２表 地方債 補 正によ るもの で す。

後ほど 、御 説明 申 し上げ ます 。そ れ では 、事項 別明 細 書の歳 出から 御

説明申 し上げ ま す。 ７ ページ を ご覧願 います 。  

１ 款 事 業 費  １ 項 水 道 事 業 費  １ 目 水 道 総 務 費 、 補 正 額 １ ３ ７ 万

円。２ ７公課 費 １３７ 万円。 消 費税で す。  

蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 に お け る 消 費 税 の 確 定 申 告 あ た り 、 算 定 を 行

っ た と こ ろ 、 水 道 使 用 料 に か か る 消 費 税 額 に 対 し 、 工 事 請 負 費 な ど

の 仕 入 れ 控 除 税 額 が 下 回 っ た こ と に よ り 、 消 費 税 を 納 付 す る こ と と

なりま したの で 、補正 をお願 い するも のです 。  

２ 目 水 道 維 持 費 、補正額 ３５９ 万 ９，０００ 円 。特 定財源 の地方 債

４６０ 万円に つ きまし ては、 目 名地区 簡易水 道 整備 事 業債で す 。  

１ ５ 工 事 請 負 費 ３ ５ ９ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 。 渡 辺 橋 水 管 橋 工 事

４６７ 万５， ０ ００円 。  

工 事 の 内 容 に つ い て は 、 目 名 地 区 共 有 地 の 普 通 河 川 湯 出 の 沢 川 に

お い て 、 水 道 管 が 埋 設 さ れ て い る 伏 せ 越 し 部 分 で 漏 水 が 発 生 し 、 応

急 修 理 を 行 っ て お り ま す が 、 現 状 の 伏 せ 越 し 工 法 に よ る 復 旧 を し た

際、今後 、漏 水事 故等が 発生し た 場合 、水道 水か 川 水か判 断がで き な

く、発見が 遅れ る など 、維持 管理 に 支障を きたす こ とから 、水 管橋 に

よる施 工を実 施 いたし たく補 正 をお願 いする も のです 。  

給 水 メ ー タ ー 更 新 工 事 １ ０ ７ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 の 減 、 入 札 執 行 残 に

よるも のです 。次 に歳入 につき ま して 、御 説 明申 し 上げま す。６ペ ー
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ジを御 覧願い ま す。  

４ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、 補 正 額 ３ ６ 万 ９ ， ０ ０ ０

円の追 加 。前年 度 繰越金 ３ ６万 ９ ，０００ 円を追 加 し、歳出充 当す る

もので す。  

６ 款 町 債 に つ き ま し て は 、 歳 出 の 特 定 財 源 の 中 で 説 明 い た し ま し

たので 、説明 を 省略い たしま す 。  

次 に 第 ２ 表 地 方 債 補 正 に つ い て 、 御 説 明 い た し ま す 。 ３ ペ ー ジ を

御覧願 います 。  

過 疎 対 策 事 業 債 の 限 度 額 ７ ９ ０ 万 円 を １ ， ０ ２ ０ 万 円 に 変 更 、 ま

た 簡 易 水 道 事 業 債 の 限 度 額 ７ ９ ０ 万 円 を １ ， ０ ２ ０ 万 円 に 変 更 す る

もので す。  

な お 、起 債 の方 法 、利率、償 還の方 法につ きまし て は、従前 のとお

り 変 更 あ り ま せ ん 。 以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 く だ

さいま すよう  お 願 い い た し ま す。  

  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。 質 疑あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。これ を もって 質疑を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 討 論 を行い ます。 討 論あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 １ １ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会

計補正 予算を 採 決いた します 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り可決 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。   

 よ っ て 、 議 案 第１１ 号は原 案 のとお り可決 さ れまし た。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 審 議 の 途 中 で ありま すが、議事 の進行 上、会 議

規則第 ９条第 2 項 の 規 定 によ り 、日程 第１９ 、 意見書 案第１ 号 の審

議終了 まで 、会議 時間を 延長し た いと思 います 。お 諮りい たしま す 。  

 会 議 時 間 を 、 日 程 第 １ ９ 、 意 見 書 案 第 １ 号 の 審 議 終 了 ま で 延 長 す

ること に御意 義 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  
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 異 議 な し と 認 めます 。よ って 、会議時 間を日 程 第１９ 、意 見書 案 第

１号の 審議終 了 まで延 長する こ とに 決 定いた し ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ６ 、議案第 １２号 、令 和元年 度蘭越 町

温泉旅 館幽泉 閣 事業特 別会計 補 正予算 を議題 と いたし ます。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 梅本商 工労働 観 光課長 。  

 

〇 商 工 労 働 観 光 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案

第 １ ２ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 温 泉 旅 館 幽 泉 閣 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算

第２号 につい て 御 説明 いたし ま す。  

こ の 会 計 の 、 現 在 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 は ２ 億 ９ ， ６ ５ ３ 万 円 で

ご ざ い ま し て 、 こ の 総 額 に 、 ４ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 い た し ま し

て、歳入 歳出予 算 の総額 を、それ ぞ れ２億 ９，７０ ０ 万８，０ ００ 円

とする もので ご ざいま す。  

ま た 、 歳 入 歳 出 予算の 補正の 款 項の区 分及び 当 該区分 ごとの 金 額  

並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金 額 は 、 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 」

による もので ご ざいま す。  

そ れ で は 、 事 項 別明細 書の歳 出 から御 説明申 し 上げま す。  

６ ペ ー ジ を 御 覧 くださ い。  

２ 款 事 業 費  １ 項 営 業 費  １ 目 営 業 費 、 補 正 額 ４ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０

円。１２ 役務費 ４ ０万３，０００ 円 。手数料 で、クレ ジット カード 決

済導入 にかか る 手数料 として ４ ０万３ ，０ ００ 円 計上す るもの で す 。 

１ ８ 備 品 購 入 費 ７ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 。 消 費 税 改 定 に 伴 う 軽 減 税 率 の

導 入 で 税 率 ご と の 金 額 を 表 示 し た 領 収 書 の 発 行 に 対 応 す る た め 、 新

規にレ ジスタ ー ２台 を 購入す る もので す。  

５ ペ ー ジ を 御 覧 くださ い。 歳 入 につい て御 説 明 いたし ます。  

４ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、 補 正 額 ４ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０

円。１ 節繰越 金 ４７万 ８，０ ０ ０ 円前 年度繰 越 金です 。  

以 上 で 、 説 明 を 終 わ り ま す 。 御 審 議 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し

ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。 質 疑あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

質 疑 な し と 認 め ます。 これを も って質 疑を終 了 いたし ます。  

 こ れ よ り 討 論 行いま す。討 論 ありま せんか 。  
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（「なし 」と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。これ を もって 討論を 終 了いた します 。  

 こ れ よ り 議 案 第 １ ２ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 温 泉 旅 館 幽 泉 閣 事 業 特

別会計 補正予 算 を採決 いたし ま す。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第１２ 号は原 案 のとお り可決 さ れまし た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 １ ７ 、 認 定 第 １ 号 か ら 認 定 第 １ １ 号 ま

で 、 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認

定 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。 代 表 監 査 委 員 か ら 、 決 算 審 査 の 報

告を求 めます 。  「 坪 田 代 表 監 査委員 」  

 

〇 代 表 監 査 委 員 （ 坪 田 和 昭 ）  た だ 今 、 議 長 よ り 報 告 を 求 め ら れ ま

した決 算審査 意 見につ きまし て 、御報 告をさ せ ていた だきま す 。  

 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 町 長 か ら 提 出 さ れ

た 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 、 各 特 別 会 計 決 算 書 、 歳 入 歳 出 事 項

別明細 書、実質 収 支に関 する調 書 並びに 財産に 関 する調 書につ い て、

令 和 元 年 ８ 月 １ ９ 日 か ら ９ 月 ５ 日 ま で の 実 質 ６ 日 間 、 栁 谷 監 査 委 員

ととも に審査 を させて いただ き ました 。  

 審 査 に あ た っ て は 、 決 算 書 に 基 づ き 関 係 諸 帳 及 び 証 拠 書 類 な ど に

より照 査、検 討 を行い 審査を い たしま した。  

 そ の 結 果 、 決 算 は 計 数 的 に 正 確 で あ り 、 内 容 な ど に つ い て も 適 正

である と認め ら れます 。  

 な お 、 内 閣 府 に よ る 最 新 の 月 例 経 済 報 告 に よ り ま す と 、 景 気 は 輸

出 を 中 心 に 弱 さ が 続 い て い る も の の 、 緩 や か に 回 復 し て い る と の 状

況 に あ り ま す が 、 本 町 を 取 り 巻 く 社 会 経 済 情 勢 は 、 依 然 と し て 厳 し

い 状 況 が 続 い て い る こ と か ら 、 住 民 福 祉 の 向 上 と 健 全 な 財 政 運 営 に

一層努 力され る ことを 御期待 申 し上げ ます。  

 終 わ り に な り ま す が 、 決 算 に あ た り ま し て 、 関 係 書 類 の 整 備 が 適

切 に な さ れ て い た こ と に つ い て 、 各 関 係 職 員 の ご 努 力 に 敬 意 を 表 し

ます 。以上 、簡単 ではご ざいま す が、決算審 査の 報 告とさ せてい た だ

きます 。  
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〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  こ れ を も っ て 代 表 監 査 委 員 か ら の 決 算 審 査 の

報告を 終わり ま す。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 件 に つ き ま し て は 、 議 員 全 員 で 構 成 す る 決 算 特 別 委 員 会 を 設 置

し、こ れに付 託 するこ ととい た したい と思い ま す。  

 こ れ に 御 異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 本 件 は 議 員 全 員 で 構 成 す る 決 算 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ

れに付 託する こ とに決 定いた し ました 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 た だ い ま 設 置 されま した 、決 算 特別委 員会の 正 副委員 長の選 出 は、

正副議 長、各常 任 委員長 、議 会運 営 委員長 により 選 考の上 、選 出し た

いと思 います 。  

 こ れ に 御 異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 正 副 議 長 、 各 常 任 委 員 長 、 議 会 運 営 委 員 長 に よ り 選 考 の

上、選 出する こ とに決 定いた し ました 。暫時 休 憩をい たしま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  再 開 い た し ます 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  選 考 委 員 長 から 選考結 果 の報告 を願い ま す。  

  ７ 番 、 赤 石 議 員。  

 

〇 ７ 番 （ 赤 石 勝子 ）  そ れ で は 、 報告 いたし ま す。  

 決 算 特 別 委 員 会 の 委 員 長 及 び 副 委 員 長 の 選 考 結 果 を 報 告 い た し ま

す。委員長 は 、５ 番向山 議員 、副 委 員長は ８番中 島 議員を 選考い た し

ました ので、 報 告いた します 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お 諮 り い た しま す。  

 た だ い ま の 選 考 委 員 長 の 報 告 の と お り 決 定 す る こ と に 、 御 異 議 あ

りませ んか。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 決 算 特 別 委 員 会 の 委 員 長 に は ５ 番 向 山 議 員 、 副 委 員 長 に
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は８番 中島議 員 と決定 いたし ま した。  

 な お 、 決 算 特 別 委 員 会 の 日 程 に つ き ま し て は 、 １ ８ 日 の 午 前 １ ０

時から 開催い た します ので、 お 知らせ をいた し ます。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ ９ 、陳情第 １ 号「 所得 税法第 ５６条 の

廃止を 求める 意 見書」 提出に つ いての 陳情書 を 議題と いたし ま す。  

 お 諮 り い た し ます。  

 た だ い ま 議 題 となっ ており ま す、陳 情第 1 号 は 、 総 務文教 常 任委

員 会 に 付 託 し 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 と す る こ と に い た し た い と 思 い ま

す。こ れに御 異 議あり ません か 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、陳 情 第 １号は 、総 務文 教 常任委 員会に 付 託し 、閉会 中の 継

続審査 とする こ とに決 定いた し ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順悦 ） 日 程 第 １ ９ 、意見 書案 第１ 号 、林業・木材 産 業

の 成 長 産 業 化 に 向 け た 施 策 の 充 実 ・ 強 化 を 求 め る 意 見 書 を 議 題 と い

たしま す。提 案 理由の 説明を 求 めます 。  「 ３ 番 、 永 井議員 」  

 

〇 ３ 番 （ 永 井 浩 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 意 見 書 案 第 １ 号 、 林

業 ・ 木 材 産 業 の 成 長 産 業 化 に 向 け た 施 策 の 充 実 ・ 強 化 を 求 め る 意 見

書を御 説明申 し 上げま す。  

本 道 の 森 林 は 、全 国の森 林面積 の ４分の １を占 め 、国土保 全、地球

温 暖 化 防 止 、 林 産 物 の 供 給 等 な ど の 多 面 機 能 の 発 揮 が 期 待 さ れ て お

り 、 機 能 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め に は 、 森 林 資 源 の 循 環 利 用 を 進 め

る 必 要 が あ る 。 森 林 の 整 備 を 進 め 、 木 材 を 積 極 的 に 利 用 し て い く 事

は 、 山 村 地 域 を 中 心 と す る 雇 用 ・ 所 得 拡 大 に よ る 地 方 創 生 に も 大 き

く貢献 するも の である 。こ のよ う な中 、道で は 、森 林の公 的機能 の 維

持 ・ 増 進 と 森 林 資 源 の 環 境 利 用 の 実 現 に 向 け て 、 森 林 整 備 事 業 及 び

資 産 事 業 や 植 林 、 間 伐 や 産 地 災 害 の 防 止 、 林 業 事 業 体 の 育 成 な ど 、

様々な 取組み を 進めて きたと こ ろであ る。  

今 後 、 人 工 林 資 源 が 本 格 的 な 利 用 期 を 迎 え る 中 、 既 存 の 制 度 や 森

林 環 境 譲 与 税 を 活 用 し た 、 地 域 の 特 性 に 応 じ た 森 林 整 備 の 着 実 な 推

進や 、森林 資源 の 環境利 用によ り 、林業・木材 産業 の 成長産 業化の 実

現に向 けて、 施 策の充 実・強 化 を 図る ことが 必 要であ る。  

よ っ て 、 国 に お いては 、 次の 措 置を講 ずるこ と を強く 要望 す る 。  
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森林の 多面的 機 能を持 続的に 発 揮し 、林業・木材 産業の 振興と 、山

村 に お け る 雇 用 安 定 化 を 図 る た め 、 森 林 事 業 及 び 治 山 事 業 の 財 源 を

十分か つ安定 的 に確保 するこ と 。  

二 つ 、 森 林 事 業 の 都 道 府 県 、 市 町 村 負 担 分 の 起 債 を 可 能 と す る 地

方債の 特例措 置 を継続 するこ と 。  

三 つ 、森 林 資源 の 循環利 用を通 じ て、林業・木 材産 業の成 長産業 化

を 実 現 す る た め 、 地 域 の 実 情 を 十 分 に ふ ま え 、 森 林 整 備 か ら 木 材 の

加工・流通・利用 までの 立体的 な 取組み 、森 林づ く り を担 う 林業 事 業

体や人 材の育 成 に 必要 な 支援 措 置を 充 実・ 強 化 するこ と。  

以 上 、 地 方 自 治 法第９ ９条の 規 定によ り、 提 出 する。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。  

御 審 議 の う え 、 採択さ れます よ うよろ しくお 願 い申し 上げま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て、 提案者 の 説明を 終わり ま す。  

こ れ よ り 質 疑 に 入りま す。質 疑 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

疑 な し と 認 め ま す。こ れをも っ て質疑 を終了 い たしま す。  

こ れ よ り 討 論 に 入りま す。討 論 ありま せんか 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

討 論 な し と 認 め ます。 これを も って討 論を終 了 いたし ます。  

こ れ よ り 、意見 書 第１号 、林 業・木 材産業 の成長 産 業化に 向けた 施

策の充 実・強 化 を求め る意見 書 を採決 いたし ま す。  

お 諮 り い た し ま す。  

本 案 は 、 原 案 の と お り 、 意 見 書 を 提 出 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ

んか。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 意 見 書 案 第 １ 号 は 、 原 案 の と お り 意 見 書 を 提 出 す る こ と

に決定 いたし ま した。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お 諮 り い た しま す。  

 本 日 の 会 議 は 、この程 度にと ど め、延 会と いたし たいと 思いま す 。  

 こ れ に 御 異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）   

 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 本 日 は 延 会 す る こ と に 決 定 い た し

ました 。ご苦 労 様でし た。  
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                 午 後 ５ 時 １ ２ 分  閉 会  


